
A G P カ ー ド を 取 り 付 け る 際 に は 、 次 の 記 述 を 呼 ん でカ ー ド を 取 り 付 け る 際 に は 、 次 の 記 述 を 呼 ん でカ ー ド を 取 り 付 け る 際 に は 、 次 の 記 述 を 呼 ん でカ ー ド を 取 り 付 け る 際 に は 、 次 の 記 述 を 呼 ん でカ ー ド を 取 り 付 け る 際 に は 、 次 の 記 述 を 呼 ん で
理 解 し た 上 で 行 っ て く だ さ い 。 使 用 す る理 解 し た 上 で 行 っ て く だ さ い 。 使 用 す る理 解 し た 上 で 行 っ て く だ さ い 。 使 用 す る理 解 し た 上 で 行 っ て く だ さ い 。 使 用 す る理 解 し た 上 で 行 っ て く だ さ い 。 使 用 す るA G PA G PA G PA G PA G P カ ー ドカ ー ドカ ー ドカ ー ドカ ー ド
ににににに "AGP 4X/8X (1.5V) "AGP 4X/8X (1.5V) "AGP 4X/8X (1.5V) "AGP 4X/8X (1.5V) "AGP 4X/8X (1.5V) ノ ッ チノ ッ チノ ッ チノ ッ チノ ッ チ"""""（ 下 図 ） が あ る と き 、（ 下 図 ） が あ る と き 、（ 下 図 ） が あ る と き 、（ 下 図 ） が あ る と き 、（ 下 図 ） が あ る と き 、
お 使 い のお 使 い のお 使 い のお 使 い のお 使 い のAGPAGPAGPAGPAGPカ ー ド がカ ー ド がカ ー ド がカ ー ド がカ ー ド がAGP 4X/8XAGP 4X/8XAGP 4X/8XAGP 4X/8XAGP 4X/8Xで あ る こ と を 確 認で あ る こ と を 確 認で あ る こ と を 確 認で あ る こ と を 確 認で あ る こ と を 確 認
し て く だ さ い 。し て く だ さ い 。し て く だ さ い 。し て く だ さ い 。し て く だ さ い 。

注意注意注意注意注意: AGP 2X: AGP 2X: AGP 2X: AGP 2X: AGP 2Xカ ー ド は 、カ ー ド は 、カ ー ド は 、カ ー ド は 、カ ー ド は 、nVIDIA® nForce™ 2 Ultra 400で はで はで はで はで は
サ ポ ー ト さ れ ま せ ん 。 シ ス テ ム を 標 準 起 動 で き な いサ ポ ー ト さ れ ま せ ん 。 シ ス テ ム を 標 準 起 動 で き な いサ ポ ー ト さ れ ま せ ん 。 シ ス テ ム を 標 準 起 動 で き な いサ ポ ー ト さ れ ま せ ん 。 シ ス テ ム を 標 準 起 動 で き な いサ ポ ー ト さ れ ま せ ん 。 シ ス テ ム を 標 準 起 動 で き な い
と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 場 あ り ま す 。と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 場 あ り ま す 。と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 場 あ り ま す 。と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 場 あ り ま す 。と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 場 あ り ま す 。AGP Pro 4X/AGP Pro 4X/AGP Pro 4X/AGP Pro 4X/AGP Pro 4X/
8 X8 X8 X8 X8 X カ ー ド を お 使 い く だ さ い 。カ ー ド を お 使 い く だ さ い 。カ ー ド を お 使 い く だ さ い 。カ ー ド を お 使 い く だ さ い 。カ ー ド を お 使 い く だ さ い 。

例1: Diamond Vipper V770 golden fingerは 、2X/4Xモ ー ドAGP

ス ロ ッ ト 互 換 で す 。 ジ ャ ン パ でAGP 2X(3.3V)と 4X(1.5V)モ ー ド

を 切 り 替 え ま す 。 こ の カ ー ド の 初 期 設 定 は2X(3.3V)に な っ て

い ま す 。GA-7N400 Pro2 / GA-7N400 / GA-7N400-L (ま た は 全 て の

AGP 4X/8Xのみ利用可) マ ザ ー ボ ー ド で 、4X(1.5V)モ ー ド に ジ ャ

ン パ を 切 り 替 え て い な い カ ー ド を 利 用 す る と 、 正 常 に 機 能 し

ま せ ん 。

例2: ATi Rage 128 Proグ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド でPower Color製

の も の やSiS 305カ ー ド の 中 に は 、 ゴ ー ル デ ン フ ィ ン ガ ー が2X

(3.3V) / 4X(1.5V)モ ー ドAGP互 換 で は あ る が 、2X(3.3V)し か サ

ポ ー ト し な い 製 品 が あ り ま す 。GA-7N400 Pro2 / GA-7N400 / GA-
7N400-L (ま た は 全 て のAGP 4X/8Xのみ利用可)マ ザ ー ボ ー ド で 、

こ の よ う な グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド を 利 用 す る と 正 常 に 動 作 し

ま せ ん 。

注 : Gigabyteの AG32S(G)グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド はATi Rage 128

Proチ ッ プ を 搭 載 し 、AGP 4X(1.5V)互 換 で す 。 し た が っ て 、

AG32S(G)は nVIDIA® nForce2 Ultra 400ベ ー ス の マ ザ ー ボ ー ド で 利

用 で き ま す 。

PCIカ ー ド を 取 り 付 け る 前 に 、Dual BIOSラ ベ ル がPCIス ロ ッ ト

に あ る と き は 取 り 外 し て く だ さ い 。

AGP 4X/8X notch
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in accordance with 89/336 EEC-EMC Directive

 EN 55011 Limits and methods of measurement
of radio disturbance characteristics of
industrial,scientific and medical (ISM
high frequency equipment

 EN 61000-3-2*
 EN 60555-2

Disturbances in supply systems cause
by household appliances and similar
electrical equipment “Harmonics”

 EN 55013 Limits and methods of measurement
of radio disturbance characteristics of
broadcast receivers and associated
equipment

 EN 61000-3-3* Disturbances in supply systems cause
by household appliances and similar
electrical equipment “Voltage fluctuations”

 EN 55014 Limits and methods of measurement
of radio disturbance characteristics of
household electrical appliances,
portable tools and similar electrical
apparatus

 EN 50081-1 Generic emission standard Part 1:
Residual commercial and light industry

 EN 50082-1 Generic immunity standard Part 1:
Residual commercial and light industry

 EN 55015 Limits and methods of measurement
of radio disturbance characteristics of
fluorescent lamps and luminaries

Generic emission standard Part 2:
Industrial environment

 EN 55081-2

Immunity from radio interference of
broadcast receivers and associated
equipment
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Industrial environment

 EN 55082-2
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of radio disturbance characteristics of
information technology equipment

lmmunity requirements for household
appliances tools and similar apparatus

 ENV 55104

Cabled distribution systems; Equipment
for receiving and/or distribution from
sound and television signals
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power systems (UPS)

 EN50091-2

 EN 55020

 DIN VDE 0855
 part 10
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(EC conformity marking) CE marking

The manufacturer also declares the conformity of above mentioned product
with the actual required safety standards in accordance with LVD 73/23 EEC
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electronic and related apparatus for
household and similar general use

 EN 60950 EN 60065

Safety of household and similar
electrical appliances

 EN 60335

Manufacturer/Importer

Signature:
Name:(Stamp)

Date : June 30, 2003

 EN 60555-3

Timmy Huang
Timmy Huang

 EN 50091-1

Safety for information technology equipment
including electrical bussiness equipment

General and Safety requirements for
uninterruptible power systems (UPS)
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語
本

日
語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日 ア イ テ ム の チ ェ ッ ク リ スア イ テ ム の チ ェ ッ ク リ スア イ テ ム の チ ェ ッ ク リ スア イ テ ム の チ ェ ッ ク リ スア イ テ ム の チ ェ ッ ク リ ス

トトトトト

コ ン ピ ュ ー タ の マ ザ ー ボ ー ド と 拡 張 カ ー ド に は 非 常 に 精 巧 な 集 積
回路(IC)チ ッ プ が 搭 載 さ れ て い ま す 。 静 電 気 に よ る 損 傷 か ら 保 護 す
る た め に 、 コ ン ピ ュ ー タ を 取 り 扱 う 際 に は 常 に 以 下 の 注 意 事 項 に
従 う 必 要 が あ り ま す 。

1. コ ン ピ ュ ー タ の 内 部 を 操 作 す る と き は 、 コ ン ピ ュ ー タ の プ ラ グ を 抜 い て
く だ さ い 。

2. コ ン ピ ュ ー タ の コ ン ポ ー ネ ン ト を 処 理 す る 前 に 、 ア ー ス さ れ た リ ス ト ス
ト ラ ッ プ を 使 用 し て く だ さ い 。 お 持 ち で な い 場 合 は 、 安 全 に ア ー ス さ れ
た物体またはまたは電源装置のケースなどの、金属の物体に両手を触れ
て く だ さ い 。

3. コ ン ポ ー ネ ン ト の 端 を つ か み 、ICチ ッ プ 、 リ ー ド 線 や コ ネ ク タ 、 ま た は そ
の 他 の コ ン ポ ー ネ ン ト に 触 れ な い よ う に し て く だ さ い 。

4. コ ン ポ ー ネ ン ト を シ ス テ ム か ら 離 す と き 、 コ ン ポ ー ネ ン ト は 必 ず 、 ア ー
ス さ れ た 静 電 気 防 止 パ ッ ド や コ ン ポ ー ネ ン ト に 付 属 す る バ ッ グ の 上 に 置
い て く だ さ い 。

5. ATX の 電 源 コ ネ ク タ を マ ザ ー ボ ー ド に 取 り 付 け る 時 、 ま た は 取 り 外 す 時
は 、ATX 電 源 装 置 の 電 源 が オ フ に な っ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。

マ ザ ー ボ ー ド を シ ャ ー シ に 取 り 付 け るマ ザ ー ボ ー ド を シ ャ ー シ に 取 り 付 け るマ ザ ー ボ ー ド を シ ャ ー シ に 取 り 付 け るマ ザ ー ボ ー ド を シ ャ ー シ に 取 り 付 け るマ ザ ー ボ ー ド を シ ャ ー シ に 取 り 付 け る …
マ ザ ー ボ ー ド に マ ウ ン テ ィ ン グ ホ ー ル が 付 い て い る の に 、 台 の 穴 に 一 列 に 並

ん で い な い 場 合 や 、 ス ペ ー サ ー に 取 り 付 け る ス ロ ッ ト が な い 場 合 で も 、 心 配 す る
必 要 は あ り ま せ ん 。 ス ペ ー サ ー の 下 部 を 切 り 取 る だ け で 、 ス ペ ー サ ー を マ ウ ン
テ ィ ン グ ホ ー ル に 取 り 付 け る こ と が で き ま す （ ス ペ ー サ ー は 堅 い の で 、 手 を 傷 つ
け な い よ う に 注 意 し て く だ さ い ） 。 こ う す る こ と で 、 シ ョ ー ト を 起 こ す こ と な く
マ ザ ー ボ ー ド を 台 に 取 り 付 け る こ と が で き ま す 。 マ ザ ー ボ ー ド のPCB面 か ら ネ ジ
を外す時、回路線が穴の近くにあるため、プラスチックのばねを使用する必要が
あ る 場 合 が あ り ま す 。 ネ ジ が 固 定 穴 の 近 く に あ るPCB上の印刷回路や部品に触れ
な い よ う に 注 意 し て く だ さ い 。 ボ ー ド を 破 損 し た り 、 ボ ー ド の 誤 動 作 を 引 き 起 こ
し た り す る こ と が あ り ま す 。

N400 Pro2 / N400シ リ ー ズ マ ザ ー ボ ー ド
マ ザ ー ボ ー ド ド ラ イ バ と ユ ー テ ィ リ
テ ィ 用CD
N400 Pro2 / N400シ リ ー ズ ユ ー ザ ー ズ マ
ニ ュ ア ル
ク イ ッ クPC取 り 付 け ガ イ ド
GigaRAIDマ ニ ュ ア ル (11111)
SATA RAIDマ ニ ュ ア ル (11111)
GC-SATAカ ー ド (オ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ン)
(マ ニ ュ ア ル;SATAケーブル x 1;電源ケーブル x1)
IDEケ ー ブ ル x 3 / フ ロ ッ ピ ー ケ ー ブ ル x 1  (11111)

IDEケ ー ブ ル x 1 / フ ロ ッ ピ ー ケ ー
ブ ル x 1(2323232323)
シ リ ア ルATAケ ー ブ ル x 2  (11111)
IEEE1394ケ ー ブ ル x 1  (11111)
2ポ ー ト USBケ ー ブ ル x 1
オ ー デ ィ オ コ ン ボ キ ッ ト x 1 (11111)
(サ ラ ウ ン ド キ ッ ト + SPDIFア ウ
ト キ ッ ト)
I/Oシ ー ル ド
マ ザ ー ボ ー ド 設 定 ラ ベ ル
ATX 12Vケ ー ブ ル (*)

(*) こ の"ATX_12Vコ ネ ク タ"が 接 続 さ れ て い な い と 、 シ ス テ ム は 起 動 で き ま せ ん 。

1 GA-7N400 Pro2の み 。  2 GA-7N400の み 。 3 GA-7N400-Lの み 。
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フ ォ ー ム フ ァ ク タ y 30.5cm x 24.4cm  ATXサ イ ズ の フ ォ ー ム フ ァ ク タ 、4層PCB
マ ザ ー ボ ー ド y N400 Pro2/N400シ リ ー ズ:

GA-7N400 Pro2 / GA-7N400  / GA-7N400-L
CPU y AMD Athlon™ / Athlon™ XP / Duron™  用Socket  Aプ ロ セ ッ サ(K7)

128K L1 & 256K/64K L2キ ャ ッ シ ュ オ ン ダ イ

y 400/333/266/200 MHz FSB
y 1.4GHz以上の速度をサポート

チ ッ プ セ ッ ト y nVIDIA® nForce™ 2 Ultra 400メ モ リ/AGP/ PCIコ ン ト ロ ー ラ(PAC)
y nVIDIA® nForce™ 2 MCP統合周辺装置コントローラ(PSIPC)

メ モ リ y 4 184ピ ンDDR DIMMソ ケ ッ ト

y デ ュ ア ル チ ャ ネ ルDDR400/DDR333/DDR266 DIMMを サ ポ ー ト

y 128MB/256MB/512MB/1GB unbuffered DRAMを サ ポ ー ト

y 3GB DRAM (Max)ま で サ ポ ー ト

y 2.5V DDR DIMMの み を サ ポ ー ト

I/Oコ ン ト ロ ー ル y IT8712F
ス ロ ッ ト y 1つ のAGPが  8X/4Xモ ー ド 、533MHzで のAGP3.0 8Xイ ン

タ ー フ ェ イ ス を サ ポ ー ト

y 5つ のPCIス ロ ッ ト が 33MHz & PCI 2.2準 拠 を サ ポ ー ト

オ ン ボ ー ドIDE y 2つ のIDEコ ン ト ロ ー ラ がPIO、 Bus Master (Ultra DMA33/
ATA66/ATA100/ATA133)動作モードを搭載したIDE HDD/CD-
ROM(IDE1, IDE2)を提供

y RAID,Ultra ATA133/100, IDEと IDE3 (1) お よ びIDE4 (1) 互換

シ リ ア ルATA (1) y 150 MB/s動 作 モ ー ド の2つ の シ リ ア ルATAコ ネ ク タin  (1)

y SiI3112 (1)に よ っ て コ ン ト ロ ー ル

ハ ー ド ウ ェ ア モ ニ タ y CPU/シ ス テ ム/電源(1) フ ァ ン 回 転 の 検 出

y CPU/システム温度の検出

y CPUの警告温度

y システム電圧の検出

y CPU/シ ス テ ム/電源(1) フ ァ ン の エ ラ ー 警 告

y CPUス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル(1)

y 熱遮断機能

続 く......

第第第第第1章章章章章  は じ め には じ め には じ め には じ め には じ め に

機 能 の ま と め機 能 の ま と め機 能 の ま と め機 能 の ま と め機 能 の ま と め

1 GA-7N400 Pro2の み 。 2 GA-7N400の み 。 3 GA-7N400-Lの み 。
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オンボード周辺装置 y 1つ の フ ロ ッ ピ ー ポ ー ト が の360K、 720K、 1.2M、 1.
44M、 2.88Mバ イ トの 2 FDDを サ ポ ー ト

y 1つ の パ ラ レ ル ポ ー ト が標準/EPP/ECPモ ー ド を サ ポ ー ト

y 2つ の シ リ ア ル ポ ー ト(COM1 & COM2)
y 6つ のUSB 2.0/1.1ポ ー ト(ケ ー ブ ル に よ り4 x 背 面 、 2 x 前面)
y 3つ のIEEE1394ポ ー ト(ケ ー ブ ル に よ る) (1)

y 1つ のIrDAコ ネ ク タ(IR用)

y 1つ の 前 面 オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ

オ ン ボ ー ドLAN y 内臓のRealtek 8110S Gigabit (1)

y 内臓のRealtek 8100C  (3)

y 1つ のRJ45ポ ー ト

オ ン ボ ー ド サ ウ ン ド y Realtek ALC650 CODEC
y ラ イ ン 出 力 /  前 面 ス ピ ー カ ー x2
y ラ イ ン イ ン / 背 面 ス ピ ー カ ー (s/wス イ ッ チ)  x2
y マ イ ク イ ン / 中央&サ ブ ウ ー フ ァ(s/wス イ ッ チ)
y SPDIFイ ン / ア ウ ト

y CD イ ン / AUX イ ン / ゲ ー ム ポ ー ト

オ ン ボ ー ドIDE RAID (1) y オ ン ボ ー ドGigaRAID IT8212Fチ ッ プ セ ッ ト

y デ ー タ ス ト ラ イ ピ ン グ(RAID 0)ま た は ミ ラ リ ン グ(RAID 1)ま た は

ス ト ラ イ ピ ン グ+ミ ラ リ ン グ(RAID 0 + RAID 1)を サ ポ ー ト

y JBOD機 能 を サ ポ ー ト

y 同 時 デ ュ ア ルATA133 IDEコ ン ト ロ ー ラ 操 作 を サ ポ ー ト

y HDD用ATAPIモ ー ド を サ ポ ー ト

y IDEバ ス マ ス タ 操 作 を サ ポ ー ト

y BIOSに よ るATA133/RAIDモ ー ド ス イ ッ チ を サ ポ ー ト

y 起 動 中 に ス テ ー タ ス と エ ラ ー チ ェ ッ キ ン グ メ ッ セ ー ジ を 表 示

y ミ ラ リ ン グ が 自 動 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 再 構 築 を サ ポ ー ト

y コ ン ト ロ ー ラ オ ン ボ ー ドBIOSでLBAと拡張割り込み3ド ラ イ ブ

変換を特徴とする

続 く......

1 GA-7N400 Pro2の み 。 2 GA-7N400の み 。 3 GA-7N400-Lの み 。
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オ ン ボ ー ドSATA y オ ン ボ ー ドSilicon Image SiI3112
 RAID (1) y デ ィ ス ク ス ト ラ イ ピ ン グ(RAID0)ま た はDISKミ ラ リ ン グ

(RAID1)を サ ポ ー ト

y 150 MB/秒 ま でUDMAを サ ポ ー ト

y AIL UDMAと PIOモ ー ド

y 最大2つ のSATAデ バ イ ス

y ACPIと ATA/ATAPI6
y ホ ッ ト プ ラ グ 機 能 を サ ポ ー ト

オ ン ボ ー ドIEEE1394 (1) y 内臓TI TSB43AB23
PS/2コ ネ ク タ y PS/2キ ー ボ ー ド イ ン タ ー フ ェ イ ス とPS/2マ ウ ス イ ン タ ー フ ェ

イ ス

BIOS y ラ イ セ ン ス を 取 得 し たAWARD BIOS
y デ ュ ア ルBIOSを サ ポ ー ト (1)

y フ ェ ー ス ウ ィ ザ ー ド を サ ポ ー ト

y Qフ ラ ッ シ ュ を サ ポ ー ト

追加機能 y パ ス ワ ー ド に よ るPS/2キ ー ボ ー ド 電 源 オ ン

y PS/2マ ウ ス の 電 源 オ ン

y 外部モデムの呼び起こし

y STR(サ ス ペ ン ド ト ゥRAM)
y AC回復

y キ ー ボ ー ド の 過 電 流 保 護 用 ポ リ ヒ ュ ー ズ

y S3か らUSB KB/マ ウ ス の 呼 び 起 こ し

y 熱遮断機能をサポート

y @BIOSを サ ポ ー ト

オ ー バ ー ク ロ ッ キ ン グ y BIOSによる過電圧(CPU/DDR/AGP)
y BIOSに よ る オ ー バ ー ク ロ ッ ク(CPU/DDR/AGP/PCI)

プ ロ セ ッ サ の 仕 様 に 従 っ てCPUホ ス ト の 周 波 数 を 設 定 し て く だ さ い 。CPU

仕 様 を 超 え て シ ス テ ム バ ス の 周 波 数 を 設 定 す る こ と は お 勧 め し ま せ ん 。

これらの特定のバス周波数はCPU、 チ ッ プ セ ッ ト お よ び ほ と ん ど の 周 辺

機 器 に と っ て 標 準 仕 様 で は な い か ら で す 。 お 使 い の シ ス テ ム が こ れ ら の

特 定 の バ ス 周 波 数 で 適 切 に 動 作 で き る か ど う か は 、CPU、 チ ッ プ セ ッ

ト 、SDRAM、 カ ー ド な ど の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に よ っ て 決 ま り ま す 。

1 GA-7N400 Pro2の み 。  2 GA-7N400 3 GA-7N400-Lの み 。
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CD

_I
N

GA
-7N

40
0

KB_MS

CO
M 

A

LP
T

US
B

ATX_12V

SOCKET A

CPU_FAN

ID
E1

ID
E2

DD
R2

CO
M 

B

PWR_LED

BAT

PCI1

PCI2

PCI3

F_USB

IT
87

12
F

MAIN
BIOS

CODEC

nVIDIA®

nForce™ 2
MCP

DD
R3

PCI4

PCI5

GAME

F_
AU

DI
O

AUX_IN

IR

DD
R4

RA
M_

LE
D

AT
X

SYS_FAN

CI

DD
R1

SPDIF_IO

SUR_CEN

2X_DET

AUDIO

F_PANEL

Du
al

 C
ha

nn
el

 D
DR

INFO_LINK

AGP

nVIDIA® nForce™ 2
Ultra 400

US
B

FDD

CLK_SW

CLK_RATIO



- 10 -N400 Pro2 / N400シ リ ー ズ マ ザ ー ボ ー ド

語
本

日
語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日

CD
_I

N

GA
-7

N4
00

-L

KB_MS

CO
M 

A

LP
T

US
B

LA
N

ATX_12V

SOCKET A

CPU_FAN

ID
E1

ID
E2

DD
R2

CO
M 

B

PWR_LED

BAT

PCI1

PCI2

PCI3

F_USB

IT
87

12
F

MAIN
BIOS

CODEC

nVIDIA®

nForce™ 2
MCP

DD
R3

PCI4

PCI5

GAME

F_
AU

DI
O

AUX_IN

IR

DD
R4

RA
M_

LE
D

AT
X

SYS_FAN

CI

DD
R1

SPDIF_IO

SUR_CEN

2X_DET

AUDIO

F_PANEL

Du
al

 C
ha

nn
el

 D
DR

INFO_LINK

AGP

nVIDIA® nForce™ 2
Ultra 400

US
B

FDD

CLK_SW

RTL8100C

CLK_RATIO

GA-7N400-LLLLLマ ザ ー ボ ー ド の レ イ ア ウ トマ ザ ー ボ ー ド の レ イ ア ウ トマ ザ ー ボ ー ド の レ イ ア ウ トマ ザ ー ボ ー ド の レ イ ア ウ トマ ザ ー ボ ー ド の レ イ ア ウ ト



日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

日
本

語

- 11 - はじめに

nVIDIA®

nForce™ 2
 Ultra 400

CPUCLK+/- (100/133/166/200MHz)

システムバス

400/333/266/200MHz

12 MHz
14.318 MHz
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4X/8X
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PCICLK
(33MHz)
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ン
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力
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ン
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力

AMD-K7™

CPU

AC97
CODEC

IDE311111

SiI311211111

2シ リ ア

ル ATA11111

IDE411111

GigaRAID
IT821211111

400/333/266/200MHz

DDR RAM

nVIDIA®

nForce™ 2
MCP

RJ45

RTL8110S11111
RTL8100C33333

LPC BUS

6 USB
ポ ー ト

ATA33/66/100/133
IDEチ ャ ネ ル

IT8712

24 MHz

33 MHz

ゲームポート

フロッピー

LPTポート

PS/2 KB/マ ウ ス

2 COMポ ー ト

BIOS

3 IEEE139411111

 TI 11111

TSB43AB23

IR

ブ ロ ッ ク 図ブ ロ ッ ク 図ブ ロ ッ ク 図ブ ロ ッ ク 図ブ ロ ッ ク 図 - GA-7N400 Pro2 / GA-7N400 / GA-7N400-L

1 GA-7N400 Pro2の み 。  2 GA-7N400の み 。 3 GA-7N400-Lの み 。
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- 13 -

お 使 い の コ ン ピ ュ ー タ を セ ッ ト ア ッ プ す る に は 、 次 の 手 順 を 完 了 す

る 必 要 が あ り ま す 。

ス テ ッ プ 1- シ ス テ ム ジ ャ ン パ(CLK_SW)& (CLK_RATIO)の設定

ス テ ッ プ 2- 中央演算処理装置(CPU)の 取 り 付 け

ス テ ッ プ 3- メ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 け

ス テ ッ プ 4- 拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け

ス テ ッ プ 5- リ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イ ヤ 、 電 源 装 置 の

接続

第第第第第2章章章章章  ハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け プ ロ セ スハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け プ ロ セ スハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け プ ロ セ スハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け プ ロ セ スハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け プ ロ セ ス

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ3

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ4

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ2

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ5

お 疲 れ 様 で し た 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 取 り 付 け が 完 了 し ま し た!
電 源 装 置 を オ ン に す る か 、 電 源 ケ ー ブ ル を コ ン セ ン ト に 接 続 し て く だ

さ い 。 続 い て 、BIOS/ソ フ ト ウ ェ ア の イ ン ス ト ー ル を 行 い ま す 。

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ1

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ5
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語
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日
語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ1: シ ス テ ム ジ ャ ン パシ ス テ ム ジ ャ ン パシ ス テ ム ジ ャ ン パシ ス テ ム ジ ャ ン パシ ス テ ム ジ ャ ン パ(CLK_SW) & (CLK_RATIO)
の 設 定の 設 定の 設 定の 設 定の 設 定

ク ロ ッ ク 比 はCLK_RATIOに よ り 切 り 替 え る こ と が で き ま す 。 下 の 表 を 参 照 し て く

だ さ い 。 シ ス テ ム バ ス 周 波 数 は 、CLK_SWを 調 整 す る こ と に よ り100MHzと 自 動 で

切 り 替 え る こ と が で き ま す 。

規定値の設定:
自動(X X X X X X)

注: CPUマ ル チ プ ラ イ ヤ が18x以上のときBIOSが

自動検出できるためには、マルチプライヤスイッ

チ をCLK_RATIOで 「 自 動 」 に 調 整 し て く だ さ い 。

比 1 2 3 4 5 6
自動 X X X X X X
(規定値)
5x O O X O O O
5.5x X O X O O O
6x O X X O O O
6.5x X X X O O O
7x O O O X O O
7.5x X O O X O O
8x O X O X O O
8.5x X X O X O O
9x O O X X O O
9.5x X O X X O O
10x O X X X O O
10.5x X X X X O O
11x O O O O O O
11.5x X O O O O O
12x O X O O O O
12.5x X X O O O O
13x O O X O X O
13.5x X O X O X O
14x O X X O X O
15x O O O X X O
16x O X O X X O
16.5x X X O X X O
17x O O X X X O
18x X O X X X O

O: オ ン / X :オ フCLK_RATIO

FSB 200MHz CPUを 。 使 用 す

る と き はCLK_SWを 100MHzに
設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。

  CLK_SW
オン 自動

オフ 100MHz

 自動 : FSB 400/333/266 MHz CPUを サ ポ ー ト

100MHz : FSB 200MHz CPUを固定

CLK_SW
規定値の設定: オ フ

オフ

オン5

オン

234
CLK_RATIO

6 1
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プ ロ セ ッ サ を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く だプ ロ セ ッ サ を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く だプ ロ セ ッ サ を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く だプ ロ セ ッ サ を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く だプ ロ セ ッ サ を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く だ

さ い 。さ い 。さ い 。さ い 。さ い 。

1. CPUの タ イ プ が マ ザ ー ボ ー ド に 対 応 し て い る も の か 確 認 し て くの タ イ プ が マ ザ ー ボ ー ド に 対 応 し て い る も の か 確 認 し て くの タ イ プ が マ ザ ー ボ ー ド に 対 応 し て い る も の か 確 認 し て くの タ イ プ が マ ザ ー ボ ー ド に 対 応 し て い る も の か 確 認 し て くの タ イ プ が マ ザ ー ボ ー ド に 対 応 し て い る も の か 確 認 し て く

だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。

2. CPUソ ケ ッ ト ピ ンソ ケ ッ ト ピ ンソ ケ ッ ト ピ ンソ ケ ッ ト ピ ンソ ケ ッ ト ピ ン1ととととと CPUの 切 り 口 が う ま く 一 致 し な い と 、 取 りの 切 り 口 が う ま く 一 致 し な い と 、 取 りの 切 り 口 が う ま く 一 致 し な い と 、 取 りの 切 り 口 が う ま く 一 致 し な い と 、 取 りの 切 り 口 が う ま く 一 致 し な い と 、 取 り

付 け が う ま く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。付 け が う ま く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。付 け が う ま く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。付 け が う ま く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。付 け が う ま く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。

CPUを上から見た図 CPUを下から見た図

ソケット作動レバー

1 CPUソケットレバーを90度まで引

き上げてください。

ピ
ン

1イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

2. ソケットでピン1を確認し、CPUの

上隅にある金色の切り口を探し

てください。CPUをソケットに取り

付けてください。

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ2: 中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置(CPU)の 取 り 付 けの 取 り 付 けの 取 り 付 けの 取 り 付 けの 取 り 付 け

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ2-1: CPUの取り付けの取り付けの取り付けの取り付けの取り付け
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本
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語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ2-2: CPU冷 却 フ ァ ン の 取 り 付 け冷 却 フ ァ ン の 取 り 付 け冷 却 フ ァ ン の 取 り 付 け冷 却 フ ァ ン の 取 り 付 け冷 却 フ ァ ン の 取 り 付 け

CPU冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん と 守 っ て く

だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。だ さ い 。

1. AMDが 承 認 し た 冷 却 フ ァ ン を ご 使 用 く だ さ い 。が 承 認 し た 冷 却 フ ァ ン を ご 使 用 く だ さ い 。が 承 認 し た 冷 却 フ ァ ン を ご 使 用 く だ さ い 。が 承 認 し た 冷 却 フ ァ ン を ご 使 用 く だ さ い 。が 承 認 し た 冷 却 フ ァ ン を ご 使 用 く だ さ い 。

2. CPUと 冷 却 フ ァ ン の 間 の 熱 伝 導 効 率 を 上 げ る た め に 、 感 熱 テ ー プ を 貼 ると 冷 却 フ ァ ン の 間 の 熱 伝 導 効 率 を 上 げ る た め に 、 感 熱 テ ー プ を 貼 ると 冷 却 フ ァ ン の 間 の 熱 伝 導 効 率 を 上 げ る た め に 、 感 熱 テ ー プ を 貼 ると 冷 却 フ ァ ン の 間 の 熱 伝 導 効 率 を 上 げ る た め に 、 感 熱 テ ー プ を 貼 ると 冷 却 フ ァ ン の 間 の 熱 伝 導 効 率 を 上 げ る た め に 、 感 熱 テ ー プ を 貼 る

こ と を お 勧 め し ま す 。こ と を お 勧 め し ま す 。こ と を お 勧 め し ま す 。こ と を お 勧 め し ま す 。こ と を お 勧 め し ま す 。

3. CPUフ ァ ン の 電 源 ケ ー ブ ル がフ ァ ン の 電 源 ケ ー ブ ル がフ ァ ン の 電 源 ケ ー ブ ル がフ ァ ン の 電 源 ケ ー ブ ル がフ ァ ン の 電 源 ケ ー ブ ル がCPUフ ァ ン コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ て い る こ とフ ァ ン コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ て い る こ とフ ァ ン コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ て い る こ とフ ァ ン コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ て い る こ とフ ァ ン コ ネ ク タ に 差 し 込 ま れ て い る こ と

を 確 認 し て く だ さ い 。 こ れ で 取 り 付 け が 完 了 し ま し た 。を 確 認 し て く だ さ い 。 こ れ で 取 り 付 け が 完 了 し ま し た 。を 確 認 し て く だ さ い 。 こ れ で 取 り 付 け が 完 了 し ま し た 。を 確 認 し て く だ さ い 。 こ れ で 取 り 付 け が 完 了 し ま し た 。を 確 認 し て く だ さ い 。 こ れ で 取 り 付 け が 完 了 し ま し た 。

詳 し い 取 り 付 け 手 順 に 関 し て は 、詳 し い 取 り 付 け 手 順 に 関 し て は 、詳 し い 取 り 付 け 手 順 に 関 し て は 、詳 し い 取 り 付 け 手 順 に 関 し て は 、詳 し い 取 り 付 け 手 順 に 関 し て は 、CPU冷 却 フ ァ ン の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア冷 却 フ ァ ン の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア冷 却 フ ァ ン の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア冷 却 フ ァ ン の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア冷 却 フ ァ ン の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア

ル を 参 照 し て く だ さ い 。ル を 参 照 し て く だ さ い 。ル を 参 照 し て く だ さ い 。ル を 参 照 し て く だ さ い 。ル を 参 照 し て く だ さ い 。

3. マ ザ ー ボ ー ド のCPUソ ケ ッ

ト に 冷 却 フ ァ ン の サ ポ ー ト

台 を 固 定 し ま す 。

2. AMDが 承 認 し た フ ァ ン を ご 使

用 く だ さ い 。

4. CPUフ ァ ン をCPUフ ァ ン コ ネ

ク タ に 接 続 し て い る こ と を

確 認 し た ら 、 取 り 付 け は 完

了 で す 。

1. CPUソ ケ ッ ト レ バ ー を 押 し

下 げCPUの 取 り 付 け を 完 了

し ま す 。
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メ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち んメ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち んメ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち んメ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち んメ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 前 に 、 次 の 警 告 を き ち ん

と 守 っ て く だ さ い 。と 守 っ て く だ さ い 。と 守 っ て く だ さ い 。と 守 っ て く だ さ い 。と 守 っ て く だ さ い 。

1. DIMM LEDが オ ン に な っ て い る と き に 、 ソ ケ ッ ト か らが オ ン に な っ て い る と き に 、 ソ ケ ッ ト か らが オ ン に な っ て い る と き に 、 ソ ケ ッ ト か らが オ ン に な っ て い る と き に 、 ソ ケ ッ ト か らが オ ン に な っ て い る と き に 、 ソ ケ ッ ト か らDIMM
の 取 り 付 け や 取 り 外 し は 行 わ な い で く だ さ い 。の 取 り 付 け や 取 り 外 し は 行 わ な い で く だ さ い 。の 取 り 付 け や 取 り 外 し は 行 わ な い で く だ さ い 。の 取 り 付 け や 取 り 外 し は 行 わ な い で く だ さ い 。の 取 り 付 け や 取 り 外 し は 行 わ な い で く だ さ い 。

2. 溝 は溝 は溝 は溝 は溝 は11111 つ し か な い た め 、つ し か な い た め 、つ し か な い た め 、つ し か な い た め 、つ し か な い た め 、D I M M モ ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し かモ ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し かモ ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し かモ ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し かモ ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し か

フ ィ ッ ト し ま せ ん 。 方 向 を 間 違 え る と 、 取 り 付 け は う まフ ィ ッ ト し ま せ ん 。 方 向 を 間 違 え る と 、 取 り 付 け は う まフ ィ ッ ト し ま せ ん 。 方 向 を 間 違 え る と 、 取 り 付 け は う まフ ィ ッ ト し ま せ ん 。 方 向 を 間 違 え る と 、 取 り 付 け は う まフ ィ ッ ト し ま せ ん 。 方 向 を 間 違 え る と 、 取 り 付 け は う ま

く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。く い き ま せ ん 。 挿 入 す る 方 向 を 変 え て く だ さ い 。

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ3: メ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 けメ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 けメ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 けメ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 けメ モ リ モ ジ ュ ー ル の 取 り 付 け

マ ザ ー ボ ー ド に は4つ の デ ュ ア ル イ ン ラ イ ン メ モ リ モ ジ ュ ー ル(DIMM)ソ ケ ッ ト が

搭 載 さ れ て い ま す 。BIOSは メ モ リ の 種 類 と サ イ ズ を 自 動 的 に 検 出 し ま す 。 メ モ リ

モ ジ ュ ー ル を 取 り 付 け る 際 は 、 メ モ リ をDIMMス ロ ッ ト に 垂 直 に 差 し 込 ん で く だ

さ い 。DIMMモ ジ ュ ー ル に は 溝 が あ る た め 、 一 方 向 に し か フ ィ ッ ト し ま せ ん 。 メ

モ リ サ イ ズ は ソ ケ ッ ト ご と に 異 な り ま す 。

DDR

溝

  バ ッ フ ァ な しDDR DIMMサ イ ズ の 種 類 を サ ポ ー ト:
  64 Mビ ッ ト(2Mx8x4バ ン ク)       64 Mビ ッ ト(1Mx16x4バ ン ク)       128 Mビ ッ ト(4Mx8x4バ ン ク)
  128 Mビ ッ ト(2Mx16x4バ ン ク)     256 Mビ ッ ト(8Mx8x4バ ン ク)           256 Mビ ッ ト(4Mx16x4バ ン ク)
  512 Mビ ッ ト(16Mx8x4バ ン ク)     512 Mビ ッ ト(8Mx16x4バ ン ク)
  合 計 シ ス テ ム メ モ リ(最大3GB)
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D D R に つ い てに つ い てに つ い てに つ い てに つ い て

既存のSDRAM工 業 イ ン フ ラ を も と に 開 発 さ れ たDDR (Double Data Rate： ダ ブ ル デ ー タ レ ー

ト )メ モ リ は 、 メ モ リ 販 売 店 、OEM、 シ ス テ ム イ ン テ グ レ ー タ な ど の 間 で は ハ イ パ フ ォ ー マ ン

ス で 低 コ ス ト な ソ リ ュ ー シ ョ ン と い え ま す 。

DDRメ モ リ は 、 既 存 のSDRAMイ ン フ ラ に 構 築 す る こ と が で き 、 さ ら に メ モ リ の 帯 域 幅 を

倍 増 す る こ と に よ り シ ス テ ム パ フ ォ ー マ ン ス の ネ ッ ク を 解 消 す る こ と が で き る と い う 、PC業

界の中では賢明な革新ソリューションです。DDR SDRAMは、その性能、価格、全体的なマー

ケ ッ ト サ ポ ー ト な ど 、 優 れ た ソ リ ュ ー シ ョ ン と 既 存 のSDRAMデザインからの統合性を提供し

て い ま す 。PC2100 DDRメ モ リ(DDR266)は ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り お よ び 立 ち 下 が り エ ッ ジ の 両

方 を 通 し て 書 き 込 み と 読 み 取 り を 行 う こ と で デ ー タ レ ー ト を 倍 増 し 、 同 じDRAMク ロ ッ ク 周

波数使用時にPC133の 2倍の帯域幅を実現することができます。最大帯域幅2.664GB/秒 のDDR
メ モ リ は 、 シ ス テ ムOEMの ハ イ パ フ ォ ー マ ン ス お よ び 低 遅 延DRAMサ ブ シ ス テ ム を 有 効 に し 、

サ ー バ ー 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 ハ イ エ ン ドPC、 高 価 値 デ ス ク ト ッ プSMAシ ス テ ム な ど に 適

用 す る こ と が で き ま す 。

1. DIMMソ ケ ッ ト に は 溝 が あ る た め 、DIMMメ モ リ モ

ジ ュ ー ル は 一 方 向 に し か フ ィ ッ ト し ま せ ん 。

2. DIMMメモリモジュールをDIMMスロットに垂直に差し込み

ます。その後、押し下げてください。

3. DIMMソ ケ ッ ト 両 端 の プ ラ ス チ ッ ク ク リ ッ プ を 閉 じ

て DIMMモ ジ ュ ー ル を 固 定 し ま す 。

DIMMモジュールを取り外す時は、取り付け手順を

逆 に 行 っ て く だ さ い 。
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1メモリモジュール

2メモリモジュール

DIMM 1 DIMM 2 DIMM 3 DIMM 4

DS/SS X X X

X DS/SS X X

X X DS/SS X

X X X DS

DS/SS DS/SS X X

X X SS SS

 図2 :  非 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ( D S :  両 面 、S S :  片面)

2メモリモジュール

3メモリモジュール

4メモリモジュール

DIMM 1 DIMM 2 DIMM 3 DIMM 4
DS/SS X DS/SS X
X DS/SS DS/SS X
DS/SS X X DS
X DS/SS X DS
DS/SS DS/SS DS/SS X
DS/SS DS/SS X DS
X DS/SS SS SS
DS/SS X SS SS
DS/SS DS/SS SS SS

 図1 :  デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ( D S :  両 面 、S S :  片面)

次 の 表 に は 、 取 り 付 け ら れ た 全 て の メ モ リ の 組 み 合 わ せ タ イ プ が 含 ま れ て い ま す 。

(表 に な い 組 み 合 わ せ タ イ プ で は 起 動 で き な い こ と に ご 注 意 く だ さ い)。

次 は 、 そ の 説 明 で す 。

デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ を 操 作 す る と き 、Intelチ ッ プ セ ッ ト 仕 様 の 制 限 に よ

り 、 次 の 説 明 に 注 意 し て く だ さ い 。

1. DDRメ モ リ モ ジ ュ ー ル は 、1つ だ け 取 り 付 け ら れ ま す 。DDRメ モ リ モ ジ ュ ー ル を

1つ だ け 取 り 付 け た と き 、 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ は 動 作 で き ま せ ん 。

2. DDRメ モ リ モ ジ ュ ー ル は 、2つ 取 り 付 け ら れ ま す 。 チ ャ ネ ルAと チ ャ ネ ルBに 2つ

の デ ュ ア ル チ ャ ネ ル を 個 別 に 差 し 込 む と き 、 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ は 作

動 し ま す 。 同 じ チ ャ ネ ル に2つ の メ モ リ モ ジ ュ ー ル を 差 し 込 む と 、 デ ュ ア ル

チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ は 作 動 し ま せ ん 。

3. DDRメ モ リ モ ジ ュ ー ル は 、3つ ま た は4つ 取 り 付 け ら れ ま す 。 次 の 図 に 従 っ て

デ ュ ア ル テ ク ノ ロ ジ を 実 現 し て く だ さ い 。

デ ュ ア ル チ ャ ネ ルデ ュ ア ル チ ャ ネ ルデ ュ ア ル チ ャ ネ ルデ ュ ア ル チ ャ ネ ルデ ュ ア ル チ ャ ネ ルD D R :
GA-7N400 Pro2 / GA-7N400 / GA-7N400-Lは デ ュ ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ を サ ポ ー ト し ま す 。 デ ュ

ア ル チ ャ ネ ル テ ク ノ ロ ジ が ア ク テ ィ ブ に な る と 、 メ モ リ バ ス の 帯 域 幅 は6.4GB/秒 と い う 最 高

の速度で、オリジナルの帯域幅を倍増します(DDR400)。
GA-7N400 Pro2 / GA-7N400 / GA-7N400-Lに は4つ のDIMMス ロ ッ ト が 搭 載 さ れ 、 各 チ ャ ネ ル は 次

の よ う に2つ のDIMMを 持 っ て い ま す 。

チ ャ ネ ルA : DIMM 1, 2
チ ャ ネ ルB : DIMM 3, 4

DIMM3と DIMM4に 同 時 に メ モ リ を 差 し 込 む 場 合 、 メ モ リ は デ バ イ ス 、 タ イ プ 、 サ イ

ズ 、 片 面 に お い て 全 く 同 じ で な け れ ば な ら な い こ と に ご 注 意 く だ さ い 。 こ れ は 、 シ

ステムが正常に起動するためにきわめて重要です。
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AGP 2X (3.3V)カ ー ド を 取 り 付 け る と き 、2X_DETが 点 灯 し 、 サ ポ ー ト さ れ て い な い

グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド が 挿 入 さ れ た こ と を 示 し ま す 。AGP 2X (3.3V)が チ ッ プ セ ッ ト

に よ っ て サ ポ ー ト さ れ て い な い た め 、 シ ス テ ム が 正 常 に 起 動 し な い こ と も あ り ま

す 。

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ4: 拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け拡 張 カ ー ド の 取 り 付 け

1. 拡 張 カ ー ド を コ ン ピ ュ ー タ に 取 り 付 け る 前 に 、 関 連 す る 拡 張 カ ー ド の 指 示 マ
ニ ュ ア ル を お 読 み く だ さ い 。

2. コ ン ピ ュ ー タ か ら コ ン ピ ュ ー タ の シ ャ ー シ カ バ ー 、 ネ ジ 、 ス ロ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト
を 取 り 外 し て く だ さ い 。

3. 拡 張 カ ー ド を マ ザ ー ボ ー ド の 拡 張 ス ロ ッ ト に し っ か り 押 し 込 ん で く だ さ い 。
4. カ ー ド の 金 属 接 合 部 が ス ロ ッ ト に し っ か り 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 確 認 し て

く だ さ い 。
5. ネ ジ を 交 換 し て 拡 張 カ ー ド の ス ロ ッ ト ブ ラ ケ ッ ト を し っ か り 締 め て く だ さ い 。
6. コ ン ピ ュ ー タ の シ ャ ー シ カ バ ー を 元 に 戻 し ま す 。
7. コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 入 れ ま す 。 必 要 に 応 じ て 、BIOSか ら 拡 張 カ ー ド のBIOS

ユ ー テ ィ リ テ ィ を 設 定 し ま す 。
8. オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム か ら 関 連 ド ラ イ バ を イ ン ス ト ー ル し ま す 。

AGPカ ー ド を 取 り 付 け た り 取 り 外 す 時 は 、AGPス ロ ッ ト の 端 に あ る 小 さ な 白 い バ ー

を 注 意 し て 引 き 抜 い て く だ さ い 。AGPカ ー ド を オ ン ボ ー ド のAGPス ロ ッ ト に 一 直 線

に な る よ う に 合 わ せ 、 ス ロ ッ ト に し っ か り と 押 し 込 み ま す 。AGPカ ー ド が 小 さ な 白

い バ ー に よ っ て ロ ッ ク さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。



ハードウェアの取り付けプロセス

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

日
本

語

- 21 -

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ5:  リ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イリ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イリ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イリ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イリ ボ ン ケ ー ブ ル 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ワ イ

ヤ 、 電 源 装 置 の 接 続ヤ 、 電 源 装 置 の 接 続ヤ 、 電 源 装 置 の 接 続ヤ 、 電 源 装 置 の 接 続ヤ 、 電 源 装 置 の 接 続

ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ5-1: I/O背面パネルの概要背面パネルの概要背面パネルの概要背面パネルの概要背面パネルの概要

X

Y

Z [
\

X

Y

Z

[

\

1 GA-7N400 Pro2の み  3 GA-7N400-Lの み

GA-7N400 Pro2 / GA-7N400-L

GA-7N400

XXXXX  PS/2キ ー ボ ー ド とキ ー ボ ー ド とキ ー ボ ー ド とキ ー ボ ー ド とキ ー ボ ー ド とPS/2マ ウ ス コ ネ ク タマ ウ ス コ ネ ク タマ ウ ス コ ネ ク タマ ウ ス コ ネ ク タマ ウ ス コ ネ ク タ

こ の コ ネ ク タ は 標 準 のPS/2キ ー ボ ー ド
と PS/2マ ウ ス を サ ポ ー ト し ま す 。

PS/2マ ウ ス コ ネ ク タ

(6ピ ン メ ス)

PS/2キ ー ボ ー ド コ ネ ク

タ (6ピ ン メ ス)

Y /[  USB/LANコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タ お 使 い の デ バ イ ス をUSBコ ネ ク タ に 接
続 す る 前 に 、USBキ ー ボ ー ド 、 マ ウ
ス 、 ス キ ャ ナ 、zip、 ス ピ ー カ ー な ど の
デ バ イ ス が 標 準 のUSBイ ン タ ー フ ェ イ
ス を 搭 載 し て い る こ と を 確 認 し て く だ
さ い 。 ま た 、 お 使 い のOSが USBコ ン ト
ロ ー ラ を サ ポ ー ト し て い る こ と も 確 認
し て く だ さ い 。OSが USBコ ン ト ロ ー ラ
を サ ポ ー ト し て い な い 場 合 、OSベ ン
ダ ー に 連 絡 し て パ ッ チ や ド ラ イ バ の
ア ッ プ グ レ ー ド を 入 手 し て く だ さ い 。
詳 細 に つ い て は 、OSま た は デ バ イ ス
ベ ン ダ ー に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

USB 0
USB 1

USB 2
USB 3

LAN
(1313131313  )
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ライン入力(背面スピーカー)

MIC入力(中央&サ ブ ウ ー フ ァ)

ライン出力(前面スピーカー)

\ オ ー デ ィ オ コ ネ ク タオ ー デ ィ オ コ ネ ク タオ ー デ ィ オ コ ネ ク タオ ー デ ィ オ コ ネ ク タオ ー デ ィ オ コ ネ ク タ オ ン ボ ー ド オ ー デ ィ オ イ ド ラ イ バ を イ
ン ス ト ー し た 後 に 、 ス ピ ー カ ー を ラ イ
ン 出 力 ジ ャ ッ ク に 、 マ イ ク をMIC入力
ジ ャ ッ ク に 接 続 す る 必 要 が あ り ま す 。
CD-ROMや ウ ォ ー ク マ ン な ど の デ バ イ
ス は 、 ラ イ ン 入 力 ジ ャ ッ ク に 接 続 す る
こ と が で き ま す 。
注意注意注意注意注意 :
S/W選択で2/4/6チ ャ ン ネ ル オ ー デ ィ
オ 機 能 を 使 用 す る こ と が で き ま す 。
6チ ャ ン ネ ル 機 能 を 使 用 し た い 場 合
は 、2種 類 の ハ ー ド ウ ェ ア 接 続 か ら 選
択 し ま す 。

方法方法方法方法方法1 :
"前 面 ス ピ ー カ ー"を "ラ イ ン 出 力"に接続
"背 面 ス ピ ー カ ー"を "ラ イ ン 入 力"に接続
"中央及&サ ブ ウ ー フ ァ ー"を "MIC出力"
に 接 続 。.
方法方法方法方法方法2 :
32ペ ー ジ を 参 照 し て く だ さ い 。 オ プ
シ ョ ン のSUR_CENケ ー ブ ル は お 近 く の
専 門 店 で お 求 め く だ さ い 。

2/4/6チャンネルオーディオイの設定方法については、チャンネルオーディオイの設定方法については、チャンネルオーディオイの設定方法については、チャンネルオーディオイの設定方法については、チャンネルオーディオイの設定方法については、79ページをご覧くだページをご覧くだページをご覧くだページをご覧くだページをご覧くだ

さい。さい。さい。さい。さい。

マ ザ ー ボ ー ド に 従 っ て 、 デ バ イ ス に 対

す る 次 の 説 明 を ご 覧 く だ さ い 。 プ リ ン

タ の よ う な デ バ イ ス は パ ラ レ ル ポ ー ト

に 、 マ ウ ス や モ デ ム な ど の よ う な デ バ

イ ス は シ リ ア ル ポ ー ト に 接 続 で き ま

Z  パ ラ レ ル ポ ー ト 、 シ リ ア ル ポ ー トパ ラ レ ル ポ ー ト 、 シ リ ア ル ポ ー トパ ラ レ ル ポ ー ト 、 シ リ ア ル ポ ー トパ ラ レ ル ポ ー ト 、 シ リ ア ル ポ ー トパ ラ レ ル ポ ー ト 、 シ リ ア ル ポ ー トCOM1 /  COM2

COM1 COM2
シ リ ア ル ポ ー ト(9ピ ン オ ス)
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ス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プス テ ッ プ5-2: コ ネ ク タ の 概 要コ ネ ク タ の 概 要コ ネ ク タ の 概 要コ ネ ク タ の 概 要コ ネ ク タ の 概 要

1) ATX_12V
2) ATX
3) CPU_FAN
4) SYS_FAN
5) PWR_FAN(11111 )

6) NB_FAN(11111 )

7) FDD
8) IDE1 / IDE2
9) IDE3 (11111 ) / IDE4 (11111 )

10) SATA0 (11111 ) / SATA1 (11111 )

11) F_PANEL
12) BAT
13) PWR_LED

14) RAM_LED
15) 2X_DET
16) F_AUDIO
17) SUR_CEN
18) SPDIF_IO
19) CD_IN
20) AUX_IN
21) F_USB
22) F1_1394 (11111) / F2_1394 (11111)

23) IR
24) GAME
25) INFO_LINK
26) CI

25

18

16
15

24

3

8

9 (1 )

2

5(1 )

7

11

1

19
17

23 22(1 ) 13

12
10 (1 )

28

14

4

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み

6(1 )

20

2126
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1) ATX_12V (+12V電 源 コ ネ ク タ電 源 コ ネ ク タ電 源 コ ネ ク タ電 源 コ ネ ク タ電 源 コ ネ ク タ)
こ の コ ネ ク タ(ATX_12V)は CPU動作電圧(Vcore)を サ ポ ー ト し ま す 。

こ の"ATX_12Vコ ネ ク タ"が 接 続 さ れ て い な い と 、 シ ス テ ム は 起 動 で き ま せ ん 。

ピン番号 定義

 1 GND
 2 GND
 3 +12V
 4 +12V

2) A TX (ATX Power)
ATX電 源 ケ ー ブ ル と そ の 他 の 関 連 デ バ イ ス を メ イ ン ボ ー ド に し っ か り 接 続 し た 後 、AC電

源コードは電源装置にのみ接続する必要があります。

ピン番号 定義

1 3.3V
2 3.3V
3 GND
4 VCC
5 GND
6 VCC
7 GND
8 電源良好

9 5V SB (ス タ ン バ イ+5V)

10 +12V
11 3.3V
12 -12V
13 GND
14 PS_ON(ソ フ ト オ ン/オ フ)
15 GND
16 GND
17 GND
18 -5V
19 VCC
20 VCC

20

111

10

4

3

2

1
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3) CPU_FAN (CPUフ ァ ン コ ネ ク タフ ァ ン コ ネ ク タフ ァ ン コ ネ ク タフ ァ ン コ ネ ク タフ ァ ン コ ネ ク タ)
CPUが コ ン ト ロ ー ル 不 能 に 陥 っ た り 過 熱 に よ り 損 傷 し な い よ う 、CPUク ー ラ ー の 正 し い

取り付けは不可欠です。CPUフ ァ ン コ ネ ク タ は 最 大600 mAま で サ ポ ー ト し ま す 。

ピン番号 定義

 1 GND
 2 +12V
 3 Sense

4) SYS_FAN (シ ス テ ム フ ァ ン コ ネ ク タシ ス テ ム フ ァ ン コ ネ ク タシ ス テ ム フ ァ ン コ ネ ク タシ ス テ ム フ ァ ン コ ネ ク タシ ス テ ム フ ァ ン コ ネ ク タ)
こ の コ ネ ク タ に シ ス テ ム ケ ー ス の 冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け 、 シ ス テ ム の 温 度 を 下 げ る こ と

が で き ま す 。

ピン番号 定義

 1 GND
 2 +12V
 3 Sense1

1
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1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み

5) PWR_FAN (電 源 フ ァ ン コ ネ ク タ電 源 フ ァ ン コ ネ ク タ電 源 フ ァ ン コ ネ ク タ電 源 フ ァ ン コ ネ ク タ電 源 フ ァ ン コ ネ ク タ) (1 )

こ の コ ネ ク タ に シ ス テ ム ケ ー ス の 冷 却 フ ァ ン を 取 り 付 け 、 シ ス テ ム の 温 度 を 下 げ る こ と

が で き ま す 。

ピン番号 定義

 1 GND
 2 +12V
 3 Sense

6) NB_FAN (チ ッ プ フ ァ ン コ ネ ク タチ ッ プ フ ァ ン コ ネ ク タチ ッ プ フ ァ ン コ ネ ク タチ ッ プ フ ァ ン コ ネ ク タチ ッ プ フ ァ ン コ ネ ク タ) (1 )

間 違 っ た 方 向 に 取 り 付 け る と 、 チ ッ プ フ ァ ン は 作 動 し ま せ ん 。 チ ッ プ フ ァ ン が 損 傷 す る

こ と も 時 に は あ り ま す(普通、黒いケーブルはアース用です)。

1

1

 ピ ン 番 号   定義

  1 V C C
  2 GND
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7) F D D  (フ ロ ッ ピ ー コ ネ ク タフ ロ ッ ピ ー コ ネ ク タフ ロ ッ ピ ー コ ネ ク タフ ロ ッ ピ ー コ ネ ク タフ ロ ッ ピ ー コ ネ ク タ)
フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ の リ ボ ン ケ ー ブ ル をFDDに 接 続 し て く だ さ い 。360K、 1.2M、

720K、 1.44M、 2.88Mバ イ ト の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク タ イ プ に 対 応 し て い ま す 。 リ ボ ン

ケ ー ブ ル の 赤 い ス ト ラ イ プ は ピ ン1と 同 じ 側 に 合 わ せ て く だ さ い 。

8) IDE1 / IDE2 (IDE1 / IDE2コ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タ)
重要な通告:
第1ハ ー ド デ ィ ス ク をIDE1に 接 続 し 、CD-ROMを IDE2に 接 続 し て く だ さ い 。

リ ボ ン ケ ー ブ ル の 赤 い ス ト ラ イ プ は ピ ン1と 同 じ 側 に 合 わ せ て く だ さ い 。

1

33

2

34

3940

IDE1

12

IDE2
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Silicon Image Sil3112チ ッ プ は 、 シ リ ア ルATA
コ ネ ク タ の ホ ッ ト プ ラ グ 機 能 を サ ポ ー ト

し て い ま す 。

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み

9) IDE3 / IDE4 (RAID/ATA133、 緑 色 の コ ネ ク タ、 緑 色 の コ ネ ク タ、 緑 色 の コ ネ ク タ、 緑 色 の コ ネ ク タ、 緑 色 の コ ネ ク タ)(1 )

重要な通告: リ ボ ン ケ ー ブ ル の 赤 い ス ト ラ イ プ は ピ ン1と 同 じ 側 に 合 わ せ て く だ さ い 。

IDE3と IDE4を使用したい場合は、BIOS (RAIDか ATA133)と 共 同 で 使 用 し て く だ さ い 。 そ れ

か ら 、 正 し い ド ラ イ バ を イ ン ス ト ー ル し て 適 切 な 操 作 を 行 い ま す 。 詳 細 はGigaRAIDマ

ニ ュ ア ル を 参 照 し て く だ さ い 。

10) SATA0 / SATA1 (シ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルATAコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タ)(1 )

シ リ ア ルATAデバイスをこのコネクタに接続すると、高速の伝送速度(150MB/秒)が 得 ら れ

ま す 。RAID機能を使用したい場合は、BIOSと 共 同 で 使 用 し 、 正 し い ド ラ イ バ を イ ン ス

ト ー ル し て 適 切 な 操 作 を 行 っ て く だ さ い 。 詳 細 は 、SATA RAIDマ ニ ュ ア ル を 参 照 し て く

だ さ い 。

139

240

ピン番号 定義

 1 GND
 2 TXP
 3 TXN
 4 GND
 5 RXN
 6 RXP
 7 GND

IDE4

IDE3

SATA0

7

SATA1

7

1 1
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11) F_PANEL (2 x 10ピ ン コ ネ ク タピ ン コ ネ ク タピ ン コ ネ ク タピ ン コ ネ ク タピ ン コ ネ ク タ)
上のピン割り当てに従って、シャーシ前面パネルの電源LED、 PCス ピ ー カ ー 、 リ セ ッ ト

ス イ ッ チ 、 電 源 ス イ ッ チ な ど をF_PANELコ ネ ク タ に 接 続 し て く だ さ い 。

HD (IDEハ ー ド デ ィ ス ク ア ク テ ィ ブLED) ピ ン1: LED陽極(+)
(青) ピ ン2: LED陰極(-)
SPK (ス ピ ー カ ー コ ネ ク タ) ピ ン1: VCC(+)
(オ レ ン ジ) ピ ン2- ピ ン3: NC

ピ ン4:デ ー タ(-)
RES (リ セ ッ ト ス イ ッ チ) 開 く: 標準操作

(緑) 閉じる: ハードウェアシステムのリセット

PW (ソ フ ト 電 源 コ ネ ク タ) 開 く: 標準操作

(赤) 閉 じ る: 電 源 オ ン/オ フ

MSG (メ ッ セ ー ジLED/ 電源/ ス リ ー プLED) ピ ン1: LED陽極(+)
(黄色) ピ ン2: LED陰極(-)
NC (紫) NC

1
2

19
20

HD
-

HD
+ RE

S+
RE

S- NC
IDEハ ー ド デ ィ ス クア ク テ ィ ブLED

リ セ ッ ト ス イ ッ チ

SP
EA

K-

MS
G-

MS
G+

PW
-

PW
+

メ ッ セ ー ジ
L E D / 電源 / ス
リ ー プLED

っスピーカーコネクタ

SP
EA

K+

1 1

1 1 1

ソフト電源
コネクタ
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本
日
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日

12) BATTERY

注 意注 意注 意注 意注 意
バ ッ テ リ を 正 し く 入 れ な い と 爆 発 す る 危 険

が あ り ま す 。

メーカー保証の同じ型、もしくは同等の型

の み と 交 換 す る こ と が で き ま す 。

使 用 済 み バ ッ テ リ を 処 分 す る と き に は メ ー

カ ー の 指 示 に 従 っ て く だ さ い 。

+

CMOSを消去したい場合...
1. コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 切 り 、 電 源 コ ー ド を 外

し て く だ さ い 。

2. バ ッ テ リ を 取 り 外 し 、30秒間お待ちください。

3. バ ッ テ リ を 再 び 取 り 付 け ま す 。

4. 電源コードを接続し、コンピュータの電源を

入 れ ま す 。

13) PWR_LED
PWR_LEDは シ ス テ ム の 電 源 イ ン ジ ケ ー タ に 接 続 さ れ て 、 シ ス テ ム の オ ン/オフ状態を示

し ま す 。

シ ス テ ム が サ ス ペ ン ド モ ー ド に 入 る と 点 滅 し ま す 。 デ ュ ア ル カ ラ ーLEDをご使用になる

と き 、 電 源LEDは 他 の 色 に 変 わ り ま す 。

ピン番号 定義

1 MPD+
2 MPD-
3 MPD-

1
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+_

14) RAM_LED
RAM_LEDが オ ン の と き に に 、 メ モ リ モ ジ ュ ー ル を 取 り 外 さ な い で く だ さ い 。 ス タ ン バ イ

電 圧 に よ る シ ョ ー ト や そ の 他 の 予 想 外 の 損 傷 を 与 え る 可 能 性 が あ り ま す 。 メ モ リ モ

ジ ュ ー ル の 取 り 外 し は 、AC電 源 コ ー ド を 抜 い て い る と き の み 行 っ て く だ さ い 。

+_

15) 2X_DET
AGP 2X (3.3V)カ ー ド が 取 り 付 け ら れ て い る と き4X_AGPが 点 灯 し 、 サ ポ ー ト さ れ て い な い

グ ラ フ ィ ック ス カ ー ド が 差 し 込 ま れ て い る こ と を 指 示 し ま す 。 ま た 、AGP 2X (3.3V)が

チ ッ プ セ ッ ト に 対 応 し て い な い た め 、 シ ス テ ム が 正 常 に 起 動 で き な い こ と を ユ ー ザ ー に

通 知 し ま す 。
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ピン番号 定義

1 MIC
2 GND
3 REF
4 電源

5 前面オーディオ(R)
6 背面オーディオ(R)
7 保留

8 ピンなし

9 前面オーディオ(L)
10 背面オーディオ(L)

1

10 9

2

16) F_AUDIO  (フ ロ ン ト オ ー デ ィ オ コ ネ ク タフ ロ ン ト オ ー デ ィ オ コ ネ ク タフ ロ ン ト オ ー デ ィ オ コ ネ ク タフ ロ ン ト オ ー デ ィ オ コ ネ ク タフ ロ ン ト オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ)
前 面 オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ を 使 用 す る 場 合 は 、5-6、 9-10ジ ャ ン パ を 取 り 外 し て く だ さ い 。

前 面 オ ー デ ィ オ ヘ ッ ダ を 使 用 す る に は 、 シ ャ ー シ に 前 面 オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ が 搭 載 さ れ
て い る 必 要 が あ り ま す 。 ケ ー ブ ル の ピ ン 割 り 当 て がMBヘ ッ ダ の ピ ン 割 り 当 て と 同 様 で あ
る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。 お 買 い 上 げ の シ ャ ー シ が 前 面 オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ に 対 応 し
て い る か ど う か を 確 認 す る に は 、 販 売 店 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 前 面 オ ー デ ィ オ コ ネ
ク タ 、 ま た は 背 面 オ ー デ ィ オ コ ネ ク タ を 使 っ て サ ウ ン ド を 再 生 す る こ と も で き ま す 。

17) SUR_CEN (サ ラ ウ ン ド 中 央 コ ネ ク タサ ラ ウ ン ド 中 央 コ ネ ク タサ ラ ウ ン ド 中 央 コ ネ ク タサ ラ ウ ン ド 中 央 コ ネ ク タサ ラ ウ ン ド 中 央 コ ネ ク タ)
オ プ シ ョ ン のSUR_CENケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く の 販 売 店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ピン番号 定義

1 SUR OUTL
2 SUR OUTR
3 GND
4 ピンなし

5 CENTER_OUT
6 BASS_OUT

1

6

5

2
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18)SPDIF_IO (SPDIF 入力入力入力入力入力/  出 力 コ ネ ク タ出 力 コ ネ ク タ出 力 コ ネ ク タ出 力 コ ネ ク タ出 力 コ ネ ク タ)
SPDIF出 力 は 外 部 ス ピ ー カ ー に デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ を 提 供 し 、 外 部Dolbyデ ジ タ ル デ
コ ー ダ に 圧 縮AC3デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き ま す 。 こ の 機 能 は 、 ス テ レ オ に デ ジ タ
ル入力機能がある場合のみ有効です。SPDIF_IOコ ネ ク タ の 極 性 に 注 意 し て く だ さ い 。
SPDIF_IOケ ー ブ ル を 接 続 し て い る 間 ピ ン 割 り 当 て を 慎 重 に チ ェ ッ ク し て く だ さ い 。 ケ ー
ブ ル と コ ネ ク タ の 接 続 を 間 違 え る と 、 デ バ イ ス が 作 動 し な か っ た り 、 場 合 に よ っ て は
破 損 す る こ と も あ り ま す 。 オ プ シ ョ ン のSPDIF_IOケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く の 販 売
店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ピン番号 定義

1 VCC
2 ピンなし

3 SPDIF
4 SPDIFI
5 GND
6 GND

1

62

5

19) CD_IN (CD入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ)
CD-ROMま た はDVD-ROMオ ー デ ィ オ 出 力 を コ ネ ク タ に 接 続 し て く だ さ い 。

1 ピン番号 定義

1 CD-L
2 GND
3 GND
4 CD-R
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20) AUX_IN (AUX入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ入 力 コ ネ ク タ)
その他のデバイス(PCI TVチューナーオーディオ出力など)を こ の コ ネ ク タ に 接 続 し て く だ さ い 。

ピン番号 定義

1 AUX-L
2 GND
3 GND
4 AUX-R

1

21) F_USB (前面前面前面前面前面USBコ ネ ク タ 、 黄 色コ ネ ク タ 、 黄 色コ ネ ク タ 、 黄 色コ ネ ク タ 、 黄 色コ ネ ク タ 、 黄 色)
前面USBコ ネ ク タ の 極 性 に ご 注 意 く だ さ い 。 前 面USBケ ー ブ ル を 接 続 し て い る 間 ピ ン 割

り 当 て を 慎 重 に チ ェ ッ ク し て く だ さ い 。 ケ ー ブ ル と コ ネ ク タ の 接 続 を 間 違 え る と 、 デ バ

イ ス が 作 動 し な か っ た り 、 場 合 に よ っ て は 破 損 す る こ と も あ り ま す 。 オ プ シ ョ ン の 前 面

USBケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く の 販 売 店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ピン番号 定義

1 電源

2 電源

3 USB Dx-
4 USB Dy-
5 USB Dx+
6 USB Dy+
7 GND
8 GND
9 ピンなし

10 NC

2 10

1 9
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22) F1_1394 / F2_1394 (前面前面前面前面前面IEEE1394コ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タコ ネ ク タ)  (1 )

シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ イ ス は 高 速 、 高 い バ ン ド 幅 、 ホ ッ ト プ ラ グ の よ う な 特 徴 を 持 ち 、

エ レ ク ト リ カ ル 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス エ ン ジ ニ ア 研 究 所 に よ っ て 定 め ら れ て い ま す 。

IEEE1394コ ネ ク タ の 極 性 に ご 注 意 く だ さ い 。IEEE1394ケーブルを接続している間ピン割

り 当 て を 慎 重 に チ ェ ッ ク し て く だ さ い 。 ケ ー ブ ル と コ ネ ク タ の 接 続 を 間 違 え る と 、 デ バ

イ ス が 作 動 し な か っ た り 、 場 合 に よ っ て は 破 損 す る こ と も あ り ま す 。 オ プ シ ョ ン の

IEEE1394ケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く の 販 売 店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

1 9

2 10
F1_1394F2_1394

23) IR
IRデ バ イ ス の ピ ン1が コ ネ ク タ の ピ ン1と 一 直 線 に 並 ん で い る か を 確 認 し て く だ さ い 。IR

機 能 を ボ ー ド 上 で 有 効 に す る に は 、 オ プ シ ョ ン のIRモ ジ ュ ー ル を 購 入 す る 必 要 が あ り ま

す 。IRコ ネ ク タ の 極 性 に ご 注 意 く だ さ い 。 オ プ シ ョ ン のIRケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く

の 販 売 店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

1 15

2 16

1 5

IR

ピン番号 定義

 1 電源

 2 電源

 3 TPA0+
 4 TPA0-
 5 GND
 6 GND
 7 TPB0+
 8 TPB0-
 9 電源

10 電源

11 TPA1+
12 TPA1-
13 GND
14 ピンなし

15 TPB1+
16 TPB1-

ピン番号 定義

 1 TPA2+
 2 TPA2-
 3 GND
 4 GND
 5 TPB2+
 6 TPB2-
 7 電源

 8 電源

 9 ピンなし

10 GND

ピン番号  定義

 1   VCC(+5V)
 2  ピ な し

 3  IRデータ入力

 4 GND
 5 IRデータ出力
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24) GAME (ゲ ー ム コ ネ ク タゲ ー ム コ ネ ク タゲ ー ム コ ネ ク タゲ ー ム コ ネ ク タゲ ー ム コ ネ ク タ)
こ の コ ネ ク タ は ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 、MIDIキ ー ボ ー ド 、 そ の 他 の オ ー デ ィ オ デ バ イ ス を サ

ポ ー ト し て い ま す 。 ゲ ー ム ケ ー ブ ル を 接 続 し て い る 間 ピ ン 割 り 当 て を チ ェ ッ ク し て く だ さ

い 。 オ プ シ ョ ン の ゲ ー ム ケ ー ブ ル に つ い て は 、 お 近 く の 販 売 店 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

1

2

15

16

25) INFO_LINK
こ の コ ネ ク タ は 、 い く つ か の 外 部 デ バ イ ス を 接 続 し て 外 部 機 能 を 提 供 す る こ と が で き ま

す 。 外 部 デ バ イ ス ケ ー ブ ル を 接 続 し て い る 間 、 ピ ン 割 り 当 て を チ ェ ッ ク し て く だ さ い 。

オプションの外部デバイスケーブルについてはお近くの販売店にお問い合わせください。

ピン番号 定義

 1 SMBCLK
 2 VCC
 3 SMBDATA
 4 GPIO
 5 GND
 6 GND
 7 ピンなし

 8 NC
 9 +12V
 10 +12V

1

102

9

ピン番号 定義

1  VCC
2  GRX1_R
3  GND
4 GPSA2
5  VCC
6 GPX2_R
7 GPY2_R
8 MSI_R
9 GPSA1
10 GND
11 GPY1_R
12 VCC
13 GPSB1
14 MSO_R
15 GPSB2
16 ピンなし
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26) C I  (ケ ー ス オ ー プ ンケ ー ス オ ー プ ンケ ー ス オ ー プ ンケ ー ス オ ー プ ンケ ー ス オ ー プ ン)
こ の2ピ ン コ ネ ク タ は 、 シ ス テ ム ケ ー ス が 取 り 外 さ れ た 際 に 、BIOSで シ ス テ ム の"ケ ー ス

オ ー プ ン"の ア イ テ ム の 有 効/無 効 を 切 り 替 え る こ と が で き ま す 。

ピン番号    定義

 1   信号

 2    GND

1
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< > 前 の ア イ テ ム に 移 動
< > 次 の ア イ テ ム に 移 動

< > 左 の ア イ テ ム に 移 動

< > 右 の ア イ テ ム に 移 動

Enter ア イ テ ム の 選 択

<Esc> メ イ ン メ ニ ュ ー で は 、 変 更 を 保 存 せ ず に 終 了 し てCMOSス テ ー タ ス
ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー に 入 り 、 オ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ
メ ニ ュ ー で は 、 現 在 の ペ ー ジ を 終 了 し 、 メ イ ン メ ニ ュ ー に 戻 り ま す 。

<+/PgUp> 数 値 を 多 く す る か 、 変 更 し ま す 。

<-/PgDn> 数 値 を 少 な く す る か 、 変 更 し ま す 。

<F1> ス テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー ま た は オ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ
ト ア ッ プ メ ニ ュ ー で の み 、 一 般 的 な ヘ ル プ を 表 示 し ま す 。

<F2> 項 目 ヘ ル プ

<F3> 未使用

<F4> 未使用

<F5> オ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー で の み 、CMOSか ら 前 の
CMOS値の回復

<F6> BIOS初期設定表より、安全初期CMOS値を読み込み

<F7> 最適化初期設定の読み込み

<F8> Dual BIOS/Q-Flash機能

<F9> シ ス テ ム 情 報

<F10> メ イ ン メ ニ ュ ー で の み 、 全 て のCMOS変更を保存

本章ではBIOSの セ ッ ト ア ッ プ プ ロ グ ラ ム に つ い て 解 説 し ま す 。 こ の プ ロ グ ラ ム
で は 、 基 本 的 な シ ス テ ム 構 成 を 修 正 す る こ と が で き ま す 。 こ の タ イ プ の 情 報 は
バ ッ テ リ ー で バ ッ ク ア ッ プ さ れ たCMOS RAMに 保 存 さ れ 、 電 源 が オ フ に な っ て
も設定情報を維持します。

第第第第第3章章章章章  BIOSの セ ッ ト ア ッ プの セ ッ ト ア ッ プの セ ッ ト ア ッ プの セ ッ ト ア ッ プの セ ッ ト ア ッ プ

セ ッ ト ア ッ プ のセ ッ ト ア ッ プ のセ ッ ト ア ッ プ のセ ッ ト ア ッ プ のセ ッ ト ア ッ プ の 起 動起 動起 動起 動起 動

コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を オ ン に し 、 す ぐ に<Del>キ ー を 押 せ ば セ ッ ト ア ッ プ が 起 動
し ま す 。 よ り 詳 細 なBIOS設定を行う場合は、"ア ド バ ン スBIOS"設 定 メ ニ ュ ー を
ご 利 用 く だ さ い 。"ア ド バ ン スBIOS"設 定 メ ニ ュ ー に 入 る に は 、BIOS画面で
"Ctrl+F1"キ ー を 押 し ま す 。

操 作操 作操 作操 作操 作
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標準標準標準標準標準CMOS機能機能機能機能機能

標準互換BIOSの 全 て の ア イ テ ム が 含 ま れ ま す 。

拡張拡張拡張拡張拡張BIOS機能機能機能機能機能

Awardの特別拡張機能の全てのアイテムが含まれます。

希 望 す る 設 定 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、希 望 す る 設 定 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、希 望 す る 設 定 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、希 望 す る 設 定 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、希 望 す る 設 定 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、" C t r l + F 1 "" C t r l + F 1 "" C t r l + F 1 "" C t r l + F 1 "" C t r l + F 1 " を 押を 押を 押を 押を 押

し て 拡 張 オ プ シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を 検 索 し て く だ さ い 。し て 拡 張 オ プ シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を 検 索 し て く だ さ い 。し て 拡 張 オ プ シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を 検 索 し て く だ さ い 。し て 拡 張 オ プ シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を 検 索 し て く だ さ い 。し て 拡 張 オ プ シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を 検 索 し て く だ さ い 。

図1: メインメニュー

メ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ー

画面の下部に、反転表示したセットアップ機能のオンライン説明が表示されます。

ス テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ース テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ース テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ース テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ース テ ー タ ス ペ ー ジ セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー /   /   /   /   /  オ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ トオ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ トオ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ トオ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ トオ プ シ ョ ン ペ ー ジ セ ッ ト

ア ッ プ メ ニ ュ ーア ッ プ メ ニ ュ ーア ッ プ メ ニ ュ ーア ッ プ メ ニ ュ ーア ッ プ メ ニ ュ ー

F 1 を 押 す と 小 さ な ヘ ル プ ウ ィ ン ド ウ が 表 示 さ れ 反 転 表 示 し た ア イ テ ム を 使 用

し 選 択 す る た め の 正 し い キ ー を 説 明 し 、<Esc>で 終 了 し ま す 。

メ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ーメ イ ン メ ニ ュ ー(((((例例例例例: BIOS Ver. : E2): BIOS Ver. : E2): BIOS Ver. : E2): BIOS Ver. : E2): BIOS Ver. : E2)
Award BIOS CMOSセ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ を 起 動 す る と 、 メ イ ン メ ニ ュ ー

（ 図1） が 画 面 に 表 示 さ れ ま す 。8つ の セ ッ ト ア ッ プ 機 能 と2つ の 終 了 チ ョ イ ス

か ら 選 択 す る こ と が で き ま す 。 矢 印 キ ー で ア イ テ ム を 選 択 し 、<Enter>を 押 す

と ア イ テ ム を 受 け 入 れ る か サ ブ メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ ま す 。

ヘ ル プ のヘ ル プ のヘ ル プ のヘ ル プ のヘ ル プ の表示表示表示表示表示

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Time, Date, Hard Disk Type...
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拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能

チ ッ プ セ ッ ト の 特 別 拡 張 機 能 の 全 て の ア イ テ ム が 含 ま れ ま す 。

統 合 周 辺 装 置統 合 周 辺 装 置統 合 周 辺 装 置統 合 周 辺 装 置統 合 周 辺 装 置

オ ン ボ ー ド 周 辺 装 置 の 全 て の ア イ テ ム が 含 ま れ ま す 。

電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ

グ リ ー ン 機 能 の 全 て の ア イ テ ム が 含 ま れ ま す 。

PnP/PCI設定設定設定設定設定

PCI & PnP ISAリ ソ ー ス の 全 て の 設 定 が 含 ま れ ま す 。

P C ヘ ル ス ス テ ー タ スヘ ル ス ス テ ー タ スヘ ル ス ス テ ー タ スヘ ル ス ス テ ー タ スヘ ル ス ス テ ー タ ス

温 度 、 電 圧 、 フ ァ ン や 速 度 な ど を 自 動 検 出 し ま す 。

周 波 数周 波 数周 波 数周 波 数周 波 数 / 電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル

CPUの ク ロ ッ ク や 周 波 数 速 度 を コ ン ト ロ ー ル し ま す 。

ロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル ト

シ ス テ ム を 安 全 に 設 定 す る シ ス テ ム パ ラ メ ー タ の 値 を 示 し ま す 。

ロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル ト

シ ス テ ム が 最 高 性 能 で 動 作 す る と 思 わ れ る シ ス テ ム パ ラ メ ー タ の 値 を 示

し ま す 。

管 理 者 パ ス ワ ー ド の 設 定管 理 者 パ ス ワ ー ド の 設 定管 理 者 パ ス ワ ー ド の 設 定管 理 者 パ ス ワ ー ド の 設 定管 理 者 パ ス ワ ー ド の 設 定

パ ス ワ ー ド の 変 更 、 設 定 、 無 効 の 設 定 が で き ま す 。 シ ス テ ム セ ッ ト ア ッ

プ 、 ま た は セ ッ ト ア ッ プ の 際 の ア ク セ ス を 制 限 で き ま す 。

ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定

パ ス ワ ー ド の 変 更 、 設 定 、 無 効 の 設 定 が で き ま す 。 シ ス テ ム へ の ア ク セ

ス を 制 限 で き ま す 。

セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了

CMOS値 をCMOSに 保 存 し 、 セ ッ ト ア ッ プ を 終 了 し ま す 。

保 存 し な い で 終 了保 存 し な い で 終 了保 存 し な い で 終 了保 存 し な い で 終 了保 存 し な い で 終 了

全 て のCMOS値 を 破 棄 し 、 セ ッ ト ア ッ プ を 終 了 し ま す 。
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図2: 標準CMOS機能

日付日付日付日付日付

日付形式は<週>、 <月>、 <日>、 <年>で す 。

週 BIOSで 決 定 さ れ る 日 か ら 土 ま で 。 表 示 の み で す 。

月 1月 か ら12月 ま で 。

日 1か ら28、 29、 30、 31ま で 。

年 1999か ら2098ま で 。

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features
Date (mm:dd:yy) Tue, May  20  2003 Item Help
Time (hh:mm:ss) 22:31:24 Menu Level 

Change the day, month,

IDE Primary Master [None] year
IDE Primary Slave [None]
IDE Secondary Master [None] <Week>
IDE Secondary Slave [None] Sun. to Sat.

Drive A [1.44M,  3.5"] <Month>
Drive B [None] Jan. to Dec.
Floppy 3 Mode Support [Disabled]

<Day>
Halt On [All, But Keyboard] 1 to 31 (or maximum

allowed in the month)
Base Memory 640K
Extended Memory  95M <Year>
Total Memory  96M 1999 to 2098

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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時 間時 間時 間時 間時 間

形式は<時間>、 <分>、 <秒>で す 。24時 間 表 示 で す （ 例 ：1 p.m.は13:00:00） 。

IDEプ ラ イ マ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブプ ラ イ マ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブプ ラ イ マ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブプ ラ イ マ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブプ ラ イ マ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブ///// IDEセ カ ン ダ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブセ カ ン ダ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブセ カ ン ダ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブセ カ ン ダ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブセ カ ン ダ リ マ ス タ 、 ス レ ー ブ

シ ス テ ム に 取 り 付 け ら れ た ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブCか らFの タ イ プ を 識 別 し ま す 。

オ ー ト と マ ニ ュ ア ル の2つ の タ イ プ が あ り ま す 。 マ ニ ュ ア ル は ユ ー ザ ー が 定 義 し 、 オ ー ト

タ イ プ はHDDの タ イ プ を 自 動 的 に 検 出 し ま す 。

ド ラ イ ブ の 仕 様 は ド ラ イ ブ 表 と マ ッ チ し な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ に 間 違 っ た 情 報 を 入 力

す る と 、 ハ ー ド デ ィ ス ク は 正 し く 機 能 し ま せ ん 。

ユーザータイプを選んだ場合、下記の項目に関連情報を入力する必要があります。キー

ボ ー ド か ら 直 接 入 力 し 、<Enter>を 押 し て く だ さ い 。 こ れ ら の 情 報 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の

付属文書などから入手できます。

CYLS. シ リ ン ダ 数

HEADS ヘ ッ ド 数

PRECOMP ラ イ ト プ リ コ ン プ

LANDZONE ラ ン デ ィ ン グ ゾ ー ン

SECTORS セ ク タ 数

ハ ー ド デ ィ ス ク が 接 続 さ れ て い な い 時 は 、NONEを 選 択 し<Enter>を 押 し て く だ さ い 。

ド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブA /  ド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブド ラ イ ブB
シ ス テ ム に 取 り 付 け ら れ た フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブAと Bの タ イ プ を 識 別 し ま す 。

な し フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ な し

360K, 5.25" 5.25イ ン チPCタ イ プ 標 準 ド ラ イ ブ; 360Kバ イ ト 容 量

1.2M, 5.25" 5.25イ ン チATタ イ プ 高 密 度 ド ラ イ ブ; 1.2Mバ イ ト 容 量

(3モ ー ド がEnabledの 時 は3.5イ ン チ )

720K, 3.5" 3.5イ ン チ ダ ブ ル サ イ ド ド ラ イ ブ; 720Kバ イ ト 容 量

1.44M, 3.5" 3.5イ ン チ ダ ブ ル サ イ ド ド ラ イ ブ; 1.44Mバ イ ト 容 量

2.88M, 3.5" 3.5イ ン チ ダ ブ ル サ イ ド ド ラ イ ブ; 2.88Mバ イ ト 容 量
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本

日
語
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日
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日

3 モ ー ド フ ロ ッ ピ ー 対 応モ ー ド フ ロ ッ ピ ー 対 応モ ー ド フ ロ ッ ピ ー 対 応モ ー ド フ ロ ッ ピ ー 対 応モ ー ド フ ロ ッ ピ ー 対 応  ( 日本地域日本地域日本地域日本地域日本地域)
使用不可 通 常 フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ(初期設定)

ド ラ イ ブA ド ラ イ ブAは3モ ー ド フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ

ド ラ イ ブB ド ラ イ ブBは3モ ー ド フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ

両方 ド ラ イ ブAと Bは3モ ー ド フ ロ ッ ピ ー ド ラ イ ブ

中 断中 断中 断中 断中 断

電 源 オ ン 時 に エ ラ ー が 検 出 さ れ た 場 合 、 シ ス テ ム を 停 止 さ せ る か ど う か を 決

定 し ま す 。

 エ ラ ー な し エラーが検出された場合でもシステムは起動を停止しません。

全 て エ ラ ー BIOSが致命的でないエラーを検出した場合、システムは停

止 し ま す 。

キーボード以外全て キ ー ボ ー ド エ ラ ー 以 外 の エ ラ ー で シ ス テ ム は 停 止 し ま す 。

(初期設定)

デ ィ ス ケ ッ ト 以 外 全 て デ ィ ス ク エ ラ ー 以 外 の エ ラ ー で シ ス テ ム は 停 止 し ま す 。

デ ィ ス ク/キー以外全て デ ィ ス ク エ ラ ー 、 キ ー ボ ー ド エ ラ ー 以 外 の エ ラ ー で シ ス テ

ムは停止し ま す 。

メ モ リメ モ リメ モ リメ モ リメ モ リ

BIOSの POST（ Power On Sefl Test:パ ワ ー オ ン セ ル フ テ ス ト ） 時 に 検 出 さ れ た メ モ リ を

表 示 し ま す 。

基 本 メ モ リ基 本 メ モ リ基 本 メ モ リ基 本 メ モ リ基 本 メ モ リ

BIOSの POSTが 、 シ ス テ ム に 搭 載 さ れ て い る 基 本 （ ま た は コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ） メ モ リ の

容量を検出します。

値 は 一 般 的 に マ ザ ー ボ ー ド に 搭 載 さ れ て い る メ モ リ が 512 Kの場合は 512 K、

640 Kまたはそれ以上の場合は640 Kと 表 示 し ま す 。

拡 張 メ モ リ拡 張 メ モ リ拡 張 メ モ リ拡 張 メ モ リ拡 張 メ モ リ

BIOSが POST中 に 検 出 さ れ た 拡 張 メ モ リ の 容 量 を 割 り 出 し ま す 。

こ れ は 、CPUの メ モ リ ア ド レ ス マ ッ プ で1MB以 上 に 位 置 す る メ モ リ の 容 量 で

す 。
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拡張拡張拡張拡張拡張BIOS機能機能機能機能機能

最初最初最初最初最初/ 2/ 2/ 2/ 2/ 2番目番目番目番目番目 / 3 / 3 / 3 / 3 / 3番 目 の ブ ー ト デ バ イ ス番 目 の ブ ー ト デ バ イ ス番 目 の ブ ー ト デ バ イ ス番 目 の ブ ー ト デ バ イ ス番 目 の ブ ー ト デ バ イ ス

フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー に よ る 起 動 デ バ イ ス 優 先 順 位 を 選 択 し ま す 。

LS120 LS120による起動デバイス優先順位を選択します。

HDD 0~3 HDD 0~3による起動デバイス優先順位を選択します。

SCSI SCSIによる起動デバイス優先順位を選択します。

CDROM CDROMによる起動デバイス優先順位を選択します。

ZIP ZIPによる起動デバイス優先順位を選択します。

USB-FDD USB-FDDによる起動デバイス優先順位を選択します。

USB-ZIP USB-ZIPによる起動デバイス優先順位を選択します。

USB-CDROM USB-CDROMによる起動デバイス優先順位を選択します。

USB-HDD USB-HDDによる起動デバイス優先順位を選択します。

LAN LANによる起動デバイス優先順位を選択します。

使用不可 使用不可による起動デバイス優先順位を選択します。

図3: 拡張BIOS機能

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
Advanced BIOS Features

Item Help

Menu Level 

Select onboard RAID or

PCI SCSI boot rom

order

First Boot Device [Floppy]

Second Boot Device [HDD-0]

Third Boot Device [CDROM]

x SATA/RAID/SCSI Boot Order SCSI

Boot Up Floppy Seek [Disabled]

Flexible AGP 8X [Auto]

Init Display First [PCI]

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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SATA/RAID/SCSIの起動優先順位の起動優先順位の起動優先順位の起動優先順位の起動優先順位

この機能は起動デバイスが"SCSI"に 設 定 さ れ て い る と き に 使 用 可 能 に な り ま す 。

SATA、 RAID、 SCSIデバイスの起動順位を選択します。

SCSI PCI SCSIによる起動デバイス優先順位を選択します。

RAID RAIDによる起動デバイス優先順位を選択します。

SATA SATAによる起動デバイス優先順位を選択します。

起 動 フ ロ ッ ピ ー シ ー ク起 動 フ ロ ッ ピ ー シ ー ク起 動 フ ロ ッ ピ ー シ ー ク起 動 フ ロ ッ ピ ー シ ー ク起 動 フ ロ ッ ピ ー シ ー ク

POST時 に 、BIOSは 取 り 付 け ら れ て い る フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ が40ト ラ ッ ク ま

た は80ト ラ ッ ク か を 指 定 し ま す 。360Kの タ イ プ は40ト ラ ッ ク で 、720K、 1.2M、 1.44M

タ イ プ は 全 て80ト ラ ッ ク で す 。

使用可能 BIOSは 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ を 検 索 し て40ト ラ ッ ク ま た は

80ト ラ ッ ク か を 指 定 し ま す 。720K、 1.2M、 1.44Mの ド ラ イ ブ タ イ

プ は 全 て80ト ラ ッ ク で あ る た め 、BIOSは こ れ ら の ド ラ イ ブ を 区 別

で き ま せ ん 。

使用不可 BIOSは 、 ト ラ ッ ク 数 で は フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ を 検 出 で き ま

せ ん 。 取 り 付 け ら れ て い る ド ラ イ ブ が360Kの 場 合 、 警 告 メ ッ セ ー

ジは表示されません(初期設定)。

フ レ キ シ ブ ルフ レ キ シ ブ ルフ レ キ シ ブ ルフ レ キ シ ブ ルフ レ キ シ ブ ルAGP 8X
自動 AGP互換性と安定性に従って、AGP転送速度を自動的に設定しま

す (初期設定)。

4X AGPカードの転送速度に関わらず、AGP転送速度を4Xモ ー ド

に 設 定 し ま す 。

Init Display First
こ の 機 能 は 、 オ ン ボ ー ド のAGPカ ー ド とPCI VGAカ ー ド を 取 り 付 け た と き 、 カ ー ド か

ら モ ニ タ デ ィ ス プ レ イ の 初 期 化 を 選 択 し ま す 。

PCI プ ラ イ マ リ デ ィ ス プ レ イ をPCIス ロ ッ ト に 設 定 し ま す(初期設定)。

AGP プ ラ イ マ リ デ ィ ス プ レ イ をAGPに 設 定 し ま す 。
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システム性能システム性能システム性能システム性能システム性能

標準 最も安定した設定にシステムを設定します(初期設定)。

タ ー ボ オーバークロック設定を使用して高い性能を実現しますが、安定性

も 失 わ れ ま す 。

マ ニ ュ ア ル 性 能 オ プ シ ョ ン を フ ル カ ス タ マ イ ズ で き ま す 。

設 定 を 間 違 え る と シ ス テ ム を 破 壊 す る 可 能 性 が あ り ま す の で 、 パ ワ ー エ ン ド ユ ー

ザ ー 以 外 の 方 は 使 用 し な い で く だ さ い 。

FSB周波数周波数周波数周波数周波数

100 MHz FSB周波数を100MHzに設定します。

133 MHz FSB周波数を133MHzに設定します(初期設定)。
166 MHz FSB周波数を166MHzに設定します。

200 MHz FSB周波数を200MHzに設定します。

拡張チップセット機能拡張チップセット機能拡張チップセット機能拡張チップセット機能拡張チップセット機能

図4: 拡 張 チ ッ プ セ ッ ト 機 能

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
Advanced Chipset Features

Item Help

Menu Level 

[Normal] - Use the

most stable settings.

[Turbo] -Use over

colocked settings for

higher performance but

with higher risk of

instability.

System Performance [Normal]

FSB Frequency [133MHz]

Memory Frequency By SPD

Resulting Frequency 266MHz

AGP Frequency [Normal]

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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日 メ モ リ 周 波 数メ モ リ 周 波 数メ モ リ 周 波 数メ モ リ 周 波 数メ モ リ 周 波 数

SPDに よ る SPDでメモリ周波数を設定(初期設定)。

50%~200% メモリ周波数を手動で設定。

自動 システムに最適のメモリ周波数を設定。

設定を間違えるとシステムを破壊する可能性がありますので、パワーエンドユーザー

以 外 の 方 は 使 用 し な い で く だ さ い 。

結 果 の 周 波 数結 果 の 周 波 数結 果 の 周 波 数結 果 の 周 波 数結 果 の 周 波 数

値はFSB/メモリ周波数によって異なります。

AGP周波数周波数周波数周波数周波数

標準 システムに最適のAGP周波数を設定します(初期設定)。

50MHz ~ 100MHz AGP周波数を手動で設定します。

設定を間違えるとシステムを破壊する可能性がありますので、パワーエンドユーザー

以 外 の 方 は 使 用 し な い で く だ さ い 。
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統合周辺装置統合周辺装置統合周辺装置統合周辺装置統合周辺装置

図5: 統合周辺装置

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み

On-Chip Primary PCI IDE [Enabled]

On-Chip Secondary PCI IDE [Enabled]

USB Host Controller [V1.1+V2.0]

USB Keyboard Support [Disabled]

USB Mouse Support [Disabled]

AC97 Audio [Auto]

Onboard LAN Chip(13) [Enabled]

Onboard 1394 (1) [Enabled]

Onboard H/W Serial ATA(1) [Enabled]

Serial ATA Function (1) [RAID]

Onboard H/W RAID (1) [Enabled]

Onboard LAN Boot ROM(13) [Disabled]

Onboard Serial Port 1 [3F8/IRQ4]

Onboard Serial Port 2 [2F8/IRQ3]

UART Mode Select [Normal]

x UR2 Duplex Mode Half

Onboard Parallel Port [378/IRQ7]

Parallel Port Mode [ECP]

ECP Mode Use DMA [3]

Game Port Address [201]

Midi Port Address [330]

Midi Port IRQ [10]

Item Help

Menu Level 

If a hard disk

controller card is

used, set at Disabled

[Enabled]

Enabled onboard IDE

Port

[Disabled]

Disabled onboard IDE

Port

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
Integrated Peripherals

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults



- 50 -N400 Pro2 / N400シ リ ー ズ マ ザ ー ボ ー ド

語
本

日
語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日

On-Chip Primary PCI IDE（ オ ン チ ッ プ プ ラ イ マ リ（ オ ン チ ッ プ プ ラ イ マ リ（ オ ン チ ッ プ プ ラ イ マ リ（ オ ン チ ッ プ プ ラ イ マ リ（ オ ン チ ッ プ プ ラ イ マ リPCI IDEPCI IDEPCI IDEPCI IDEPCI IDE）））））

使用可能 搭載されている最初のチャンネルIDEポートを有効にします(初期設定)。

使用不可 搭載されている最初のチャンネルIDEポ ー ト を 無 効 に し ま す 。

On-Chip Secondary PCI IDE（ オ ン チ ッ プ セ カ ン ダ リ（ オ ン チ ッ プ セ カ ン ダ リ（ オ ン チ ッ プ セ カ ン ダ リ（ オ ン チ ッ プ セ カ ン ダ リ（ オ ン チ ッ プ セ カ ン ダ リPCI IDEPCI IDEPCI IDEPCI IDEPCI IDE）））））

使用可能 搭載されている2番目のチャンネルIDEポートを有効にします(初期設定)。

使用不可 搭 載 さ れ て い る2番 目 の チ ャ ン ネ ルIDEポ ー ト を 無 効 に し ま す 。

USB Host Controller(USBUSBUSBUSBUSBホ ス ト コ ン ト ロ ー ラホ ス ト コ ン ト ロ ー ラホ ス ト コ ン ト ロ ー ラホ ス ト コ ン ト ロ ー ラホ ス ト コ ン ト ロ ー ラ)
使用不可 USBコ ン ト ロ ー ラ を 無 効 に し ま す 。

V1.1+V2.0 USBコ ン ト ロ ー ラ をUSB1.1と USB2.0に 設 定 し ま す(初期設定)。

V1.1 USBコ ン ト ロ ー ラ をUSB1.1に 設 定 し ま す 。

USB Keyboard Support(USB     キ ー ボ ー ド を サ ポ ー トキ ー ボ ー ド を サ ポ ー トキ ー ボ ー ド を サ ポ ー トキ ー ボ ー ド を サ ポ ー トキ ー ボ ー ド を サ ポ ー ト)))))

使用可能 USBキ ー ボ ー ド サ ポ ー ト を 有 効 に し ま す 。

使用不可 USBキ ー ボ ー ド サ ポ ー ト を 無 効 に し ま す(初期設定)。

USB Mouse Support (USBマ ウ ス を サ ポ ー トマ ウ ス を サ ポ ー トマ ウ ス を サ ポ ー トマ ウ ス を サ ポ ー トマ ウ ス を サ ポ ー ト     )
使用可能 USBマ ウ ス サ ポ ー ト を 有 効 に し ま す 。

使用不可 USBマ ウ ス サ ポ ー ト を 無 効 に し ま す(初期設定)。

AC97 Audio(AC97オ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オオ ー デ ィ オ)
自動 AC'97オーディオ機能を自動的に検出します(初期設定)。

使用不可 AC'97オ ー デ ィ オ 機 能 を 無 効 に し ま す 。

Onboard  LAN chip(1313131313 ) (オ ン ボ ー ドオ ン ボ ー ドオ ン ボ ー ドオ ン ボ ー ドオ ン ボ ー ドLANLANLANLANLANチ ッ プチ ッ プチ ッ プチ ッ プチ ッ プ)
使用可能 オ ン ボ ー ドLAN機能を自動的に検出します(初期設定)。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み
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Onboard H/W 1394 (11111 )（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ドH/W 1394）））））

使用可能 オ ン チ ッ プ1394機能を自動的に検出します(初期設定)。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

Onboard H/W Serial ATA (11111 )（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ドH/WH/WH/WH/WH/Wシ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルシ リ ア ルATAATAATAATAATA）））））

使用可能 オ ン ボ ー ドH/Wシ リ ア ルATAチップ機能を有効にします(初期設定)。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

Serial ATA Function(11111 ) （ シ リ ア ル（ シ リ ア ル（ シ リ ア ル（ シ リ ア ル（ シ リ ア ルATAATAATAATAATA機 能 ）機 能 ）機 能 ）機 能 ）機 能 ）

RAID オ ン ボ ー ド シ リ ア ルATAチップ機能をRAIDとして選択します(初期設定)。

BASE オ ン ボ ー ド シ リ ア ルATAチ ッ プ 機 能 を ベ ー ス と し て 選 択 し ま す 。

Onboard  H/W RAID (11111 )（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ドH/W RAIDH/W RAIDH/W RAIDH/W RAIDH/W RAID）））））

使用可能 オ ン ボ ー ドGigaRAIDチ ッ プ 機 能 を 有 効 に し ま す(初期設定)。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

Onboard LAN Boot ROM(1313131313 )（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ド（ オ ン ボ ー ドLANLANLANLANLAN起動起動起動起動起動ROMROMROMROMROM）））））

こ の 機 能 は 、 オ ン ボ ー ドLANチ ッ プ の 起 動Romを 呼 び 出 す か ど う か を 決 定 し ま す 。

使用可能 オ ン ボ ー ドLANチ ッ プ 機 能 を 有 効 に し ま す 。

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

Onboard Serial Port 1（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト11111）））））

使用不可 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト1を 無 効 に し ま す 。

3F8/IRQ4 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト1を 有 効 、IRQ4を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

3F8に 設 定 し ま す(初期設定)。

2F8/IRQ3 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト1を 有 効 、IRQ3を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

2F8に 設 定 し ま す 。

3E8/IRQ4 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト1を 有 効 、IRQ4を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

3E8に 設 定 し ま す 。

2E8/IRQ3 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト1を 有 効 、IRQ3を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

2E8に 設 定 し ま す 。

自動 BIOSが ポ ー ト1ア ド レ ス を 自 動 的 に セ ッ ト ア ッ プ し ま す 。

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み
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Onboard Serial Port 2（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト（ オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト22222）））））

使用不可 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト2を 無 効 に し ま す 。

3F8/IRQ4 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト2を 有 効 、IRQ4を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

3F8に 設 定 し ま す 。

2F8/IRQ3 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト2を 有 効 、IRQ3を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

2F8に 設 定 し ま す(初期設定)。

3E8/IRQ4 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト2を 有 効 、IRQ4を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

3E8に 設 定 し ま す 。

2E8/IRQ3 オ ン ボ ー ド シ リ ア ル ポ ー ト2を 有 効 、IRQ3を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を

2E8に 設 定 し ま す 。

自動 BIOSが ポ ー ト2ア ド レ ス を 自 動 的 に セ ッ ト ア ッ プ し ま す 。

UART Mode Select（（（（（ UARTUARTUARTUARTUARTモ ー ド セ レ ク ト ）モ ー ド セ レ ク ト ）モ ー ド セ レ ク ト ）モ ー ド セ レ ク ト ）モ ー ド セ レ ク ト ）

こ こ で は オ ン ボ ー ドI/Oチ ッ プ の 赤 外 線(IR)機能を使用するかどうかを決定し

ま す 。

標準 オ ン ボ ー ドI/Oチ ッ プUARTを標準モードに設定します(初期設定)。

IrDA オ ン ボ ー ドI/Oチ ッ プUARTを IrDAモ ー ド に 設 定 し ま す 。

ASKIR オ ン ボ ー ドI/Oチ ッ プUARTを ASKIRモ ー ド に 設 定 し ま す 。

UR2 Duplex Mode（（（（（ UR2 Duplexモ ーモ ーモ ーモ ーモ ード ）

IRモ ー ド を 選 択 す る こ と が で き ま す 。

こ の 機 能 は 、"UART モ ー ド セ レ ク ト"が "標準"ま た は"SCR"に 設 定 さ れ て い

な い と き 、 ご 利 用 に な れ ま す 。

ハ ー フ IR機能Duplexハ ー フ(初期設定)。

フ ル IR機能Duplexフ ル

Onboard Parallel port（ オ ン ボ ー ド パ ラ レ ル ポ ー ト ）（ オ ン ボ ー ド パ ラ レ ル ポ ー ト ）（ オ ン ボ ー ド パ ラ レ ル ポ ー ト ）（ オ ン ボ ー ド パ ラ レ ル ポ ー ト ）（ オ ン ボ ー ド パ ラ レ ル ポ ー ト ）

パ ラ レ ル ポ ー ト が オ ン ボ ー ドI/Oコ ン ト ロ ー ラ を 使 用 し て い る 場 合 、 与 え ら れ

た パ ラ メ ー タ か ら 選 択 す る こ と が で き ま す 。

使用不可 オ ン ボ ー ドLPTポ ー ト を 無 効 に し ま す 。

378/IRQ7 オ ン ボ ー ドLPTポ ー ト を 有 効 、IRQ7を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を378に

設定します(初期設定)。

278/IRQ5 オ ン ボ ー ドLPTポ ー ト を 有 効 、IRQ5を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を278に

設 定 し ま す 。

3BC/IRQ7 オ ン ボ ー ドLPTポ ー ト を 有 効 、IRQ7を 使 用 し て 、 ア ド レ ス を3BCに

設 定 し ま す 。
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Parallel Port Mode（ パ ラ レ ル ポ ー ト モ ー ド ）（ パ ラ レ ル ポ ー ト モ ー ド ）（ パ ラ レ ル ポ ー ト モ ー ド ）（ パ ラ レ ル ポ ー ト モ ー ド ）（ パ ラ レ ル ポ ー ト モ ー ド ）

サ ポ ー ト す る ポ ー ト モ ー ド を 通 し て 最 新 の プ リ ン タ に 接 続 す る こ と を 可 能 に

し ま す 。

SPP パ ラ レ ル ポ ー ト を 標 準 パ ラ レ ル ポ ー ト に 設 定 し ま す 。

EPP パ ラ レ ル ポ ー ト を 拡 張 パ ラ レ ル ポ ー ト に 設 定 し ま す 。

ECP パラレルポートを拡張機能ポートに設定します(初期設定)。

ECP+EPP パ ラ レ ル ポ ー ト をECP & EPPモ ー ド に 設 定 し ま す 。

ECP Mode Use DMA（（（（（ ECPECPECPECPECPモ ー ド 使 用モ ー ド 使 用モ ー ド 使 用モ ー ド 使 用モ ー ド 使 用DMADMADMADMADMA）））））

ECPモ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 、Direct Memory Access(DMA)チ ャ ン ネ ル

を 選 択 す る こ と を 可 能 に し ま す 。

"Parallel Port Mode"がECP、 ま た はECP+EPPに セ ッ ト さ れ て い る 場 合 こ の 機 能

が 有 効 に な り ま す 。

3 ECPモ ー ド 使 用DMAを 3に 設 定 し ま す(初期設定)。

1 ECPモ ー ド 使 用DMAを 1に 設 定 し ま す 。

Game Port Address（ ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス ）（ ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス ）（ ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス ）（ ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス ）（ ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス ）

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

201 ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス を201に 設 定 し ま す(初期設定)。

209 ゲ ー ム ポ ー ト ア ド レ ス を209に 設 定 し ま す 。

Midi Port Address（（（（（ MidiMidiMidiMidiMidiポ ー ト ア ド レ ス ）ポ ー ト ア ド レ ス ）ポ ー ト ア ド レ ス ）ポ ー ト ア ド レ ス ）ポ ー ト ア ド レ ス ）

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

330 Midiポ ー ト ア ド レ ス を330に 設 定 し ま す(初期設定)。

300 Midiポ ー ト ア ド レ ス を300に 設 定 し ま す 。

Midi Port IRQ（（（（（ MidiMidiMidiMidiMidiポ ー トポ ー トポ ー トポ ー トポ ー トIRQIRQIRQIRQIRQ）））））

5 Midiポ ー トIRQを 5に 設 定 し ま す 。

10 Midiポ ー トIRQを 10に 設 定 し ま す10(初期設定)。
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日 電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ

ACPIサスペンドの種類サスペンドの種類サスペンドの種類サスペンドの種類サスペンドの種類

S1(POS) ACPIサ ス ペ ン ド の 種 類 をS1に 設 定 し ま す(初期設定)。

S3(STR) ACPIサ ス ペ ン ド の 種 類 をS3に 設 定 し ま す 。

Off by Power button(電源ボタンでソフトオフ電源ボタンでソフトオフ電源ボタンでソフトオフ電源ボタンでソフトオフ電源ボタンでソフトオフ)))))

インスタントオフ 電源ボタンを押すとすぐに電源をオフにします(初期設定)。

4秒遅延 電 源 ボ タ ン を4秒 間 押 す と 、 電 源 を オ フ に し ま す 。4秒以下の場合は

サ ス ペ ン ド モ ー ド に 入 り ま す 。

図6: 電源管理のセットアップ

ACPI Suspend Type [S1(POS)]

Soft-Off by PWR-BTTN [Instant-off]

PME Event Wake Up [Enabled]

ModemRingOn [Enabled]

S3 Resume by USB [Disabled]

Resume by Alarm [Disabled]

x Date (of Month) Alarm Everyday

x Time (hh:mm:ss) Alarm 0 : 0 : 0

Power On by Mouse [Disabled]

Power On by Keyboard [Disabled]

x KB Power ON Password Enter

AC Back Function [Soft-Off]

Item Help

Menu Level 

[S1]

Set suspend type to

Power On Suspend under

ACPI OS

[S3]

Set suspend type to

Suspend to RAM under

ACPI OS

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
Power Management Setup

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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PME Event Wake Up(PMEののののの Wake UpWake UpWake UpWake UpWake Upイ ベ ン トイ ベ ン トイ ベ ン トイ ベ ン トイ ベ ン ト)
使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

使用可能 この機能を有効にします(初期設定)。

ModemRingOn(モ デ ム のモ デ ム のモ デ ム のモ デ ム のモ デ ム のRingOnRingOnRingOnRingOnRingOn機能機能機能機能機能)))))

モ デ ム を 通 し て 入 電 が あ る と サ ス ペ ン ド 状 態 か ら シ ス テ ム が 呼 び 起 こ さ れ ま す 。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

使用可能 この機能を有効にします(初期設定)。

S3 Resume by USB(USBに よ るに よ るに よ るに よ るに よ るS3S3S3S3S3回復回復回復回復回復)
USBデ バ イ ス か ら シ ス テ ム を 回 復 で き ま す 。

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

使用可能 こ の 機 能 を 有 効 に し ま す 。

Resume by Alarm(((((ア ラ ー ム で 回 復ア ラ ー ム で 回 復ア ラ ー ム で 回 復ア ラ ー ム で 回 復ア ラ ー ム で 回 復)))))

"Resume by Alarm"を有効にすると、日付や時間でシステムの電源をオンにすることができ

ま す 。

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

使用可能 こ の 機 能 を 有 効 に し て シ ス テ ム の 電 源 を オ ン に し ま す 。

RTC Alarm Lead To Power Onが使用可能の時は以下のように設定します。

日付(1-31) Alarm : 毎日, 1̃31

時間 (hh: mm: ss) Alarm : (0~23) : (0~59) : (0~59)

Power On By Mouse（ マ ウ ス で 電 源 オ ン ）（ マ ウ ス で 電 源 オ ン ）（ マ ウ ス で 電 源 オ ン ）（ マ ウ ス で 電 源 オ ン ）（ マ ウ ス で 電 源 オ ン ）

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

マ ウ ス ク リ ッ ク PS/2マ ウ ス の 左 ボ タ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク す る と 、 シ ス テ ム の 電 源 を

オ ン に で き ま す 。

Power On By Keyboard （ キ ー ボ ー ド で 電 源 オ ン ）（ キ ー ボ ー ド で 電 源 オ ン ）（ キ ー ボ ー ド で 電 源 オ ン ）（ キ ー ボ ー ド で 電 源 オ ン ）（ キ ー ボ ー ド で 電 源 オ ン ）
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シ ス テ ム の 電 源 を オ ン に す る た め の 方 式 を 設 定 で き ま す 。

オ プ シ ョ ン"Password"で シ ス テ ム の 電 源 を オ ン に す る た め に5つまでの英数字のパスワー

ド の 設 定 が で き ま す 。

オ プ シ ョ ン"Keyboard 98"で標準のキーボード98でシステムの電源をオンに設定できます。

パ ス ワ ー ド キ ー ボ ー ド 電 源 オ ン パ ス ワ ー ド を1-5文字で入力します。

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

Keyboard 98 お 使 い の キ ー ボ ー ド が"電源キー"ボ タ ン を 装 備 し て い れ ば そ の キ ー

を 押 す こ と で シ ス テ ム の 電 源 を オ ン に で き ま す 。

KB Power ON Password（（（（（ KBKBKBKBKB電 源 オ ン パ ス ワ ー ド ）電 源 オ ン パ ス ワ ー ド ）電 源 オ ン パ ス ワ ー ド ）電 源 オ ン パ ス ワ ー ド ）電 源 オ ン パ ス ワ ー ド ）

"Power On by Keyboard"で パ ス ワ ー ド の 設 定 を 行 う 時 、 こ こ で パ ス ワ ー ド の 設 定 を す る こ

と が で き ま す 。

Enter パ ス ワ ー ド(1か ら5までの文字)を 入 力 し 、Enterを 押 す と 、 キ ー ボ ー

ド に よ る 電 源 オ ン パ ス ワ ー ド を 設 定 で き ま す 。

AC BACK Function（（（（（ ACACACACAC電源復帰機能）電源復帰機能）電源復帰機能）電源復帰機能）電源復帰機能）

ソフトオフ AC電源が回復すると、システムは"Off"の状態になります(初期設定)。

フルオン AC電源が回復すると、システムは常に"On"の状態になります。

メ モ リ AC電源が回復すると、システムはAC電源がオフになる前の状態に戻

り ま す 。
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本

語
日

本
語

日
本
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PnP/PCI設定設定設定設定設定

図7: PnP/PCI設定

PCI 1/PCI 5 IRQア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ン

自動 IRQを PCI 1/PCI 5に自動的に割り当てます(初期設定)。

3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15を PCI 1/PCI 5に 割 り 当 て ま す 。

PCI 2 IRQア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ン

自動 IRQを PCI 2に自動的に割り当てます(初期設定)。

3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15を PCI 2に 割 り 当 て ま す 。

PCI 3 IRQア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ン

自動 IRQを PCI 3に自動的に割り当てます(初期設定)。

3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15を PCI 3に 割 り 当 て ま す 。

PCI 4 IRQア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ンア サ イ ン

自動 IRQを PCI 4に自動的に割り当てます(初期設定)。

3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15を PCI 4に 割 り 当 て ま す 。

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
PnP/PCI Configurations

PCI 1/PCI 5 IRQ Assignment [Auto] Item Help
PCI 2 IRQ Assignment [Auto] Menu Level 
PCI 3 IRQ Assignment [Auto] Device(s) using this
PCI 4 IRQ Assignment [Auto] INT :

Network Cntrlr
- Bus 1 Dev 11 Func 0

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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語
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語
本

日
語

本
日

語
本

日

Reset Case Open Status（ ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス の リ セ ッ ト ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス の リ セ ッ ト ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス の リ セ ッ ト ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス の リ セ ッ ト ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス の リ セ ッ ト ）

使用不可 ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス を リ セ ッ ト し な い で く だ さ い(初期設定)。

使用可能 次 に 起 動 す る と き ケ ー ス オ ー プ ン ス テ ー タ ス を 消 去 し ま す 。

Case Opened（ ケ ー ス オ ー プ ン ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ）（ ケ ー ス オ ー プ ン ）

ケ ー ス が 閉 じ て い る と き 、"Case Opened"は"No"を 示 し ま す 。

ケ ー ス が 開 い て い る と き 、"Case Opened"は"Yes"を 示 し ま す 。

"Case Opened"値 を リ セ ッ ト し た い と き は 、"Reset Case Open Status"を "Enabled"に 設

定 し てCMOSを 保 存 し 、 コ ン ピ ュ ー タ を 再 起 動 し て く だ さ い 。

PCヘルスステータスヘルスステータスヘルスステータスヘルスステータスヘルスステータス

図8: PCヘルスステータス

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
PC Health Status

Reset Case Open Status [Disabled] Item Help
Case Opened Yes Menu Level 
Vcore OK [Disabled]
DDR25V OK Don't reset case
+3.3V OK open status
+5V OK
+12V OK [Enabled]
Current System Temperature 32oC Clear case open
Current CPU Temperature 34oC status at next boot
Current CPU FAN Speed 4687 RPM
Current SYSTEM FAN Speed 0      RPM
Current POWER FAN Speed11111 0      RPM
CPU Warning Temperature [Disabled]
CPU FAN Fail Warning [Disabled]
POWER FAN Fail Warning11111 [Disabled]
SYSTEM FAN Fail Warning [Disabled]
CPU Smart FAN Control1 [Enabled]

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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本

語
日

本
語

日
本

語

Current Voltage (V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V     （ 現 在（ 現 在（ 現 在（ 現 在（ 現 在
の電圧の電圧の電圧の電圧の電圧(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V(V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +5V / +12V）））））

シ ス テ ム の 電 圧 ス テ ー タ ス を 自 動 検 出 し ま す 。

Current System Temperature（ 現 在 の シ ス テ ム 温 度 ）（ 現 在 の シ ス テ ム 温 度 ）（ 現 在 の シ ス テ ム 温 度 ）（ 現 在 の シ ス テ ム 温 度 ）（ 現 在 の シ ス テ ム 温 度 ）
システムの温度を自動検出します。

Current CPU Temperature（ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 のCPUCPUCPUCPUCPU温 度 ）温 度 ）温 度 ）温 度 ）温 度 ）
CPU温度を自動検出します。

Current CPU/POWER1/SYSTEM FAN Speed (RPM) （ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 の（ 現 在 の
C P U /C P U /C P U /C P U /C P U / パ ワ ーパ ワ ーパ ワ ーパ ワ ーパ ワ ー1 ///// シ ス テ ム フ ァ ン ス ピ ー ド ）シ ス テ ム フ ァ ン ス ピ ー ド ）シ ス テ ム フ ァ ン ス ピ ー ド ）シ ス テ ム フ ァ ン ス ピ ー ド ）シ ス テ ム フ ァ ン ス ピ ー ド ）

CPU/パ ワ ー/シ ス テ ム フ ァ ン 速 度 ス テ ー タ ス を 自 動 検 出 し ま す 。

CPU Warning Temperature（（（（（ CPUCPUCPUCPUCPU警 告 温 度 ）警 告 温 度 ）警 告 温 度 ）警 告 温 度 ）警 告 温 度 ）
60oC / 140oF 60oC / 140oFで CPUの 温 度 を モ ニ タ し ま す 。

70oC / 158oF 70oC / 158oFで CPUの 温 度 を モ ニ タ し ま す 。

80oC / 176oF 80oC / 176oFで CPUの 温 度 を モ ニ タ し ま す 。

90oC / 194oF 90oC / 194oFで CPUの 温 度 を モ ニ タ し ま す 。

使用不可 この機能を無効にします(初期設定)。

CPU FAN Fail Warning（（（（（ CPUCPUCPUCPUCPUフ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）
使用不可 ファン警告機能を無効にします(初期設定)。

使用可能 フ ァ ン 警 告 機 能 を 有 効 に し ま す 。

POWER FAN Fail Warning1 （ パ ワ ー フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）（ パ ワ ー フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）（ パ ワ ー フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）（ パ ワ ー フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）（ パ ワ ー フ ァ ン フ ェ イ ル 警 告 ）

使用不可 ファン警告機能を無効にします(初期設定)。

使用可能 フ ァ ン 警 告 機 能 を 有 効 に し ま す 。

SYSTEM FAN Fail Warning（（（（（ CPUCPUCPUCPUCPUス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）
使用不可 ファン警告機能を無効にします(初期設定)。

使用可能 フ ァ ン 警 告 機 能 を 有 効 に し ま す 。

CPU Smart FAN Control1 （（（（（ CPUCPUCPUCPUCPUス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）ス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル ）

使用可能 CPUス マ ー ト フ ァ ン コ ン ト ロ ー ル 機 能 を 有 効 に し ま す(初期設定)。

a.  CPUの温度が40℃以上の時にCPUファンは最高の速度で動作します。

b. CPUの温度が40℃以下の時には遅い速度で動作します。

使用不可 こ の 機 能 を 無 効 に し ま す 。

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み



- 60 -N400 Pro2 / N400シ リ ー ズ マ ザ ー ボ ー ド

語
本

日
語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日 周波数周波数周波数周波数周波数/ 電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル電 圧 コ ン ト ロ ー ル

図9: 周波数/電 圧 コ ン ト ロ ー ル

VCORE OverVoltage Control(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル)))))

VCORE電 圧 を 上 げ る とOver_Clockは安定しますが、この機能を有効に設定する

と CPUが 破 損 す る こ と も あ り ま す 。

標準 CPUの要求に従って電圧を供給します(初期設定)。

+5% / +7.5% / +10% ユーザーの選択に従って電圧範囲を増加します。

DIMM OverVoltage Control(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル)))))

標準 DIMM過電圧コントロールを標準に設定します(初期設定)。

+0.1V DIMM過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル を+0.1Vに 設 定 し ま す 。

+0.2V DIMM過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル を+0.2Vに 設 定 し ま す 。

設定を間違えるとシステムを破壊する可能性がありますので、パワーエンドユーザー

以外の方 は 使 用 し な い で く だ さ い 。

AGP OverVoltage Control(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM(DIMM過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル)))))

標準l AGP過電圧コントロールを標準に設定します(初期設定)。

+0.1V AGP過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル を+0.1Vに 設 定 し ま す 。

+0.2V AGP過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル を+0.2Vに 設 定 し ま す 。

+0.3V AGP過 電 圧 コ ン ト ロ ー ル を+0.3Vに 設 定 し ま す 。

設 定 を 間 違 え る と シ ス テ ム を 破 壊 す る 可 能 性 が あ り ま す の で 、 パ ワ ー エ ン ド ユ ー

ザ ー 以 外 の 方 は 使 用 し な い で く だ さ い 。

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software
Frequency/Voltage Control

VCORE OverVoltage Control [Normal]

DIMM OverVoltage Control [Normal]

AGP OverVoltage Control [Normal]

Item Help

Menu Level 

: Move   Enter:Select   +/-/PU/PD: Value   F10: Save   ESC:Exit    F1: General Help
F5: Previous Values               F6: Fail-Safe Defaults               F7: Optimized Defaults
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日
本
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日

本
語

日
本

語
日

本
語

日
本

語CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Load Fail-Safe Defaults

Load Fail-Safe Defaults (Y/N) ? Y

リードフェールセーフデフォルトリードフェールセーフデフォルトリードフェールセーフデフォルトリードフェールセーフデフォルトリードフェールセーフデフォルト

ロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル トロ ー ド フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル ト

フ ェ イ ル セ ー フ デ フ ォ ル ト は 、 最 低 限 の シ ス テ ム パ フ ォ ー マ ン ス に 最 も

適 切 な シ ス テ ム パ ラ メ ー タ 値 を 含 ん で い ま す 。

図10: ロ ー ド フ ェ ー ル セ ー フ デ フ ォ ル ト
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語
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語

本
日

語
本

日
語

本
日

語
本

日 ロード最適化デフォルトロード最適化デフォルトロード最適化デフォルトロード最適化デフォルトロード最適化デフォルト

ロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル トロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル ト

本 ア イ テ ム を 選 択 す る と 、 シ ス テ ム がBIOSと チ ッ プ セ ッ ト 機 能 の 初 期 設

定 を 自 動 的 に 検 出 し 、 ロ ー ド し ま す 。

図11: ロ ー ド 最 適 化 デ フ ォ ル ト

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Load Optimized Defaults

Load Optimized Defaults (Y/N) ? Y
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日
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管理者管理者管理者管理者管理者/ ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド の 設 定

本機能を選択すると、画面中央に次のメッセージが表示され、パスワードを

設 定 す る こ と が で き ま す 。

8文 字 以 内 で パ ス ワ ー ド を 入 力 し 、<Enter>を 押 し ま す 。 確 認 画 面 に な る の

で 、 再 度 パ ス ワ ー ド を 入 力 し 、<Enter>を 押 し ま す 。 ま た は 、<Esc>を押して選択

を 破 棄 す る こ と も で き ま す 。

パ ス ワ ー ド を 利 用 し な い 場 合 に は 、 パ ス ワ ー ド 入 力 画 面 で<Enter>を 押 し ま

す 。"PASSWORD DISABLED（ パ ス ワ ー ド 無 効 ）"と い う 確 認 画 面 が 表 示 さ れ 、

パ ス ワ ー ド が 無 効 に な り ま す 。 こ れ で 、 シ ス テ ム 起 動 も 、 セ ッ ト ア ッ プ に 入 る こ

と も 自 由 に で き ま す 。

BIOSセ ッ ト ア ッ プ プ ロ グ ラ ム で は 、2種 類 の パ ス ワ ー ド 設 定 が で き ま す 。

管 理 者 パ ス ワ ー ド （SUPERVISOR PASSWORD） と ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド

（ USER PASSWORD） で す 。 無 効 の 場 合 、 誰 で も 全 て のBIOSセ ッ ト ア ッ プ プ ロ

グ ラ ム 機 能 に ア ク セ ス で き ま す 。 有 効 の 場 合 、BIOSセ ッ ト ア ッ プ プ ロ グ ラ ム の

全項目にアクセスするには管理者パスワードが必要になり、基本的な項目のみに

ア ク セ ス す る に は ユ ー ザ ー パ ス ワ ー ド が 必 要 に な り ま す 。

拡張BIOS機 能 メ ニ ュ ー の"パ ス ワ ー ド チ ェ ッ ク"で "シ ス テ ム"を 選 択 す る と 、

シ ス テ ム を 起 動 し 、 セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー に 入 る た び に パ ス ワ ー ド の 入 力 が 必 要

に な り ま す 。

拡張BIOS機 能 メ ニ ュ ー の"パ ス ワ ー ド チ ェ ッ ク"で "セ ッ ト ア ッ プ"を 選 択 す る

と 、 セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー に 入 る 際 の み パ ス ワ ー ド の 入 力 が 必 要 に な り ま す 。

図12: パ ス ワ ー ド の 設 定

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Change/Set/Disable Password

Enter Password:
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日 セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了

セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ を 終 了 し 、 設 定 値 をRTC CMOSに保存する場合は

"Y"を 入 力 し ま す 。

セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ に 戻 る に は"N"を 入 力 し ま す 。

図13: セ ッ ト ア ッ プ を 保 存 し て 終 了

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Save Data to CMOS

Save to CMOS and EXIT (Y/N) ? Y
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保存しないで終了保存しないで終了保存しないで終了保存しないで終了保存しないで終了

セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ を 終 了 し 、 設 定 値 をRTC CMOSに保存する場合は

"Y"を 入 力 し ま す 。

セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ に 戻 る に は"N"を 入 力 し ま す 。

図14: 保存しないで終了

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Abandon all Data

Quit Without Saving (Y/N)? N
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語@BIOS™ の概要の概要の概要の概要の概要

BIOSア ッ プ デ ー ト を し た こ と が あ り ま す か 。 そ

れ と も 、 ア ッ プ デ ー ト を 必 要 で な い と か 、 方 法

が わ か ら な い と か 、 危 険 だ と 思 っ て た め ら っ て

い ま す か 。

た と え そ う で は な い と し て も 、BIOSアップデートに多くの時間をかけていて、面倒な作

業 だ と 思 っ て い ま せ ん か 。 ま ず 、 い ろ ん なBIOSフ ァ イ ルをWEBか ら ダ ウ ンロ ー ド し て 、DOS

モ ー ド に 変 更 す る 。 次 に 、BIOSに 合 っ た ア ッ プ デ ー ト プ ロ グ ラ ム を 使 っ て ア ッ プ デ ー ト を 実

行 す る 。 こ の 作 業 は お も し ろ く な い で す ね 。 そ れ に 、 も し 間 違 っ たBIOSファイ ルを 使 っ て

ア ッ プ デ ー ト し た り す る と 、 シ ステム が 動 か な く な る 。 安 心 で き ず 、 常 に 注 意 を 払 わ な く て

は な ら な い 。 悪 夢 で す 。

メ ー カー が 何 と か し て く れ な い だ ろ う か 、 と 思 う の は あ な た だ け で は あ り ま せ ん 。 そ こ

で GIGABYTEはWINDOWで BIOSを ア ッ プ デ ー ト で き る@BIOSソ フト ウ ェ ア を 開 発 し ま し た 。

ワ ン ク リ ッ ク でBIOSを ダ ウ ンロ ー ド し 最 新 版 に ア ッ プ デ ー ト す るWINDOWSユ ー テ ィ リ テ ィ

な の で す 。

@BIOSは 、 あ な た の 使 っ て い るGIGABYTEメインボードの種類を自動検出しBIOSフ ァ イ

ルを 最 寄 り のGIGABYTE FTPサ イ ト か ら ダ ウ ンロ ー ド し 、 ア ッ プ デ ー ト し ま す 。 も ち ろ ん 、

複 数 の 選 択 肢 か ら 自 由 を 選 択 し て 、 直 接 ア ッ プ デ ー ト す る こ と も で き ま す し 、 現 在 のBIOS

ファイ ルを バ ッ クア ッ プ す る こ と も 可 能 で す 。 こ の よ う に 、@BIOSを 利 用 す る こ と で 、BIOS

の ア ッ プ デ ー ト や 管 理 が 本 当 に 簡 単 に な り 、 も う 悩 む こ と は あ り ま せ ん 。

こ の よ う な す ば ら し い ソ フト ウ ェ ア が な ん とGIGABYTEメ イ ンボ ー ド を 購 入 す る と 無 料

で 付 属 し て く る の で す 。 た だ し 、@BIOSを 使 う に は イ ンタ ー ネ ッ ト に 接 続 で き る 環 境 で な く

て は な り ま せ ん 。

Gigabyte announces @BIOS
Windows BIOS Liveア ッ プ デ ー ト ユ ー ティ リティ

第第第第第4章章章章章  テ ク ニ カ ル レ フ ァ レ ン ステ ク ニ カ ル レ フ ァ レ ン ステ ク ニ カ ル レ フ ァ レ ン ステ ク ニ カ ル レ フ ァ レ ン ステ ク ニ カ ル レ フ ァ レ ン ス
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A. デ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルB I O S テ ク ノ ロ ジ と はテ ク ノ ロ ジ と はテ ク ノ ロ ジ と はテ ク ノ ロ ジ と はテ ク ノ ロ ジ と は?
DDUALBIOSで は 、 マザー ボ ー ド 上 に メ イ ンBIOSと バ ッ ク ア ッ プBIOSと い う2つ の シ ステ

ムBIOS(ROM)が 搭 載 さ れ て い ま す 。 通 常 は 、 メ イ ンBIOSを利用してシステムは動作します。

も し 、 メ イ ン ボ ー ドBIOSが 破 壊 さ れ た り し て 利 用 で き な い と き 、 シ ステム の 電 源 が オ ンに

な っ て い る 間 に 、 バ ッ クア ッ プBIOSを 利 用 し て シ ステム は 動 作 し ま す 。 こ れ は 、BIOSに 何

も 起 こ ら な か っ た か の よ う に 、PCが 安 定 し て 動 作 で き る こ と を 意 味 し ま す 。

B. デ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルデ ュ ア ルB I O SB I O SB I O SB I O SB I O S ととととと Q - F L A S HQ - F L A S HQ - F L A S HQ - F L A S HQ - F L A S H ユ ー テ ィ リ テ ィ の 使 い 方ユ ー テ ィ リ テ ィ の 使 い 方ユ ー テ ィ リ テ ィ の 使 い 方ユ ー テ ィ リ テ ィ の 使 い 方ユ ー テ ィ リ テ ィ の 使 い 方

1.) コ ンピ ュ ー タ の 電 源 を オ ンに し 、 パ ワ ー オ ンセ ルフテスト(POST)が開始されたら直ちに

<DEL>キ ー を 押 し 、AWARD BIOS CMOS SETUPを 起 動 し ま す 。 そ し て 、<F8>を 押 し て

FLASHユ ー ティ リティ を 起 動 し ま す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュBIOS方式の概要方式の概要方式の概要方式の概要方式の概要

 方式方式方式方式方式1 : DualDualDualDualDualBIOS (1) / Q-Flash

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-L

CMOS Setup Utility-Copyright (C) 1984-2003 Award Software

Standard CMOS Features

Advanced BIOS Features

Advanced Chipset Features

Integrated Peripherals

Power Management Setup

PnP/PCI Configurations

PC Health Status

Frequency/Voltage Control

Load Fail-Safe Defaults

Load Optimized Defaults

Set Supervisor Password

Set User Password

Save & Exit Setup

Exit Without Saving

ESC: Quit : Select Item

F8: Dual BIOS / Q-Flash F10: Save & Exit Setup

Enter Dual BIOS / Q-Flash Utility (Y/N)? Y
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2.) Award DualBIOS Flash ROMプ ロ グ ラ ミ ン グ ユ ー テ ィ リ テ ィ

Dual BIOS Utility V1.30
Boot From....................................................... Main Bios
Main ROM Type/Size...................................... SST 49LF003A 512K
Backup ROM Type/Size.................................. SST 49LF003A 512K

Wide Range Protection  Disable
Boot From  Main Bios

Auto Recovery  Enable
Halt On Error  Disable

Keep DMI Data  Enable
Copy Main ROM Data to Backup

Load Default Settings
Save Settings to CMOS

Q-Flash Utility
Update Main BIOS from Floppy

Update Backup BIOS from Floppy
Save Main BIOS to Floppy

Save Backup BIOS to Floppy
PgDn/PgUp: Modify : Move ESC: Reset F10: Power Off

3.) デ ュ ア ルBIOSア イ テム 説 明:
• ワ イ ド レ ン ジ 保 護ワ イ ド レ ン ジ 保 護ワ イ ド レ ン ジ 保 護ワ イ ド レ ン ジ 保 護ワ イ ド レ ン ジ 保 護:  :  :  :  :  使用不可使用不可使用不可使用不可使用不可((((( 初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定) ,  ) ,  ) ,  ) ,  ) ,  使用可能使用可能使用可能使用可能使用可能

ス テ ー タ ス1:
電源オンの後OS読み込み前に、メインBIOSに 問 題 が 発 生 し た と き （ 例 ：UPDATE ESCDエ

ラ ー や チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー 、 リセ ッ ト な ど ） 、 本 ア イ テム が"ENABLE： 有 効"に設定され

て い る 場 合 に は 自 動 的 に バ ッ クア ッ プBIOSか ら 起 動 し ま す 。

ス テ ー タ ス2:
SCSIカ ー ド やLANカードなどの周辺装置カードのROM BIOSが、ユーザーの設定変更後シ

ステム 再 起 動 を 要 求 す る 信 号 を 出 し た と き 、 バ ッ クア ッ プBIOSか ら 起 動 し ま せ ん 。

• 起動元起動元起動元起動元起動元 :   :   :   :   :  メ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンBIOS(B IOS(B IOS(B IOS(B IOS(初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定),  ) ,  ) ,  ) ,  ) ,  バ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プBIOSBIOSBIOSBIOSBIOS

ス テ ー タ ス1:
起動するBIOSを メ イ ンBIOS/バ ッ ク ア ッ プBIOSか ら 選 択 で き ま す 。

ス テ ー タ ス2:
ど ち ら か のBIOSが 利 用 で き な い と き 、 本 ア イ テム は 淡 色 表 示 に な り 変 更 で き ま せ ん 。
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• Auto Recovery（ 自 動 回 復 ）（ 自 動 回 復 ）（ 自 動 回 復 ）（ 自 動 回 復 ）（ 自 動 回 復 ） :   :   :   :   :  使用可能使用可能使用可能使用可能使用可能(((((初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定),  ) ,  ) ,  ) ,  ) ,  使用不可使用不可使用不可使用不可使用不可

2つ のBIOSの ど ち ら か に チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー が 生 じ た と き 、 エ ラ ー の な いBIOS

が 自 動 的 に エ ラ ー の 生 じ たBIOSを 回 復 し ま す 。

(BIOS設 定 ：Power Management Setup（ 電 源 管 理 の セ ッ ト ア ッ プ ） でACPI

Suspend  Type（ ACPIサ スペ ンド の 種 類 ） がSuspend to RAM（ サ ス ペ ン ド か

ら RAM） の と き 本 項 目 は 自 動 的 にEnable： 有 効 に な り ま す 。

(BIOS設定に入るには、起動時に"Del"キ ー を 押 し ま す 。)
• 停 止 エ ラ ー停 止 エ ラ ー停 止 エ ラ ー停 止 エ ラ ー停 止 エ ラ ー :   :   :   :   :  使用不可使用不可使用不可使用不可使用不可((((( 初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定) ,  ) ,  ) ,  ) ,  ) ,  使用可能使用可能使用可能使用可能使用可能

BIOSに チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー が 生 じ た と き 、 ま た は メ イ ンBIOSに ワ イ ド レ ン ジ

保 護 エ ラ ー が 生 じ た と き 、 停 止 エ ラ ー がEnable： 有 効 に 設 定 さ れ て い る 場 合

に、システム起動時にメッセージが表示され、ユーザーの指示を待つ状態で一

時 停 止 し ま す 。

     自動回復がDisable： 使 用 不 可 の と き 、<or the other key to continue.： 他 の キ ー他 の キ ー他 の キ ー他 の キ ー他 の キ ー

を 押 す と 続 い て 動 作を 押 す と 続 い て 動 作を 押 す と 続 い て 動 作を 押 す と 続 い て 動 作を 押 す と 続 い て 動 作>と 表 示 さ れ ま す 。

自動回復がEnable： 使 用 可 能 の と き 、<or the other key to Auto Recover.： 他 の他 の他 の他 の他 の

キ ー を 押 す と 自 動 回 復キ ー を 押 す と 自 動 回 復キ ー を 押 す と 自 動 回 復キ ー を 押 す と 自 動 回 復キ ー を 押 す と 自 動 回 復> と 表 示 さ れ ま す 。

• Keep DMI Data（（（（（ DMIDMIDMIDMIDMIデ ー タ の 維 持 ）デ ー タ の 維 持 ）デ ー タ の 維 持 ）デ ー タ の 維 持 ）デ ー タ の 維 持 ） :  :  :  :  : 使用可能使用可能使用可能使用可能使用可能(((((初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定), ), ), ), ), 使用不可使用不可使用不可使用不可使用不可

使用可能: 新BIOS書き込みでDMIデ ー タ は 置 き 換 え ら れ ま せ ん(推奨)。

使用不可: DMIデ ー タ は 新BIOS書 き 込 み で 置 き 換 え ら れ ま す 。

• メ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンR O MR O MR O MR O MR O M デ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ に コ ピ ーデ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ に コ ピ ーデ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ に コ ピ ーデ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ に コ ピ ーデ ー タ を バ ッ ク ア ッ プ に コ ピ ー

(バ ッ ク ア ッ プROMか ら 起 動 の と き 、"バ ッ ク ア ッ プROMデ ー タ か ら メ イ ンへ の

コ ピ ー"に 変 更 さ れ ま す)。
自 動 回 復 メ ッ セ ー ジ:

BIOS Recovery（（（（（ BIOS回 復 ）回 復 ）回 復 ）回 復 ）回 復 ）: : : : : Main to Backup（ メ イ ン か ら バ ッ ク ア ッ プ へ ）（ メ イ ン か ら バ ッ ク ア ッ プ へ ）（ メ イ ン か ら バ ッ ク ア ッ プ へ ）（ メ イ ン か ら バ ッ ク ア ッ プ へ ）（ メ イ ン か ら バ ッ ク ア ッ プ へ ）

メ イ ンBIOSは 正 常 動 作 し 、 バ ッ クア ッ プBIOSを 自 動 回 復 で き ま す 。

BIOS Recovery（（（（（ BIOS回 復 ）回 復 ）回 復 ）回 復 ）回 復 ）: Backup to Main（ バ ッ ク ア ッ プ か ら メ イ ン へ ）（ バ ッ ク ア ッ プ か ら メ イ ン へ ）（ バ ッ ク ア ッ プ か ら メ イ ン へ ）（ バ ッ ク ア ッ プ か ら メ イ ン へ ）（ バ ッ ク ア ッ プ か ら メ イ ン へ ）

バ ッ ク ア ッ プBIOSは 正 常 動 作 し 、 メ イ ンBIOSを 自 動 修 復 で き ま す 。(こ の 自

動 回 復 ユ ー ティ リティ は シ ステム に よ り 自 動 設 定 さ れ 、 ユ ー ザー に よ り 変 更

す る こ と は で き ま せ ん)。

• ロ ー ド デ フ ォ ル ト 設 定ロ ー ド デ フ ォ ル ト 設 定ロ ー ド デ フ ォ ル ト 設 定ロ ー ド デ フ ォ ル ト 設 定ロ ー ド デ フ ォ ル ト 設 定

デ ュ ア ルBIOS初期設定値を読み込みます。

• 設 定 を設 定 を設 定 を設 定 を設 定 をC M O SC M O SC M O SC M O SC M O S に 保 存に 保 存に 保 存に 保 存に 保 存

修正した設定を保存します。
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D. Q-Flashの 使 い 方の 使 い 方の 使 い 方の 使 い 方の 使 い 方

フ ロ ッ ピ ー か ら メ イ ンフ ロ ッ ピ ー か ら メ イ ンフ ロ ッ ピ ー か ら メ イ ンフ ロ ッ ピ ー か ら メ イ ンフ ロ ッ ピ ー か ら メ イ ンB I O SB I O SB I O SB I O SB I O S を ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー ト///// フ ロ ッ ピ ー か らフ ロ ッ ピ ー か らフ ロ ッ ピ ー か らフ ロ ッ ピ ー か らフ ロ ッ ピ ー か ら

バ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プB I O SB I O SB I O SB I O SB I O S を ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー トを ア ッ プ デ ー ト

C. Q-Flashユ ー テ ィ リ テ ィ と はユ ー テ ィ リ テ ィ と はユ ー テ ィ リ テ ィ と はユ ー テ ィ リ テ ィ と はユ ー テ ィ リ テ ィ と は?
Q-Flashユ ー テ ィ リ テ ィ はO.Sと 関 係 な く 動 作 す るBIOSフ ラ ッ シ ュ ユ ー テ ィ リ

テ ィ で 、BIOSモ ー ド 内 で そ のBIOSを ア ッ プ デ ー ト す る こ と が で き ま す 。OSを あ

れ こ れ い じ り ま わ す 必 要 は あ り ま せ ん 。

お 疲 れ 様 で し た 。BIOSフラ ッ シ ュ は 完 了 で す 、 再 起 動 し て く だ さ い 。

Enterを 押 し て 実 行 し ま す

Enterを 押 し て 実 行 し ま す 。

A: ド ラ イ ブ で 、"BIOS"デ ィ スケ ッ ト を 挿 入 し 、 次 にEnterを押して実行します。

XXXX.XX                          256K

Total Size: 1.39M Free Size: 1.14M

F5: Refresh DEL: Delete ESC: Return Main

1 File(s) found

Where XXXX.XX is name of the BIOS file.

Are you sure to update BIOS?Are you sure to update BIOS?Are you sure to update BIOS?Are you sure to update BIOS?Are you sure to update BIOS?

[Enter] to contiune Or [ESC] ot abort...

!! COPY BIOS Completed -Pass !!

Please press any key to continue
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メ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンメ イ ンBIOSBIOSBIOSBIOSBIOSを フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存 /  /  /  /  / バ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プバ ッ ク ア ッ プBIOSBIOSBIOSBIOSBIOSを フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存を フ ロ ッ ピ ー に 保 存

A:ド ラ イ ブ に デ ィ スク を セ ッ ト しENTERを 押 し て 実 行 し ま す 。

これで保存は終了です。

<PgDn/PgUp> 変更

< > 前のアイテムに移動

< > 次のアイテムに移動

<Enter> 作動

<Esc> リセット

<F10> 電源オフ

コントロールコントロールコントロールコントロールコントロールキ ーキ ーキ ーキ ーキ ー

File name: XXXX.XX

Total Size: 1.39M Free Size: 1.39M

F5: Refresh DEL: Delete TAB: Switch

To name the file.
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I. Q: DualBIOS™ 技術とは何ですか技術とは何ですか技術とは何ですか技術とは何ですか技術とは何ですか?
A:

DUALBIOS技術は、GIGA-BYTE TECHNOLOGYの特許技術です。システム復旧を簡単に短

時間で実現します。DualBIOS™に 対 応 し た マザー ボ ー ド に は 、 物 理 的 に メ イ ンBIOSチ ッ プ と

バ ッ ク ア ッ プBIOSチ ッ プ の2つ のBIOSチ ッ プ が 搭 載 さ れ て い ま す 。 通 常 は メ イ ンBIOSで シ ス

テム は 作 動 す る の で す が 、 メ イ ンBIOSに動作不能となるエラーが生じた際、自動的にバック

ア ッ プBIOSで シ ステム が 起 動 す る よ う に な り ま す 。 ケ ー スを 開 け て マザー ボ ー ド を 取 り 出

し、修理に出す必要はないのです。

DualBIOS™ 技 術 に 関 す る技 術 に 関 す る技 術 に 関 す る技 術 に 関 す る技 術 に 関 す るFAQ

GIGABYTE TECHNOLOGYは 、 シ ステムBIOSを 2つ搭載した画期的なデュアルBIOS技 術 を リ

リー スし ま し た 。 こ の 最 新 の"付加価値"機 能 に よ り、 GIGABYTEマザー ボ ー ド の 価 値 が よ

り 高 く な り ま す 。 今 後 のGIGABYTEマザーボードに搭載予定です。

DualBIOS™と はと はと はと はと は?
DUALBIOSを 搭 載 し たGIGABYTEマザー ボ ー ド に は 、 物 理 的 に2つ のBIOSチ ッ プ が 搭 載 さ

れ て い ま す 。 ひ と つ を メ イ ンBIOS、 も う ひ と つ を バ ッ ク ア ッ プBIOS（ ホ ッ ト ス ペ ア ） と 呼

ぶ こ と に し ま す 。 メ イ ンBIOSに エ ラ ー な ど 問 題 が 生 じ た と き 、 自 動 的 に バ ッ クア ッ プBIOS

を 使 っ て シ ステム を 起 動 す る こ と が で き ま す 。

ウ イ ルスやBIOSア ッ プ デ ー ト の 失 敗 な ど に よ り メ イ ンBIOSが使えなくなった場合も同様に、

バ ッ ク ア ッ プBIOSで シ ステム を 自 動 的 か つ ほ と ん ど ダ ウ ンタ イ ム な し に 起 動 で き ま す 。
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I I .  Q: DualBIOS™ は な ぜ 全 ユ ー ザー に 必 要 な の で す かは な ぜ 全 ユ ー ザー に 必 要 な の で す かは な ぜ 全 ユ ー ザー に 必 要 な の で す かは な ぜ 全 ユ ー ザー に 必 要 な の で す かは な ぜ 全 ユ ー ザー に 必 要 な の で す か?
A:

今日、BIOSは多くの脅威に直面しています。ウイルスの攻撃やBIOSア ッ プ デ ー ト の 失

敗 、BIOSの ROM自 体 に 問 題 が 生 じ る こ と も あ り ま す 。

1. 新 型 ウ イ ルスに は 、BIOSプ ロ グ ラ ム を 破 壊 し 、 シ ステム を 不 安 定 に し た り 、 起 動 で き

な く し た り す る も の が あ り ま す 。

2. BIOSデ ー タ は 、 電 源 遮 断 や サ ー ジ 、 シ ステム の リセ ッ ト 、BIOSア ッ プ デ ー ト 中 に 電 源

スイ ッ チ を 押 し た よ う な 場 合 に 破 壊 さ れ ま す 。

3. BIOSア ッ プ デ ー ト 操 作 を 間 違 っ た り 、 間 違 っ たBIOSファイ ルを 使 っ て ア ッ プ デ ー ト し

た り す る と シ ステム は 起 動 し な く な り ま す 。

4. フ ラ ッ シ ュROMは 電 子 パ ー ツ で あ り 、 寿 命 が あ り ま す 。 特 に 、 今 日 の プ ラ グ ア ンド プ レ

イ BIOSで は 、BIOSへの書き込みも頻繁に発生するため、ROMチップの寿命も無視でき

ま せ ん 。

GIGA-BYTE TECHNOLOGYの特許技術であるDualBIOS™技術を利用すると、BIOSデ ー タ に

問題が生じても、修理に出す必要はありません。自動的にすぐ回復しシステムが起動し

ま す 。

この新技術は、BIOSエ ラ ー に よ る シ ステム の 貴 重 な ダ ウ ンタ イ ム や 修 理 費 を 削 減 し て

い ま す 。

III. Q: DualBIOS™ 技 術 の 動 作 に つ い て 教 え て く だ さ い技 術 の 動 作 に つ い て 教 え て く だ さ い技 術 の 動 作 に つ い て 教 え て く だ さ い技 術 の 動 作 に つ い て 教 え て く だ さ い技 術 の 動 作 に つ い て 教 え て く だ さ い

A:
この新技術は、BIOSエ ラ ー に よ る シ ステム の 貴 重 な ダ ウ ンタ イ ム や 修 理 費 を 削 減 し て

い ま す 。

1. DUALBIOS™ 技術は、システム起動中の幅広い保護を実現します。POST、 ESCDア ッ プ

デ ー ト 、PNP検出割当などの作業時にBIOSを 保 護 し ま す 。

2. DUALBIOSx はBIOSの自動回復機能を提供します。起動中に最初のBIOSが完了できない

場 合 、 ま た はBIOSチェックサムエラーが発生した場合でも起動は可能です。DualBIOS™

ユ ー テ ィ リテ ィ の"自動回復"オ プ シ ョ ン は メ イ ンBIOSか バ ッ ク ア ッ プBIOSの ど ち ら か

が 破 損 し て も 、DualBIOS™技術が正常なBIOSを使用して破損したBIOSを自動的に回復

し ま す 。

3. DUALBIOS™ では、また手動回復機能も搭載してます。BIOSフラ ッ シ ュ 機 能 も 搭 載 し て

い る の で 、 メ イ ンBIOS-バ ッ ク ア ッ プBIOS間のコピーも可能です。OSに 依 存 す る フラ ッ

シ ュ ユ ー ティ リティ プ ロ グ ラ ム は 必 要 あ り ま せ ん 。

4. DUALBIOSx に は 、 一 方 向 フラ ッ シ ュ ユ ー ティ リティ も 搭 載 し 、 修 復 中 に 破 損 し たBIOS

と正常なBIOSを取り違え、その結果正常なBIOSを 間 違 っ て 書 き 換 え る と い っ た 心 配 は

あ り ま せ ん 。
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IV. Q: DualBIOS™ が 必 要 な ユ ー ザー はが 必 要 な ユ ー ザー はが 必 要 な ユ ー ザー はが 必 要 な ユ ー ザー はが 必 要 な ユ ー ザー は?
A:

この新技術は、BIOSエ ラ ー に よ る シ ステム の 貴 重 な ダ ウ ンタ イ ム や 修 理 費 を 削 減 し て

い ま す 。

1. ま す ま す 増 大 す る コ ンピ ュ ー タ ウ イ ルスに よ り 、 全 て の ユ ー ザー にDualBIOS™技術が必

要 で す 。 シ ステムBIOSを破壊するBIOSタイプのウイルスが、毎日発見されていますが、

現 在 販 売 さ れ て い る 製 品 の ほ と ん ど は 、 こ の タ イ プ の ウ イ ルスの 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き

ま せ ん 。DualBIOS™技術はシステムを保護するための最先端のソリューションを提供い

た し ま す 。

ケ ー ス I.) BIOSファイ ルを 消 し て し ま う よ う な ウ イ ルスに 感 染 し 、BIOSのROMが ひ と つ

し か な い 場 合 は 、PCが 機 能 し な い た め 修 理 に 出 す し か あ り ま せ ん 。

ケ ー スII.) DUALBIOS™ ユ ー ティ リティ の 自 動 修 復 機 能 オ プ シ ョ ンが 有 効 に な っ て い る 場

合 に は 、 ウ イ ルスが シ ステムBIOSを 破 壊 し て も 、 バ ッ クア ッ プBIOSが シ ステ

ム を 自 動 的 に 起 動 し 、 メ イ ンBIOSを 回 復 し ま す 。

ケ ー スIII.)ユ ー ザー は メ イ ンシ ステムBIOSから起動するBIOSを 上 書 き す る こ と が で き ま

す 。DualBIOS™ユ ー ティ リティ を 使 え ば 、 起 動 シ ー ケ ンスを 手 動 で 変 更 し バ ッ

ク ア ッ プBIOSか ら 起 動 す る こ と も で き ま す 。

2. BIOSア ッ プ デ ー ト 中 ま た は 後 に 、DualBIOS™ が メ イ ンBIOSの 問 題 を 検 出 し た ら 、 バ ッ

ク ア ッ プBIOSを 利 用 し て シ ステム を 自 動 的 に 起 動 し ま す 。 さ ら に 、 起 動 時 に メ イ ン

BIOSと バ ッ ク ア ッ プBIOSの チ ェ ッ クサ ム を 照 合 す る 機 能 も あ り ま す 。DualBIOS™ 技術

ではシステムの電源オン時にメインBIOSと バ ッ ク ア ッ プBIOSの チ ェ ッ クサ ム を 検 査 し 、

BIOSの正常な動作を保証します。

3. パ ワ ー ユ ー ザー は 、 マザー ボ ー ド に 異 な っ た バ ー ジ ョ ンのBIOSを 格 納 し て 、 ど ち ら が

最 適 か 確 認 す る こ と が で き ま す 。

4. ハ イ エ ンド デ スクト ッ プPCや ワ ー クステー シ ョ ン/サーバーに対しては柔軟性に富んだ

対応が可能です。DualBIOS™ユ ー テ ィ リテ ィ の オ プ シ ョ ン で は 、"問題が発生したと

きに一時停止" を 使 用 可 能 に 設 定 す る と 、 メ イ ンBIOSが 破 壊 さ れ て い る と い う 警 告

メ ッ セ ー ジ を 出 し て シ ステム を 一 時 停 す る こ と が で き ま す 。 ほ と ん ど の ワ ー クステー

シ ョ ン/サーバーは、サービスが中断しないように定期的な操作を要求します。この場

合、標準起動中にシステムが一時停止しないように、"問題が発生したときに一時停

止" メ ッ セ ー ジ を 無 効 に す る こ と が で き ま す 。 さ ら に 、Giga-Byteの DualBIOS™技術で

は 、 将 来 、BIOSの 容 量 を 追 加 す る 必 要 が 生 じ た と き 、 デ ュ ア ル2Mビ ッ トBIOSか ら4M

ビ ッ ト タBIOSに ア ッ プ グ レ ー ド で き ま す 。
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DOS起動ディスクがない場合には、Gigabyte @BIOS™プ ロ グ ラ ム を 利 用 し て フラ ッ シ ュ し ま す 。

 方式方式方式方式方式2 : @BIOS™ ユ ー テ ィ リ テ ィユ ー テ ィ リ テ ィユ ー テ ィ リ テ ィユ ー テ ィ リ テ ィユ ー テ ィ リ テ ィ

方式と手順:
    I. イ ン タ ー ネ ッ ト でBIOSを ア ッ プ デ ー ト

a. "INTERNET UPDATE"ア イ コ ン を ク リッ ク し ま す

b. "UPDATE NEW BIOS"ア イ コ ン を ク リッ ク し ま す

c. @BIOS™サ ー バ ー を 選 択 し ま す

d. 使用するマザーボードのモデル名を正確に選択します

e. 自動的にBIOSが ダ ウ ンロ ー ド さ れ 、 ア ッ プ デ ー ト さ れ ま す

(3)

(1)

3."3 "を ク
リ ッ ク

(4)

(2)

1. "@BIOS" ア イ テ ム

を ク リ ッ ク

こ こ を ク

リ ッ ク 2. スタ ー ト/ プ ロ グ ラ ム/GIGABYTE /
@BIOSを ク リ ッ ク

こ こ を ク

リ ッ ク

4. @BIOSサ ー バ ー サ イ ト を 選

択 し 、"OK"を ク リ ッ ク し て

く だ さ い 。
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    II.イ ンタ ー ネ ッ ト を 使 用 せ ず にBIOSを ア ッ プ デ ー ト:
a. "INTERNET UPDATE"ア イ コ ン を ク リッ ク し ま せ ん

b. "UPDATE NEW BIOS"を ク リ ッ ク し ま す

c. 古 い ファイ ルを 開 い て い る 間 に 、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ クスで"ALL FILES： す べ て の フ ァ

イ ル"を 選 択 し ま す 。

d. BIOSファイ ルを イ ンタ ー ネ ッ ト な ど か ら 探 し て く だ さ い 。

(例: 7N400P2.F1).
e. 下 記 の 指 示 に 従 い 、 ア ッ プ デ ー ト プ ロ セ スを 完 了 し ま す 。

    III. BIOSの保存

最初の方で、"SAVE CURRENT BIOS"ア イ コ ンが ダ イ ア ロ グ ボ ッ クスに 表 示 さ れ ま す 。

こ の ア イ コ ンで 現 在 のBIOSを 保 存 す る こ と が で き ま す 。

    IV. サ ポ ー ト す る マザー ボ ー ド と フラ ッ シ ュROMの チ ェ ッ ク:
最初の方で、"ABOUT THIS PROGRAM"ア イ コ ンが ダ イ ア ロ グ ボ ッ クスに 表 示 さ れ ま す 。

サ ポ ー ト す る マザー ボ ー ド と フラ ッ シ ュROMの ブ ラ ンド に つ い て の 情 報 を 得 る こ と が で

き ま す 。

注:
a. 方式Iで、複製のマザーボード名が表示されるときは、マザーボードのモデル名を再度

確 認 し て く だ さ い 。 間 違 っ て 選 択 す る と 、 シ ステム が 起 動 し ま せ ん 。

b. 方式IIで 、BIOS解 凍 ファイ ル内 の マザー ボ ー ド の モ デ ル名 が ご 使 用 の マザー ボ ー ド の

モ デ ル名 と 合 致 し て い る か ど う か を 確 認 し て く だ さ い 。 合 致 し て い な い と 、 シ ステム

が 起 動 し ま せ ん 。

c. 方式Iで 、BIOSフ ァ イ ル が@BIOS™サ ー バ ー 内 に 見 つ か ら な い と き は 、GIGABYTEの

WEBサ イ ト か ら ダ ウ ンロ ー ド し 、 方 式IIに 従 っ て ア ッ プ デ ー ト し て く だ さ い 。

d. 作 業 を 中 断 す る と シ ステム が 起 動 し な く な り ま す 。
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2/ 4/ 6チ ャ ネ ルオ ー デ ィ オ 機 能 の 概 要チ ャ ネ ルオ ー デ ィ オ 機 能 の 概 要チ ャ ネ ルオ ー デ ィ オ 機 能 の 概 要チ ャ ネ ルオ ー デ ィ オ 機 能 の 概 要チ ャ ネ ルオ ー デ ィ オ 機 能 の 概 要

ス テ レ オ ス ピ ー カ ー の 接 続 と 設 定ス テ レ オ ス ピ ー カ ー の 接 続 と 設 定ス テ レ オ ス ピ ー カ ー の 接 続 と 設 定ス テ レ オ ス ピ ー カ ー の 接 続 と 設 定ス テ レ オ ス ピ ー カ ー の 接 続 と 設 定 :

ス テ ッ プ3:

「 Speaker Configuration」 を 選 択 し 、 「2 channel
for stereo speaker output」 を 選 択 し ま す 。

ステレオ出力を適用する場合、アンプ付きスピーカーの使用を推奨します。

ス テ ッ プ1:
ステレオ スピ ー カー か イ ア フォ ンを ラ イ ン出 力 に 接 続

し ま す 。

ス テ ッ プ2 :
オ ー デ ィ オ ド ラ イ バ の イ ンスト ー ル後 、 タ ス

クバ ー の ステー タ ス領 域 に  ア イ コ ンが

表 示 さ れ ま す 。 画 面 下 部 の ト レイ か ら オ ー

デ ィ オ ア イ コ ン 「Sound Effect」 を ク リ ッ ク し

ま す 。

WINDOWS 98SE/2K/ME/XPで は と て も 簡 単 に 、 以 下 の 手 順 で 機 能 を イ ンスト ー

ルで き ま す 。

ライン出力
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44444 チ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド

ス テ ッ プ1 :
フロ ン ト チ ャ ン ネ ルを"ラ イ ン出 力"に 、 リ ア

チ ャ ン ネ ルを"ラ イ ン入 力"に 接 続 し ま す 。

ス テ ッ プ3 :
"Speaker Configuration"を 選 択 し 、"4 channel for 4
speakers output"を 選 択 し ま す 。Disable "Only SUR-
ROUND-KIT"を 無 効 に し 、"OK"を 押 し ま す 。

注 :
"Environment settings"が "None"の と き 、 サ ウ ン ド

は ステレ オ モ ー ド （2チ ャ ネ ル出 力 ） と し て

再 生 さ れ ま す 。4チ ャ ネ ル出 力 に 対 し て は 、

他 の 設 定 を 選 択 し て く だ さ い 。

ス テ ッ プ2 :
オ ー デ ィ オ ド ラ イ バ の イ ンスト ー ル後 、 タ ス

クバ ー の ステー タ ス領 域 に   ア イ コ ンが表

示 さ れ ま す 。 画 面 下 部 の ト レイ か ら オ ー デ ィ

オ ア イ コ ン"Sound Effect"を ク リ ッ ク し ま す 。

ラ イ ン出 力 ラ イ ン入 力
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ス テ ッ プ3 :

"Speaker Configuration"を 選 択 し 、"6 channel for 5.
1 speaker output"を 選 び ま す 。

"Only SURROUND-KIT" を 無 効 に し 、"OK"を 押 し

ま す 。

追 加 モ ジ ュ ー ルな し で 、 背 面 オ ー デ ィ オ パ ネ

ルを オ ー デ ィ オ 出 力 に 接 続 で き ま す 。

ス テ ッ プ1 :
フロ ント チ ャ ンネ ルを"ラ イ ン出 力"、 リ ア チ ャ

ン ネ ルを"ラ イ ン入 力"、 セ ン タ ー/サ ブ ウ ー

フ ァチ ャ ネ ルを"マイ ク入 力"に 接 続 し ま す 。

ベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ ク6  6  6  6  6  チ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド

ス テ ッ プ2 :
オ ー デ ィ オ ド ラ イ バ の イ ンスト ー ル後 、 タ ス

クバ ー の ステー タ ス領 域 に   ア イ コ ンが

表示されます。画面の下部にあるトレイから

オ ー デ ィ オ ア イ コ ン"Sound Effect"を ク リ ッ ク し

ま す 。

ライン出力

ライン入力

マイ ク入 力
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ス テ ッ プ1 :
"AUDIO COMBO KIT"を ケ ー スの 背 面 に 差 し

込 み 、 ネ ジ で 固 定 し ま す 。

ア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス ト66666 チ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ドチ ャ ン ネ ル ア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド((((( オ プ シ ョ ン のオ プ シ ョ ン のオ プ シ ョ ン のオ プ シ ョ ン のオ プ シ ョ ン のA U D I OA U D I OA U D I OA U D I OA U D I O

COMBO KITCOMBO KITCOMBO KITCOMBO KITCOMBO KIT使用使用使用使用使用))))) :

(AUDIO COMBO KITは 、SPDIF出力ポート、光学および同軸SURROUND-KIT : リ

ア R/L & 中央/サ ブ ウ ー ファを 提 供)

SURROUND-KITで ア ナ ロ グ 出 力 リア と 中 央/

サ ブ ウ ー ファを 利 用 で き ま す 。6チ ャ ン ネ ル

出力でライン入力やマイク入力も利用したい

場 合 の ベ スト ソ リュ ー シ ョ ン で す 。"SUR-

ROUND-KIT"は 図 の よ う に 、 GIGABYTEの

"AUDIO COMBO KIT"に 含 ま れ て い ま す 。

ス テ ッ プ2 :

"SURROUND-KIT"を マザー ボ ー ド のSUR_CEN

に 接 続 し ま す 。
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ス テ ッ プ4 :

画 面 の 下 部 に あ る ト レイ か ら オ ー デ ィ オ ア イ

コ ン"Sound Effect"を ク リ ッ ク し ま す 。

ス テ ッ プ3 :

フロ ント チ ャ ンネ ルを バ ッ クオ ー デ ィ オ パ ネ

ル の"ラ イ ン出 力"に 、 リア チ ャ ンネ ルをSUR-

ROUND-KITの リ アR/Lに 、 中 央/サ ブ ウ ー

フ ァチ ャ ネ ルをSURROUND-KITの SUB CEN-

TERに 取 り 付 け ま す 。

ス テ ッ プ5 :

"Speaker Configuration"を 選 択 し 、"6 channels for
5.1 speakers out put"を 選 び ま す 。 次 に 、"Only
SURROUND-KIT"を使用可能に設定して"OK"を
押 し ま す 。

"Environment settings"が "None"の と き 、 サ ウ ン ド

は ステ レ オ モ ー ド （2チ ャ ン ネ ル） と し て 再

生 さ れ ま す 。6チ ャ ンネ ルで 出 力 す る に は 他

の 設 定 を 選 択 し て く だ さ い 。

ベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ クベ ー シ ッ ク & & & & & ア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス トア ド バ ン ス ト66666 チ ャ ン ネ ルア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド の 注チ ャ ン ネ ルア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド の 注チ ャ ン ネ ルア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド の 注チ ャ ン ネ ルア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド の 注チ ャ ン ネ ルア ナ ロ グ オ ー デ ィ オ 出 力 モ ー ド の 注 :
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S P D I F  S P D I F  S P D I F  S P D I F  S P D I F  出 力 デ バ イ ス出 力 デ バ イ ス出 力 デ バ イ ス出 力 デ バ イ ス出 力 デ バ イ ス((((( オ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ンオ プ シ ョ ン)))))

3. 同軸または光出力をAC3デ コ ー ダ に 接 続 し

ま す 。

1. SPDIF出 力 デ バ イ スをPCの リ ア ブ ラ ケ ッ ト

に 接 続 し 、 ネ ジ で 固 定 し ま す 。

2. SPDIFワ イ ヤ を マザー ボ ー ド に 接 続 し ま す 。

"S/PDIF出力"デバイスはマザーボードで利用

で き ま す 。 リア ブ ラ ケ ッ ト の あ る ケ ー ブ ル

は 、"S/PDIF output"コ ネ ク タ に リンク で き ま す

（ 図 参 照 ） 。 デ コ ー ダ と の リンクを 付 け る た

め に 、 リア ブ ラ ケ ッ ト は 同 軸 ケ ー ブ ルと ファ

イ バ 接 続 ポ ー ト を 提 供 し ま す 。
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Xpresso回復の概要回復の概要回復の概要回復の概要回復の概要

Xpress RecoveryRecoveryRecoveryRecoveryRecoveryと は 何 で す かと は 何 で す かと は 何 で す かと は 何 で す かと は 何 で す か?
XPRESS RECOVERYユ ー テ ィ リ テ ィ は 、OSパ ー テ ィ シ ョ ン の バ ッ ク ア ッ プ

を 取 っ た り 回 復 す る た め の ユ ー ティ リティ で す 。 ハ ー ド ド ラ イ ブ が 正 常 に 動 作

し な い 場 合 、 オ リジ ナ ルの 状 態 に 回 復 で き ま す 。

1. FAT16, FAT32, NTFSオ ペ レ ー ティ ング シ ステム を サ ポ ー ト し ま す 。

2. BOOT MANAGERを イ ンスト ー ルし て い る と 、 作 動 し ま せ ん 。

3. HPAを サ ポ ー ト す るIDEハ ー ド デ ィ スクと 共 に 使 用 す る 必 要 が あ り ま す 。

4. 最 初 の パ ー ティ シ ョ ンは 起 動 パ ー ティ シ ョ ンと し て 設 定 す る 必 要 が あ り

ま す 。 起 動 パ ー ティ シ ョ ンを バ ッ クア ッ プ す る と き 、 サ イ ズを 変 更 し な

い で く だ さ い 。

5. IDE1 MASTERに 接 続 す る 必 要 が あ り ま す 。

1. シ ステム デ ー タ と ハ ー ド デ ィ スクの 読 み 込 み/書 き 込 み 速 度 は 、 バ ッ ク

ア ッ プ 速 度 に 影 響 を 与 え ま す 。

2. GIGABYTE社 製 の マザー ボ ー ド ベ ー スのINTEL 865 / 875チ ッ プ セ ッ ト 、

NVIDIA NFORCE 2チ ッ プ セ ッ ト 、SIS 648FXチ ッ プ セ ッ ト に よ り サ ポ ー
ト さ れ て い ま す 。

Xpress Recoveryの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法

a. XPRESS RECOVERYユ ー ティ リティ 起 動 す る 方 法 は2つ あ り ま す 。

1. コンピュータの電源を入れている間に F9を 押 し ま す(下 を ご 覧 く だ さ い)。

2. "ADVANCED BIOS"設 定 メ ニュ ー を ポ イ ント し 、CD-ROMか ら 起 動 す

る よ う に 設 定 し 、BIOSメ ニュ ー を 保 存 し て 終 了 し ま す 。"CD-ROM:"
が 画 面 下 部 に 表 示 さ れ た ら 、 ど れ か の キ ー を 押 し てX P R E S S
RECOVERYを 起 動 し ま す 。

Award Modular BIOS v6.00PG, An Energy Star Al ly
Copyright  (C) 1984-2003,  Award Software,  Inc.

Intel 865PE AGPSet BIOS for 8IPE1000MT F1
Check System Health OK
Main Processor : Intel Pentium(R) 4  1.7GHz (100x17.0)
<CPUID : 0F0A Patch ID  : 0009>
Memory Testing  : 131072K OK

Primary Master : FUJITSU MPE3170AT ED-03-08
Primary Slave : None
Secondary Master : CREATIVEDVD-RM DVD1242E BC101
Secondary Slave : None

Press DEL to enter SETUP / Q-Flash, F9 For Xpress Recovery
08/16/2002-I845GE-6A69YG01C-00 F9 Xpress Recovery用用用用用
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1.Execute Backup Ut i l i t y :Backup Ut i l i t y :Backup Ut i l i t y :Backup Ut i l i t y :Backup Ut i l i t y :バ ッ ク ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 実 行バ ッ ク ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 実 行バ ッ ク ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 実 行バ ッ ク ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 実 行バ ッ ク ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 実 行:
BBBBB を 押 す と シ ス テ ム を バ ッ ク ア ッ プ し 、を 押 す と シ ス テ ム を バ ッ ク ア ッ プ し 、を 押 す と シ ス テ ム を バ ッ ク ア ッ プ し 、を 押 す と シ ス テ ム を バ ッ ク ア ッ プ し 、を 押 す と シ ス テ ム を バ ッ ク ア ッ プ し 、E S CE S CE S CE S CE S C を 押 す と 終 了 し ま すを 押 す と 終 了 し ま すを 押 す と 終 了 し ま すを 押 す と 終 了 し ま すを 押 す と 終 了 し ま す

バ ッ クア ッ プ ユ ー ティ リティ は シ ステム を 自 動 的 に スキ ャ ンし 、 そ れ を バ ッ クア ッ プ し ま す 。

バ ッ クア ッ プ さ れ た デ ー タ は 非 表 示 画 像 と し て 保 存 さ れ ま す 。

2.Execute Restore Utility:回 復 ユ ー ティ リティ の 実 行回 復 ユ ー ティ リティ の 実 行回 復 ユ ー ティ リティ の 実 行回 復 ユ ー ティ リティ の 実 行回 復 ユ ー ティ リティ の 実 行:
こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム を 初 期 設 定 に 回 復 し ま す 。こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム を 初 期 設 定 に 回 復 し ま す 。こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム を 初 期 設 定 に 回 復 し ま す 。こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム を 初 期 設 定 に 回 復 し ま す 。こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム を 初 期 設 定 に 回 復 し ま す 。

BBBBB を 押 す と シ ス テ ム を 回 復 し ま す 。を 押 す と シ ス テ ム を 回 復 し ま す 。を 押 す と シ ス テ ム を 回 復 し ま す 。を 押 す と シ ス テ ム を 回 復 し ま す 。を 押 す と シ ス テ ム を 回 復 し ま す 。

E S CE S CE S CE S CE S C を 押 す と 終 了 し ま す 。を 押 す と 終 了 し ま す 。を 押 す と 終 了 し ま す 。を 押 す と 終 了 し ま す 。を 押 す と 終 了 し ま す 。

バ ッ クア ッ プ 画 像 を オ リジ ナ ルの 状 態 に 回 復 し ま す 。

3.Remove Backup Image:Backup Image:Backup Image:Backup Image:Backup Image:バ ッ クア ッ プ 画 像 の 削 除バ ッ クア ッ プ 画 像 の 削 除バ ッ クア ッ プ 画 像 の 削 除バ ッ クア ッ プ 画 像 の 削 除バ ッ クア ッ プ 画 像 の 削 除:
バ ッ ク ア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す かバ ッ ク ア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す かバ ッ ク ア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す かバ ッ ク ア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す かバ ッ ク ア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す か? (Y /N)
バ ッ クア ッ プ 画 像 を 削 除 し ま す 。

4.Exit and Restart :and Restart :and Restart :and Restart :and Restart :終了して再起動終了して再起動終了して再起動終了して再起動終了して再起動:
終 了 し て コ ンピ ュ ー タ を 再 起 動 し ま す 。

b. Xpress Recovery:

Xpress Recovery V1.0 (C) Copy Right 2003. GIGABYTE Technilogy CO. , Ltd.

1. Excute Backup Utility
2. Excute Restore Utility
3. Remove Backup Image
4. Exit and Restart
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Revision History第第第第第5章章章章章  付録付録付録付録付録

下 の 図 は下 の 図 は下 の 図 は下 の 図 は下 の 図 はW i n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X P で 表 示 さ れ ま すで 表 示 さ れ ま すで 表 示 さ れ ま すで 表 示 さ れ ま すで 表 示 さ れ ま す

マザーボードに付属するドライバCDタ イ ト ル をCD-ROMに挿入すると、CD

タ イ ト ル が 自 動 実 行 さ れ 、 イ ン ス ト ー ル ガ イ ド が 表 示 さ れ ま す 。 自 動 実

行されない場合、[マ イ コ ン ピ ュ ー タ]のCD-ROMデ バ イ ス ア イ コ ン を ダ ブ

ル ク リ ッ ク し て 、setup.exeを 実 効 し て く だ さ い 。

チ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルチ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルチ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルチ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルチ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル

ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ルド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル

こ の ペ ー ジ に は 、 シ ス テ ム に イ ン ス ト ー ル す る 必 要 の あ る ド ラ イ バ が 表 示 さ れ て

い ま す 。 各 ア イ テ ム を ク リ ッ ク し て ド ラ イ バ を 手 動 で イ ン ス ト ー ル す る か 、

 に 切 り 替 え て ド ラ イ バ を 自 動 的 に イ ン ス ト ー ル し て く だ さ い 。

"Xpress Install" は "ク リ ッ ク ア ン ド フ ォ ゲ ッ ト"技術を使用して、ドライバを自動的にインス

ト ー ル し ま す 。 希 望 す る ド ラ イ バ を 選 択 し 、"GO"ボ タ ン を ク リ ッ ク し て く だ さ い 。

  が ユ ー ザ ー に 代 わ っ て イ ン ス ト ー ル を 自 動 的 に 終 了 し ま す 。

一覧のすべてのコンポーネントをインストールすることをおすすめします。

メ ッ セ ー ジ:デ バ イ ス ド ラ イ バ の 中

にはシステムを自動的に再起動す

る も の も あ り ま す 。 そ の 場 合 は シ

ス テ ム を 再 起 動 し た 後 、"Xpress

Install"が 残 り の ド ラ イ バ を 引 き 続

き イ ン ス ト ー ル し ま す 。
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Nvidia System Driver
nVIDIA チ ッ プ セ ッ ト ド ラ イ バ

USB Patch for WinXP
こ の パ ッ チ ド ラ イ バ に よ り 、XPに お け るUSBデ バ イ ス の 呼 び 起 こ しS3ハ ン

グ ア ッ プ 問 題 を 解 決 す る こ と が で き ま す 。

Realtek 8110S Lan Driver(1) / RealTek LAN Drive(3)

Realtek Giga Lan Driver(1)

81xxシ リ ー ズ チ ッ プ 用RealTek 10/100 LANド ラ イ バ(3)

RealTek AC97 Codec Driver
Realtek オ ー デ ィ オ ド ラ イ バ

Silicon Image RAID Driver (1)

Silicon Image Sil3112用 シ リ ア ルATA RAIDド ラ イ バ

GIGARAID IT8212 RAID Driver (1)

GigaRAID IT8212 RAID IDEコ ン ト ロ ー ラ 用

Nvidia USB 2.0 Driver Information
nVIDIA USB 2.0ホ ス ト コ ン ト ロ ー ラ はService Pack 1で イ ン ボ ッ ク ス ド ラ イ バ を

使 用 し ま す 。Windows XP Service Pack 1に ア ッ プ グ レ ー ド し 、 デ バ イ ス マ ネ ー

ジ ャ で ハ ー ド ウ ェ ア の 変 更

を 再 ス キ ャ ン し て く だ さ い 。

アイテムの説明アイテムの説明アイテムの説明アイテムの説明アイテムの説明

ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル が 完 了 し

ま し た 。 シ ス テ ム を 再 起 動 し て く

だ さ い 。

USB2.0ド ラ イ バ がWindows XP以 前 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を サ ポ ー ト し て い る

場 合 は 、Windows Service Packを 使 用 し て く だ さ い 。Windows Service Packの イ ン

ス ト ー ル 後 、"デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ" - "ユ ニ バ ー サ ル シ リ ア ル バ ス コ ン ト ロ ー ラ"

の 中 に"?"マ ー ク が 表 示 さ れ ま す の で こ の マ ー ク を 削 除 し 、 シ ス テ ム を 再 起 動 し て く

だ さ い 。 （ シ ス テ ム は 自 動 的 に 正 し いUSB2.0ド ラ イ バ を 検 出 し ま す 。 ）

1 GA-7N400 Pro2の み  2 GA-7N400の み 3 GA-7N400-Lの み
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ソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ンソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ンソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ンソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ンソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ン

こ の ペ ー ジ で は 、Gigabyteとその全世界に及ぶパートナーが開発した付加価値

ソ フ ト ウ ェ ア を 表 示 し ま す 。

Gigabyte Windows Utilities Manager (GWUM)
こ の ユ ー テ ィ リ テ ィ でGigabyteの ア プ リ ケ ー シ ョ ン を シ ス テ ム ト レ イ に 統
合 で き ま す 。
Gigabyte Management Tool (GMT)
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ を 管 理 で き る お 役 立 ち ツ ー ル で す 。
EasyTune 4
オ ー バ ー ク ロ ッ キ ン グ と ハ ー ド ウ ェ ア モ ニ タ リ ン グ 機 能 を 統 合 し た 強 力 な
ユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
DMI Viewer
シ ス テ ム のDMI/SMBIOS情報を参照するためのWindowsベ ー ス の ユ ー テ ィ
リ テ ィ で す 。
Face-Wizard
BIOSロ ゴ 追 加 用 の 新 し い ユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
@BIOS
Gigabyte Windowsフ ラ ッ シ ュBIOSユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
Acrobat e-Book
Adobe社 製 の 役 に 立 つ ユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
Acrobat Reader
PDFフ ァ イ ル 形 式 文 書 を 読 み 込 む た め のAdobe社 製 の 人 気 ユ ー テ ィ リ テ ィ で
す 。
Norton Internet Security (NIS)
ウ ィ ル ス 駆 除 、 ア ド コ ン ト ロ ー ル な ど を 含 ん だ 総 合 ユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
DirectX 9.0
DirectX 9.0を イ ン ス ト ー ル す る と 、3Dハ ー ド ウ ェ ア ア ク セ ラ レ ー シ ョ ン が 可 能
に な り 、OSは よ り よ い3Dパ フ ォ ー マ ン ス を サ ポ ー ト す る こ と が で き ま す。
Silicon Image SATA RAID Utility (1)

Silicon Image Sil3112用Serial-ATA RAIDユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。
GigaRAID Utility (1)

GigaRAID IT8212用RAIDユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。

1 GA-7N400 Pro2 の み.  2 GA-7N400 の み. 3 GA-7N400-L の み.
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ソ フ ト ウ ェ ア 情 報ソ フ ト ウ ェ ア 情 報ソ フ ト ウ ェ ア 情 報ソ フ ト ウ ェ ア 情 報ソ フ ト ウ ェ ア 情 報

こ こ で はCDタ イ ト ル に 含 ま れ る ソ フ ト ウ ェ ア と ド ラ イ バ の リ ス ト が 表 示 さ れ

ま す 。

ハ ー ド ウ ェ ア 情 報ハ ー ド ウ ェ ア 情 報ハ ー ド ウ ェ ア 情 報ハ ー ド ウ ェ ア 情 報ハ ー ド ウ ェ ア 情 報

こ こ で は こ の マ ザ ー ボ ー ド の 全 て の デ バ イ ス の リ ス ト が 表 示 さ れ ま す 。

連絡先連絡先連絡先連絡先連絡先

詳 細 は 最 後 の ペ ー ジ を ご 参 照 く だ さ い 。
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Face-WizardFace-WizardFace-WizardFace-WizardFace-Wizardユ ー テ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ー ルユ ー テ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ー ルユ ー テ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ー ルユ ー テ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ー ルユ ー テ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ー ル
Face-Wizard™ と はと はと はと はと は?

Face-WizardTMは 、Windowsベ ー ス の 使 い や す い イ ン タ ー フ ェ イ ス を 持 っ た ユ ー
テ ィ リ テ ィ で 、 起 動 時 の ロ ゴ を カ ス タ マ イ ズ で き ま す 。 ロ ゴ デ ー タ は 、
Gigabyte Logo Gallery Webか ら 入 手 し た り 、 そ の 他 互 換 性 の あ る 画 像 デ ー タ
を 作 成 し て 利 用 し ま す 。

機 能 と 動 作機 能 と 動 作機 能 と 動 作機 能 と 動 作機 能 と 動 作
Face-Wizard™  は 、 ボ ー ド 上 のBIOSや ハ ー ド ド ラ イ ブ 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、
ZIP、 MO、 そ の 他 の 記 憶 装 置 に あ る フ ァ イ ル を 選 択 し てBIOSに互換性のある
画 像 を 結 合 し ま す 。 さ ら に 、Face-Wizard™ はWindowsモ ー ド でBIOSア ッ プ デ ー
ト が で き ま す 。

Face-Wizard™ の利点の利点の利点の利点の利点
独自の起動ロゴを作成し、白黒のそっけない起動画面を見ることはもはやあ
り ま せ ん 。

(1) (2)

(4)

1. "Face-Wizard"をクリック   2. "Next"をクリック

(3)

3. "Finish"をクリック

(5)

4. Start/ Programs/ GIGABYTE/
FaceWizardをクリック

5. "Help"をクリック
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下記はよくある質問集です。特定のマザーボードのモデルに対しての質問につき
ま し て は 、http://tw.giga-byte.com/faq/faq.htmの ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参 照 く だ さ い 。

Q1: BIOSの ア ッ プ デ ー ト を 行 っ た 後 に 、 い く つ か の オ プ シ ョ ン が 見 え な く な っ て
し ま い ま し た 。 な ぜ で し ょ う か?
A:  い く つ か の ア ド バ ン ス ド オ プ シ ョ ン は 新 し いBIOSの 中 に 隠 れ て い ま す 。Ctrl
キ ー とF1キ ー を 押 し 、BIOS画 面 に 入 る と そ の オ プ シ ョ ン を 見 る こ と が で き ま す 。

Q2: な ぜ コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 切 っ た 後 で も キ ー ボ ー ド と 光 学 マ ウ ス の ラ イ ト が
点 灯 し て い る と で す か?
A: い く つ か の ボ ー ド で は 、 コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 切 っ た 後 で も 少 量 の 電 気 で ス タ
ン バ イ 状 態 を 保 持 し て い る の で 、 点 灯 し た ま ま に な っ て い ま す 。

Q3:  EasyTune™ 4のすべての機能が使えません?
A: 使用可能なEasyTune™ 4の 機 能 リ ス ト はMBチ ッ プ セ ッ ト に 依 存 し ま す 。 チ ッ プ セ ッ
ト がEasyTune™ 4の あ る い く つ か の 機 能 を サ ポ ー ト し て い な い 場 合 は そ れ ら の 機 能 は
自 動 的 に ロ ッ ク さ れ 、 使 用 す る こ と が で き ま せ ん 。

Q4: RAID機 能 を サ ポ ー ト す る ボ ー ド 上 で 、 ブ ー トHDDを IDE3ま た はIDE4に 接 続 し た
後 、Win 2000 と XPの環境にRAIDと ATAの ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル が で き ま せ ん 。
A: ド ラ イ バ を イ ン ス ト ー ル す る 前 にCD-ROMの 中 の い く つ か の フ ァ イ ル を フ ロ ッ
ピ ー デ ィ ス ク に コ ピ ー す る 必 要 が あ り ま す 。 も し く は 違 う イ ン ス ト ー ル の ス テ ッ
プ を 踏 ん で み る 必 要 も あ り ま す の で 、 弊 社 の ホ ー ム ペ ー ジ のRAIDマ ニ ュ ア ル の
イ ン ス ト ー ル ス テ ッ プ を ご 参 照 く だ さ い 。
(http://tw.giga-byte.com/support/user_pdf/raid_manual.pdf)

Q5: CMOSを ク リ ア す る に は?
A: ボ ー ド が ク リ アCMOSジ ャ ン パ を 装 備 し て い る 場 合 は マ ニ ュ ア ル の ク リ ア
CMOSス テ ッ プ の 部 分 を ご 参 照 く だ さ い 。 装 備 し て い な い 場 合 は オ ン ボ ー ド の
バ ッ テ リ を 漏 電 さ せ る こ と でCMOSを ク リ ア す る こ と が で き ま す 。 下 記 の ス テ ッ
プ を ご 参 照 く だ さ い 。

ス テ ッ プ:
1. コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 切 り ま す 。
2. MBか ら パ ワ ー コ ー ド を 外 し ま す 。
3. バ ッ テ リ を 静 か に 取 り 外 し 、10分 ほ ど よ け て お き ま す(または金属製の

物 で バ ッ テ リ フ ォ ル ダ ー の 陽 極 と 陰 極 を つ な ぎ シ ョ ー ト さ せ る こ と も
可能です)。

4. バ ッ テ リ を 再 度 差 し 込 み ま す 。
5. MBに パ ワ ー コ ー ド を 再 度 接 続 し 、 コ ン ピ ュ ー タ の 電 源 を 入 れ ま す 。
6. Delキ ー を 押 し 、BIOSの ロ ー ド フ ェ ー ル セ ー フ デ フ ォ ル ト に 入 り ま す 。
7. 変 更 を 保 存 し 、 シ ス テ ム を 再 起 動 し ま す 。

Q6: BIOSの ア ッ プ デ ー ト を 行 っ た 後 に シ ス テ ム が 不 安 定 に な っ た よ う に 思 わ れ ま
す が?
A: BIOSを 表 示 さ せ た 後 、 フ ェ ー ル セ ー フ デ フ ォ ル ト （ も し く は ロ ー ドBIOSデ フ ォ
ル ト ） を ロ ー ド し て く だ さ い 。 そ れ で も シ ス テ ム が 不 安 定 な 場 合 はCMOSを ク リ
ア す る こ と で 問 題 を 解 決 す る こ と が で き ま す 。

Q7: な ぜ 最 大 音 量 で ス ピ ー カ ー を オ ン に し て も 弱 い 音 し か 聞 こ え て こ な い の で
し ょ う か?
A: お 使 い の ス ピ ー カ ー が 内 蔵 の ア ン プ を 使 用 し て い る か ど う か を 確 認 し て く だ さ
い 。 も し 使 用 し て い な い 場 合 に は 電 源 と ア ン プ を 装 備 し た 別 の ス ピ ー カ ー に 取 り
替 え た 後 に 再 度 お 試 し く だ さ い 。
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Q8: 外付けのVGAカ ー ド を 増 設 し た い の で 、 ど う や っ て オ ン ボ ー ド のVGAカ ー ド
を 無 効 に 設 定 し た ら い い で す か?

A: ギガバイトのマザーボードは自動的に外付けのVGAカ ー ド を 検 出 し ま す の で 。
オ ン ボ ー ドVGAの設定を手動で無効にする必要はありません。

Q9: な ぜIDE 2が 使 用 で き な い の で す か?

A: ユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル を ご 参 照 し て い た だ く か 、 前 面USBパ ネ ル のUSB Over Cur-
rentピ ン に 今 接 続 さ れ て い る ケ ー ブ ル が マ ザ ー ボ ー ド パ ッ ケ ー ジ に よ っ て 供 給 さ れ
ていないものかを確認してください。もしご自身でお持ちのケーブルを使用してい
る 場 合 は 、 そ れ を こ の ピ ン か ら 外 し 、 自 分 の ケ ー ブ ル は 接 続 し な い で く だ さ い 。

Q10: シ ス テ ム を 起 動 し た 後 、 コ ン ピ ュ ー タ か ら 時 々 違 う 連 続 性 の ビ ー プ 音 が 聞 こ
え て く る の で す が 、 こ の 音 は 何 を 意 味 し て い る の で し ょ う か?

A: こ の ビ ー プ 音 の コ ー ド は コ ン ピ ュ ー タ に 問 題 が 生 じ た 際 の 通 知 を 意 味 し ま す
が 、 こ れ ら は 参 考 に 過 ぎ ま せ ん 。 ケ ー ス に よ り 状 況 は 異 な り ま す 。

AMI BIOSビ ー プ コ ー ド
*シ ス テ ム の 起 動 に 成 功 し た 場 合 は コ ン
ピ ュ ー タ は1回の短いビープ音を鳴らします。
*コ ー ド8以外は致命的な問題があることを
通 知 し ま す 。

1ビ ー プ 更新失敗
2ビ ー プ パ リ テ ィ エ ラ ー
3ビ ー プ 64Kメ モ リ ー フ ェ イ ル
4ビ ー プ タ イ マ ー が 動 作 不 能
5ビ ー プ プ ロ セ ッ サ エ ラ ー
6ビ ー プ 8042 - ゲ ー トA20フ ェ イ ル
7ビ ー プ プ ロ セ ッ サ の 例 外 阻 止 エ ラ ー
8ビ ー プ メ モ リ の 読 み 込 み/書き込み表示エラー
9ビ ー プ ROM照 合 エ ラ ー
10ビ ー プ CMOSシ ャ ッ ト ダ ウ ン 記 録 読 み 込 み/書 き 込 み エ ラ ー
11ビ ー プ キ ャ ッ シ ュ メ モ リ 不 具 合

Q11: RAIDま た はATAモ ー ド でSATA HDDか ら 起 動 す る た め に はBIOSを ど の よ う に
設 定 し た ら い い の で す か?
A: 次 の よ う にBIOSを 設 定 し て く だ さ い 。:

1. ア ド バ ン ス ドBIOS機能--> SATA/RAID/SCSI起 動 オ ー ダ ー: "SATA"
2. ア ド バ ン ス ドBIOS機能--> 最初の起動デバイス: "SCSI"
3. 統合周辺装置--> オ ン ボ ー ドH/Wシ リ ア ルATA: "enable"

シ リ ア ルATA機能で"RAID"を RAIDモ ー ド に ま た は"BASE"を標準のATAモ ー ド に
設 定 す る 必 要 が あ る か ど う か は 、SATAモ ー ド に よ っ て 異 な り ま す 。

Q12: RAID機能を持つマザーボードの場合、RAIDま た はATAモ ー ド で 、IDE3, 4か ら 起 動 す る た
め に はBIOSを ど の よ う に 設 定 す れ ば い い の で す か?
A:次 の よ う にBIOSを 設 定 し て く だ さ い 。

1. ア ド バ ン ス ドBIOS機能-->(SATA)/RAID/SCSI起 動 オ ー ダ ー: "SATA"
2. ア ド バ ン ス ドBIOS機能--> 最初の起動デバイス: "SCSI"
3. 統合周辺装置--> オ ン ボ ー ドH/W ATA/RAID: "enable"

RAIDコ ン ト ロ ー ラ 機 能 で"RAID"を RAIDモ ー ド に ま た は"ATA"を標準のATAモ ー ド
に 設 定 す る 必 要 が あ る か ど う か は 、RAIDモ ー ド に よ っ て 異 な り ま す 。

Q13:  IDE/ SCSI/ RAIDカ ー ド か ら 起 動 す る た め に はBIOSを ど の よ う に 設 定 す れ ば い
い の で す か?
A:次 の よ う にBIOSを 設 定 し て く だ さ い 。

 1. ア ド バ ン ス ドBIOS機能-->(SATA)/RAID/SCSI起 動 オ ー ダ ー: "SCSI"
 2. ア ド バ ン ス ドBIOS機能--> 最初の起動オーダー: "SCSI"

RAID/ SCSI BIOSを 設 定 す る 必 要 が あ る か ど う か は モ ー ド(RAIDま た はATA)に よ っ
て 異 な り ま す 。

 AWARD BIOSビ ー プ コ ー ド
1短: システム起動成功
2短: CMOS設 定 エ ラ ー
1長1短: DRAMま た は マ ザ ー ボ ー ド
エ ラ ー
1長2短: モ ニ タ ー ま た は デ ィ ス プ
レ イ カ ー ド エ ラ ー
1長3短: キ ー ボ ー ド エ ラ ー
1長9短: BIOS ROMエ ラ ー
連 続 の ビ ー プ(長 ）: DRAMエ ラ ー
連 続 の ビ ー プ(短 ）: 電 源 エ ラ ー
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起 動 中 に 何 ら か の 問 題 が 生 じ た 場 合 は 、 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ
の 手 順 に 従 っ て く だ さ い 。

電 源 を オ フ に し 、AC電 源 ケ ー ブ ル を 外 し ま す 。 そ の 後 、 マ ザ ー
ボ ー ド か ら 全 て の ア ド オ ン カ ー ド と ケ ー ブ ル を 外 し ま す 。

スタート

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

は い
マ ザ ー ボ ー ド と シ ャ ー シ が シ ョ ー ト し て い ま せ ん か?

い い え

A

す べ て の ジ ャ ン パ 設 定 （CPUの シ ス テ ム
バ ス 速 度 、 周 波 数 速 度 、 電 圧 な ど ） が 正

し く 設 定 さ れ て い ま す か?

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

CPU冷 却 フ ァ ン が
CPUに 正 し く 接 続 さ れ て い る こ と を 確
認 し ま す 。CPUの 冷 却 フ ァ ン の 電 源 コ
ネ ク タ はCPU_FANに 正 し く 接 続 さ れ

て い ま す か?

CPU冷却ファンの
電源をCPUフ ァ
ンコネクタに差し
込みます。AC電
源コネクタを差し
込みます。

メ モ リ がDIMMス ロ ッ ト に 正 し く 取 り 付 け ら
れ て い る か 確 認 し ま す 。

は い

い い え

は い

メモリモジュール
を DIMMス ロ ッ ト
に垂直に差し込ん
で押します。

VGAカ ー ド を 差 し 込 み ま す 。 そ の 後 、ATX電 源 ケ ー ブ
ル を 差 し 込 み 、 シ ス テ ム の 電 源 を 入 れ ま す 。

い い え

い い え

は い

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

シ ョ ー ト し た
ピ ン を 絶 縁 し
て く だ さ い 。

ジャンパ設定が
正しいことを確
認してください。
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A

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

は い

い い え

は い

い い え

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

は い

Windows OSを再インストールし、アドオンカードとケーブルを
再び取り付けます。それからシステムを再起動してください。

障 害 は 取 り 除 か れ ま し た 。

は い

終了

上記の手順で問題が解決できなかった場合、お近くの販売代理店または全国的販売業者まで
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 ま た は 、Gigabyteの ウ ェ ブ サ イ ト(http://www.gigabyte.com.tw)の テ
クニカルサポートまで質問またはメールをお寄こし下さい。適切な返答を早急にお送りされ
て い た だ き ま す 。

メ モ リLEDが オ ン に な っ て い ま す か? CPUフ ァ
ン が 作 動 し て い ま す か?

問題は電源、
CPU、メモリまた
はCPU/メ モ リ ソ
ケットそのものにあ
ると考えられます。

デ ィ ス プ レ イ が 表 示 さ れ て い る か チ ェ ッ ク し ま す 。

VGAカ ー ド/VGA
スロットまたはモニ
タに欠陥があると
思われます。

シ ス テ ム の 電 源 を オ フ に し ま す 。 キ ー ボ ー ド と
マ ウ ス を 差 し 込 ん で か ら 再 起 動 し ま す 。

キ ー ボ ー ド が 正 し く 作 動 し て い る か 確 認 し て く だ さ い 。

キーボードまたは
キーボードコネクタ
に欠陥がある可
能性があります。

<Del>キーを押してBIOSセットアップに入ります。"ロード最適
化デフォルト"を選択して保存し、セットアップを終了します。

システムをオフにしてIDEケーブルを再接続します。シス
テムが正常に再起同数か確認して下さい。

問題はIDEデ バ
イ ス/コ ネ ク タ
ま た は ケ ー ブ
ル に あ る と 思
わ れ ま す 。

い い え

い い え
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顧客/国:       会社:               電話番号:
連絡窓口:  Eメ ー ル ア ド レ ス :

型名/ロ ッ ト 番 号: PCBリ ビ ジ ョ ン:
BIOSバ ー ジ ョ ン: O.S./A.S.:

ハ ー ド ウ ェ ア   メ ー カ ー 型名 サ イ ズ: ド ラ イ バ/ユー テ ィ リ テ ィ:
構成

CPU
メ モ リ

ブ ラ ン ド

ビ デ オ カ ー ド

オ ー デ ィ オ カ ー ド

HDD
CD-ROM /
DVD-ROM
モ デ ム

ネ ッ ト ワ ー ク

AMR / CNR
キ ー ボ ー ド

マ ウ ス

電源装置

その他のデバイス

問題の詳細:

テクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポート/RMA/RMA/RMA/RMA/RMAシ ー トシ ー トシ ー トシ ー トシ ー ト
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略語 意味

ACPI 拡張構成/電 源 イ ン タ ー フ ェ イ ス

APM 拡張電源管理

AGP 加 速 式 グ ラ フ ィ ッ ク ス ポ ー ト

AMR オ ー デ ィ オ モ デ ム ラ イ ザ

ACR 拡 張 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ラ イ ザ

BIOS 基本入出力システム

CPU 中央演算装置

CMOS 相補系金属酸化膜半導体

CRIMM 連続RIMM
CNR 通信/ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ラ イ ザ

DMA 直 接 メ モ リ ア ク セ ス

DMI デ ス ク ト ッ プ 管 理 イ ン タ ー フ ェ イ ス

DIMM デ ュ ア ル イ ン ラ イ ン メ モ リ モ ジ ュ ー ル

DRM デ ュ ア ル リ テ ン シ ョ ン メ カ ニ ズ ム

DRAM ダ イ ナ ミ ッ ク ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ

DDR ダ ブ ル デ ー タ レ ー ト

ECP 拡張機能ポート

ESCD 拡 張 シ ス テ ム 構 成 デ ー タ

ECC エ ラ ー 検 査/訂正

EMC 電磁気互換

EPP エ ン ハ ン ス ド パ ラ レ ル ポ ー ト

ESD 静電気放電

FDD フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク デ バ イ ス

FSB フ ロ ン ト サ イ ド バ ス

HDD ハ ー ド デ ィ ス ク デ バ イ ス

IDE 統 合 デ ュ ア ル チ ャ ン ネ ル エ ン ハ ン ス ド

IRQ 割り込み要求

続 く......

略 語略 語略 語略 語略 語
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略語 意味

IOAPIC 入 出 力 拡 張 プ ロ グ ラ マ ブ ル 入 力 コ ン ト ロ ー ラ

ISA 業界標準アー キ テ ク チ ャ

LAN 構内通信網

I/O 入力/出力

LBA 論 理 ブ ロ ッ ク ア ド レ ッ シ ン グ

LED 発 光 ダ イ オ ー ド

MHz メ ガ ヘ ル ツ

MIDI ミ ュ ー ジ カ ル イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト デ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス

MTH メ モ リ ト ラ ン ス レ ー タ ハ ブ

MPT メ モ リ プ ロ ト コ ル ト ラ ン ス レ ー タ

NIC メ モ リ イ ン タ ー フ ェ イ ス カ ー ド

OS オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

OEM 相手先商標製品製造

PAC PCI A.G.P.略語

POST パ ワ ー オ ン セ ル フ テ ス ト

PCI 周辺装置コンポーネント相互接続

RIMM ラ ン バ ス イ ン ラ イ ン メ モ リ モ ジ ュ ー ル

SCI 特殊環境指示

SECC シ ン グ ル エ ッ ジ コ ン タ ク ト カ ー ト リ ッ ジ

SRAM 静 的 ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ
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y  台湾

Gigabyte Technology Co., Ltd.
Address: No.6, Bau Chiang Road, Hsin-Tien, Taipei Hsien,
Taiwan, R.O.C.
電話: 886 (2) 8912-4888 (50 lines)
フ ァ ッ ク ス: 886 (2) 8912-4004
Eメ ー ル:english@gigabyte.com.tw
Webア ド レ ス: http://www.gigabyte.com.tw
y 米国

G.B.T. INC.
Address: 17358 Railroad St, City of Industry, CA
91748.
電話: 1 (626) 854-9338
フ ァ ッ ク ス: 1 (626) 854-9339
Eメ ー ル:sales@giga-byte.com

support@giga-byte.com
Webア ド レ ス: www.giga-byte.com
y ド イ ツ

G.B.T. Technology Trading GmbH
電話: 49-40-2533040
Fax: 49-40-25492343 (Sales)
電話: 49-01803-428468 (Tech.)
フ ァ ッ ク ス: 49-01803-428329 (Tech.)
Eメ ー ル:support@gigabyte.de
Webア ド レ ス: www.gigabyte.de
y 日本/日 本 ギ ガ バ イ ト サ ポ ー ト

Webア ド レ ス: www.gigabyte.co.jp

y 英国

G.B.T. TECH. CO. LTD.
電話: 44-1908-362700
フ ァ ッ ク ス: 44-1908-362709
Eメ ー ル:support@gbt-tech.co.uk
Webア ド レ ス: www.gbt-tech.co.uk

y オ ラ ン ダ

Giga-Byte Technology B.V.
Address: Postbus 1385, 5602 BJ, Eindhoven, The Nether-
lands
電話: +31 40 290 2088
フ ァ ッ ク ス: +31 40 290 2089
Eメ ー ル:info@giga-byte.nl
Webア ド レ ス: http://www.giga-byte.nl
y 中国

上海支社

電話: 86-21-64737410
フ ァ ッ ク ス: 86-21-64453227
Webア ド レ ス: www.gigabyte.com.cn
広州支社

電話: 86-20-87586273
フ ァ ッ ク ス: 86-20-87544306
Webア ド レ ス: www.gigabyte.com.cn
北京支社

電話: 86-10-82856054
86-10-82856064
86-10-82856094
フ ァ ッ ク ス: 86-10-82856575
Webア ド レ ス: www.gigabyte.com.cn
Eメ ー ル:bjsupport@gigabyte.com.cn
成都支社

電話: 86-28-85236930
フ ァ ッ ク ス: 86-28-85256822
Webア ド レ ス: www.gigabyte.com.cn

全世界の弊社本支店へのお問い合わせはこのページをご参照ください。

お 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せ


